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ホップズ 『リヴァイアサンj ロンドン 1651

Thomas Hobbes. Leviathan; or the matter, forme, and 
power of a common-wealth ecclesiansticall and civill. 

1ρndon: Printed for Andrew Crooke, 1651 

''FRONTISPIECE”， 口絵とはタイトル・ページの前にあ

る絵で，口絵が掲載されるようになったのは 16世紀の半

ばまで測る。その当時から，口絵には寓意画的，即ち風刺

的な意味を持たせていた。OxfordEnglish Dictionaryによ

ると， ”frontispiece”と言う言葉は口絵の意味として 1682年

に使われており，語源的にはラテン語で 「前 ・見るjとの

合成語である。口絵のある図書は多い。ここで取り上げる

トーマス ・ホップズの 『リ ヴァイアサン』には，ホップズ

が意図した構想をもとに，生涯 1500余の銅版画を描き，

パリで有名だったアプラアム・ポス（1602-1676）によ って

描かれた口絵がついている（写真左）。

イギリスの政治哲学者であるホップズ（1588-1679）は，

クロムエルの革命を逃れた1540年から51年までのパリ在

住の間に，この fリヴァイアサンjを書き上げた。リヴ7

イアサンとは， 『旧約聖書jの「ヨプ記Jに出てくる鱗に

覆われて大きな口を持つ怪獣で神を除いて地上で最強の

ものとされている。ホップズはそのリヴァイアサンを人聞

が生命の安全を守るために契約してできた国家にあてはめ

ている。人間は自然状態では「万人の万人に対する闘争状

態jで，それを防ぐために契約を結び，共通の権力の政治

社会を設立するという考えがホップズの思想的背景にあ

る。

1651年刊の初版は 3種類ある。その区別は タイト ル・

ページ（写真右上）の中央やや下にそれぞれ異なるオーナ

メン ト，印刷者装飾でできる。第 l版第 l刷（本塾図書館

匂tr
第 l刷 第2刷 第3刷

所蔵 120X/896）は「ヘッ ドJと呼ばれ，第2制（1102/281）は

「ベアJ，そして実際には1680年に出版されたと言われる通

称第3刷（ニューペリー図書館所蔵本）には「25オーナメ

ンツJ，或いは「5行オーナメンツJと呼ばれる ものがつい

ている（写真右下）。

3種の初版には，銅版画における濃度の違いはあるもの

の，すべて同じ口絵がついている。口絵の上半分，小高い

丘の裾野には教会や礼拝堂があり，その中央には人聞の顔

をして王冠を被い，契約で結ぼれた人聞の絵が細か く描か

れた上半身をしたリヴァイアサンが，右手の剣，左手の司

教杖を振りかざしている。口絵の一番上を見ると，「ヨ プ

記jの一節がある。”Nonest protestas Super Terram quae 

Comparetur ei lob. 41.24”，つまり「地上にそれ（リ ヴァイ

アサン）に匹敵するものはないjとある。

下半分には左右それぞれ社会を象徴する絵カ噛かれてい

る。左側の剣の下には，お域，それに対応して司教杖側に

は小さな教会，同様に花飾りの小冠とミトラ（司教帽），大

砲と稲妻，大砲・小銃 ・ドラム・ステッキなどの戦利品と

ジレンマを表現している三つ又檎・牛の角，戦場とイエズ

ス会の討論と続き，左右で世俗的権力と教会権力を対比的

に描いている。

この 『リ ヴァイアサン』を手軽に読むには岩波文庫にそ

の翻訳がある。しかし，翻訳ではこの口絵を掲載していな

い。この口絵は，政治思想史を学ぶものにと ってホップズ

の思想を理解するうえで重要な役割を果たす一方，寓意画

的な意味を持つ口絵として書誌学的にも見逃せないものの

一つである。なお，初版第3席IJはシカゴのニューペリー図

書館所蔵本を調査した。

（三回メディアセ ンタ一課長代理） 市古健次
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巻頭言

ソフト・インフラへの道
ながた もりお

永田守男

（メディアネット副所長

ネットワーク・テクノロジー ・センター（仮称）開設準備室長

理工学部管理工学科教授）

日吉メディアセンターの所長（図書館長）職から，

塾内五つのメディアセンターのコンピュータやネッ

トワークをまとめるメディアネットの副所長となっ

て l：年ほど経ちました。ネットワーク・テクノロ

ジー・センター（仮称）を開設させる準備室の室長も

兼ねています。

私は，理工学部の管理工学科でソフトウェアの分

野の研究と教育を担当しています。メディアセン

ターでの日々の業務については，専任職員を中心に

した組織がきちんと動いていますので，私が特別な

心配をする必要はありません。私のメディアネット

での主たる任務は，藤井所長やその他の方々と話し

合いながら中長期的な視野で政策立案を行うこと，

それに，利用者である教員や学生の考えに沿った運

営が行われるためにはどうすればよいかを考えるこ

とだと思っています。

その立場からは，私が就くまで二つの役職がしば

らく空席であったために，不ツトワーク ・テクノロ

ジー・センター（略称NTC)に「開設準備室Jという

文字がついたままであることが一番の気がかりでし

た。この組織を正式な形にすることが，まず私がや

るべき最初の仕事だと思いました。若干の粁余曲折

はありましたが，塾内のさまざまな方々のご努力で，

この部分の荷をおろすことができそうな状況になっ

てきています。

この仕事が終われば，本来の私の仕事である塾全

体のデジタル・メディアの拡充について，何をした

らよいのかを深く考えられるようになるはずです。

ここでは，その中間報告として，そうしたことを考

えるときの私の基本的なスタンスをお話ししましょ

つ。

私は，専門がソフトウェアなので，こうしたとき

には，まず，慶謄義塾の研究と教育の本質がどんな

ところにあるのかを調べます。次に，その中でデジ

タル・メディアが効果的に使えそうなところがない

かを考えます。そのうえで，そこに必要なハード

ウェアを探します。

このような目で塾のネットワークとコンピュータ

のインフラを見直してみますと，ハードウェアとし

て充実すべきことが残っていることも確かですが，

それ以上に広義のソフト ・インフラの拡充が大切だ

と思います。

たとえば，各キャンパスのパソコンの台数を増や

してネットワークで結ぶことは，まだ途上ではあり

ますが，かなり進みました。こうしたことは，いわ

ばノ、ード・インフラです。このようなインフラをど

う活用していくのかという発想（ハード・インフラ

からのアプローチ）も，もちろん重要です。

しかし，慶謄義塾の各キャンパスで教職員と学生

がどのように考えて活動しているのかを探りながら，

より良い研究と教育を追求し，そこで生かすことの

できるデジタル・メディアがどんなものなのかを考

える，いわばソフトウェア・アプローチが大切な時

機になってきたように思います。「人間jの側から技

術を見る視点です。

この問題に対する明確な答をまだ私も持ちあわせ

ていませんが， 21世紀を目前にして，過去の知恵を

生かしながらも，あらゆる面でパラダイム・シフト

を迫られている私たちの状況を深く考えることで見

えてくるものがあるのではないかと思っています。

たとえば、必然的に進む国際化と情報化のなかで，

かえって重みを増している「私たちらしさjや「地

域j。世界中の大学の研究や教育で一時的に失いかけ

た「現実jとか「現場jへの回帰など。

一見すると遠回りのようですが，これらの問題に

対する慶謄義塾の取り組みを支えるソフト・インフ

ラの一つにメディア・ネットがなれればと思います。

もちろん，それはメディア ・ネットだけの役割では

ありませんが，少なくともエンジンの一つだと考え

ています。そのようになるために，利用者の皆さん

のご鞭撞とご協力を切にお願いいたします。

7 
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巻頭言

10か月をふりかえる

たなか じゅんいち

田中淳 一

（日吉メディアセンタ一所長経済学部教授）

ずぶの素人が日吉メディアセンター所長に任命

されてから間もなく 10か月になる。はじめて会

議に出たときには耳慣れない図書館学の専門用語

に戸惑ったものだが そんなきさやかな「カル

チャーショ ックjよりも 学生や研究者へのサー

ビスを充実させたいというスタッフの熱意から受

けた感銘のほうがよほど強かった。とはいえメ

ディアセンターは，図書館系であれ計算室系であ

れプロの集団である。そこに一人だけ素人が紛れ

こんだという構図は 10か月が経っても変わらな

いし，これからも変わりそうにない。

定例の打合せや会議でも，私はむしろ事情に疎

い一教員， 一利用者の立場から発言することが多

い。おのずとそういう成り行きになってしまうの

だが，最近はこれでよいのだと思うことにしてい

る。素人利用者の視点がプロの合理的思考の虚を

ついて，かえって参考になることも（たまには）あ

るのではなかろうか，と勝手に考えている。たと

えばCD-ROM版の新聞を検索に使うと，その便

利さ有り難きを痛感するがその反面キーワー ド

を明確に決められない場合には自由なリ ーフイン

グをできないのカf困る。CD-ROMでそんなこと

をやるのは狂気の沙汰だが，もし昔ながらの新聞

紙の山といくらかの熟練があれば数年分の新聞く

らいは意外なほどの短時日で調べられるものであ

る。生の「物jがただそこに存在することが最大

のサーピスである場合もあり，電子化されること

で失われる情報もあることを私は知ってもらいた

かったのである。

この例は私個人のささやかな経験にすぎない

が，キャ ンパスにはありとあらゆる分野の研究者

がいて，私には想像もつかないほどの多様な資料

利用法があるにちがいない。平成8年の「日吉メ

ディアセンター中・長期ピジョンJには研究者向

けサーピスの拡充がうたわれており，またスタ ッ

フの士気が盛んなのは頼もしい限りではあるが，

8 

折角の熱意が空回りに終わらないためには，多様

な資料利用法をきめ細かく把握することが大切だ

ろうと思う 。

ところで，この 10か月をふりかえってみると，

遅ればせながら日吉キャンパスでも教室へのパソ

コン設置が進み，教員へのパソコン配布も実現す

ることになった。学生への情報リテラ シー教育

も，カリキュラムとの調整という難しい問題を抱

えてはいるものの，まずは年ごとに軌道に乗って

きたといえる。また，キャ ンパスの情報整備が今

後も続けられることは確実であろう。

一方，将来の研究支援体制についてはまだ未知

数の部分が多い。現在，新研究室棟建設計画と並

行して「日吉研究センター（仮称）設立準備懇談

会jが発足し，キャンパスと研究者の特性を生か

した研究組織を設計している。この設計図がどの

ようなものになるにせよ，そこでメディアセン

ターが重要な役割を果たすことを期待されている

ことは間違いない。しかし研究支援にせよ教材開

発支援にせよ，メディアセンターがどのような支

援を提供できるか，また教員がどのような支援を

期待するか，お互いにいま一つ鮮明なイメ ージを

もてずにいるというのが現状であろう 。これも実

践によって効果的な協力関係をつく ってゆくほか

はないのだろうが，その意味でも研究センター設

立の機運はメディアセンタースタ ッフの熱意を実

現するための絶好の機会になるだろうと思う。
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巻頭言

メディアネット雑感

ひしだ こういち

菱田公一

（理工学メディアセ ンター副所長 理工学部システムデザイン工学科教授）

1997年10月に理工学メディアセンター副所長を命ぜ

られ就任した。同時に理工学部計算センタ一所長も兼

任する命を受けた。従って，理工学部の計算機環境の

整備と図書館業務の両方を担当することになり，大変

重大な仕事を引き受けてしまったことになる。元来，

図書館に関しては利用者として学生時代より大変お世

話になっているが，運営に関しては知らないことも多

く，就任から早 10ヶ月が経過したが，知識の不足を痛

感している。また，計算機関連の環境については，機

械工学科内のLANを立ち上げるなどの仕事をお手伝い

させていただいた経験はあるものの，メディア全体に

関しては十分に把握しきれていないのが現状である。

このような状況下，私が抱いているメディアネットに

ついての雑感を記し，新任の挨拶とさせていただく 。

私の専門は「熱流体工学，流体計測jで，機械工学

の一分野である。熱流体の理論的な解析のために大型

計算機を使うことは学生時代から行ってきたが，流体

計測にパソコンを組み入れるようになってから，計算

機システムに係わることが多 くなってきた。パソコン

に実験データをオンラインで取り込み，データを解析

する場合にはネットワークの構築が不可欠になる。 10

年ほど前に機械工学科にLANを敷設し，電子メール等

の環境を整備した事がある。現在では当たり前の環境

だが，理工学部計算センタ｝の職員の助けを借りて，

何とか運用することができた。その際わかったのは，

ネットワークを運用するために，目に見えないところ

（ユーザーがなかなか気がついてくれないところ）で，

多くの人が努力をしているということである。これは

単にソフトウエアの設定をすればよいのではなく，

日々それぞれに対応しなければならない大変な仕事で

ある。その当時から大学院生による TA(Teaching 

Assistant）諸君が献身的に仕事をしてくれたが，使用す

る人がその本当の大変さを理解してほしいものだとい

つも感じていた。これは現在の慶麿義塾大学情報スー

ノTーハイウェイの運営に関しても同様である。ネット

ワークが切断されると，ユーザーから直ぐさまお叱り

を受ける。早く何とかしろと言われる。早く復旧した

いのは管理している本人達自身なのである。もう少し

ネットワーク管理者の実状を知ってもらいたいと思う

ことが多々あるこのごろである。ネットワーク管理者

は表には現れない縁の下の力持ち的な存在である。慶

謄義塾における現在の体制は，その要求に対して決し

て十分ではない。現在，ネットワークテクノロジーセ

ンターの設立が進行中であり，塾全体での利用者の

様々な要求を満足し，より便利に利用できる環境を整

備しつつあるが，その組織，人員構成に関しても今後

関係者の多大な協力が必要不可欠であると考えている。

一方，図書館業務については，就任以来，外国雑誌

の購入について，この円安による所蔵タイトルの一部

カットを行わなくてはならなくなった。理工学部の図

書委員の先生方と協議し，アンケート調査の結果から

削減できるものを検討しているが，円高でしかも図書

予算が増加していた時代（バブル経済時代）にはタイト

ル数も増加したが，これからの予算は滅ることはあっ

ても増えることはあり得ないだろう。現在の情報通信

環境が整備されている状況下で，近未来の図書のあり

方について十分な議論が必要な時期であると感じてい

る。外貨での購入方法のあり方，塾外を含めた図書館

同士の連携など，課題は数多い。

2000年4月に，理工学部には新棟（大学院棟）が落成

する。この地下一階にメディアセンターが置かれ，約

300台のパソコン，ワークステーションを設置するス

ペースが計画されている。理工学部では独自に計算機

環境を整備し，学部・大学院教育に供してきたが，そ

の拡充が待望されてきた。新棟ではそれらの問題を解

決できると期待も大きく，本来のメディアネットの有

るべき姿が実現されるものと考えている。すなわち，

図書館等の知的著作物とネットワーク環境が融合し，

メディアとしてのサーピスが利用者に提供されること

になろう。学生が使うソフトも知的著作物であり，こ

れらを統括してサーピスを行うことが必要になると思

つ。
21世紀を間近に迎え，メディアに関する所感（思い

入れ）を述べ，新任の挨拶にさせていただいた。これら

のことを少しでも実現できればと思い，今後努力して

いく所存である。関係各位には絶大なるご理解とご協

力を承るようよろしくお願いする次第である。

9 
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巻頭言

デジタルキャンパスイヒと

メディアセンター

ち よ くらひろあき

千代倉弘明

（湘南藤沢メディアセンタ ー副所長環境情報学部教授）

湘南藤沢キャンパス，メディアセンターの副所長

を昨年度よりしております。私の最大の関心事は大

学のデジタルキャンパス化です。大学はコンピュー

ター， Internetの進歩により大きく変わろうとしてい

ます。この変化は単にスピードアップするとか便利

になるとかではなく，大学が本来期待されている教

育の質を高めるということではないかと思います。

近代の大学は社会，技術の変化にともない，変革を

続けてきました。教育の機能，効率は上がっていま

すが，ある面では失ってきているものも多くあると

思います。デジタルキャンパスはこの失ってきたも

のをとりかえす可能性を持っていると考えます。デ

ジタルキャンパス化を行う上でメディアセンターは

中心的な役割を担うことができると思います。

大学教育の現場では「多様性Jが求められていま

す。学生ひとりひとりの理解のスピード，興味の範

囲，基礎知識の量は大きく異なっています。さらに

は，この個人の特性と潜在的な才能は関連が深く，

無視できません。個人個人にあった教育こそが個人

の才能を花咲かせ，その才能は社会の財産になりま

す。それに対し，現在の教育はどうでしょう。一つ

の教室に多くの学生を集め，教師が60分， 90分，同

ーの情報を与え続ける。これはとても多様性を尊重

した教育とはいえません。多様性の教育は将来の

我々の課題です。

もう一つ，大学教育にと って重要なのは「有機性J
です。教育の中には多くの科目があります。これら

の科目の関連付けは学生の理解度を高めたり，興味

を引き出すうえで重要です。ところが，現実にはこ

の関連付けはほとんどされていないのではないで

しょうか。大学では基礎は最初の2年間で教育され，

後半の2年で応用である専門教育が行われます。し

かし，基礎を学んでいてもそれがどう役立つかわか

らなければ学生は興味をひきません。また，専門の

学生がもっと基礎の勉強を しておけばよかったと後

悔するのはよく聞く話です。私事でありますが，私

の「コンピュータグラフィックスjの授業をきいた

学生がよくこんなことを言います。「CGを勉強し

10 

て，数学がなぜ必要かよくわかった。jと。今後，科

目聞の関連をどう学生に伝えるかは非常に重要だと

考えます。

このような二つの期待，「多様性Jと「有機性jに

応えるための新しい教育環境を構築しなければいけ

ません。一番目にやるべきことは教室の改造です。

従来の教室は古典的な講義を行うよう作られていま

す。教師は今後，話をするだけではなくなります。講

義はビデオ映像， CG映像，音声などのマルチメディ

アを使った高い表現力のものとなっていくでしょう。

このことをサポートするためにも教室のAV化を進

めなければいけません。そしてこれらのマルチメ

ディア情報は Internetを介して教室以外の学生に対

しでも発信きれます。また，学生との双方向コミュ

ニケーションができるように，学生用の情報コンセ

ントも必要になります。教室は「デジタルスタジオ」

に変わっていくと思われます。

講義の内容は Internet上に教育ソフトウエアとし

て公開されるべきでしょう。この教育ソフトウエア

は講義の内容を支援し，また，講義を聞かなくても

必要なことは学べるように作られるべきです。重要

なことは科目聞のリンクでしょう。たとえば， CGを

勉強しているとき，頻繁に様々な数学があらわれま

す。このようなとき，今まではわからなくなってし

まえば，勉強を中座するしかありません。しかし，ソ

フトウエアを利用すると数学のページにとぴ，数学

の学習をし，再びCGに戻る。このとき， CGも数学

も理解度が高まっている。また，逆の利用もあると

考えられます。このような新しい教育ソフトウェア

こそがデジタルキャンパス，未来の教育環境におい

て必要です。

新しい大学はこのような教育環境の実験を積極的

に行っていくべきです。教育の質を高めるためには

どうしたらいいか。デジタルテクノロジーは大いに

役立つと考えられます。メディアセンターの役割は

今後，とても大きなものになっていくでしょう。



MediaNet No.6 (1998.10) 

特集：ユーザーサービスの展望竺里竺

座談会

メディアセンターを利用して

メディアセンターは情報環境を資源と して，義塾の教育研究を支援する役割を担っている。教員と ともに

利用の中核をなす学生は，メディアセンターをどのように捉えているのだろうか。本年6月30日， 三旧メ

ディアセンターに三田キャンパス，日吉キャンパス， 湘南藤沢キャンパス（SFC）から5名の学生を招いて座

談会I）を開催し，図書館機能に関わる部分を中心に，日頃利用して思うことを語ってもらった。職員からも

5名が参加し，学生からの意見や質問への応答，センターの現況についての補足説明を行った。

大学院経済学研究科博士 l年

大学院文学研究科西洋史専攻修士2年

法学部法律学科4年

総合政策学部4年

理工学部システムデザイン工学科2年

二回メディアセンター係主任

メディアネット本部

日吉メディアセンター係主任

湘南藤沢メディアセンター係主任

理工学メディアセンター課長代理

図書館を知る
酒井 皆さんには朝早くからお集まりいただきあり

がとうございます。この会の司会を務めます編集長

の酒井です。『MediaNetJ6号では「利用者の声を聞

くjという主旨の特集を組むことになりました。本

日はメディアセンターを利用して思うことを遠慮な

くお話しください。さて さっそく本題に入りたい

と思いますが， 4月になると各センターでは新しく

来た利用者のために説明会やツアーと称していろい

ろな催しをやっています。地区によって特色があり

ますが，大まかに分ければ図書館の使い方，文献の

探し方， OPAC21やデータベース検索端末の使い方，

になろうかと思います。そのような企両が果たして

利用者にどれだけの効果を及ぼしているのかという

のは非常に興味のあるところです。 もちろんアン

ケー ト調査等で反応は得られるのですが，今日は実

際思っていることを話してほしいと思います。では

＜出席者＞

こ
子

み

川
浩
こ
子

と

ご
五
三
敦
ょ
子

仲
川
い
れし
麻
ひ

か
大

ぁ

村

康

せ
谷
州
川
悦
端
が
賀
れ
藤
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は
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日
甲
か
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叫
藤

細川達己
主的 l..t，かずUこ

木下和彦
松本和子
5かいあき必

酒井明夫（司会）

まず三田からいきましょうか？長谷川さんは博士と

いうことで利用の仕方に精通していると思うのです

が。

長谷川 経済学研究科博士 l年の長谷川です。今年

4月から三回でCD-ROMのアシスタントをやってい

ます。古い時代の日本の経済が専攻で，明治とか大

正時代の本を良く使います。なので利用については

新館より，旧館に行く方が多いです。

酒井 ツアーとか何か参加 した経験はありますか？

長谷川 修士2年になった時に申し込みま した。普

通のツアーではなくて自分の専門分野の文献を調べ

るツアーです。CD-ROMの“Econlit”nですとか，そ

れでカバーされない部分はどう探すかとか， 古い経

済学の雑誌の取り寄せとか，ピンポイント式に全部

教えてもらえたのでとてもありがたかったですね。

酒井 それはいわゆる三田の 「ステ ップア ップツ

11 
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した。それまでツアーの

存在自体を知りませんで

したが，本当に役に立ち

ました。私のゼミでは先

生が毎年，学部生と院生

のために 4月の初めにゼ

ミの一時間を使ってやる

んです。先生自らから

やってくださるからいい

んですけれども，ゼミに

よっては知らないで過ご

してしまう学生もいっぱ

いいると思います。

酒井田端さんも三田です

が，何か参加されたこと

はありますか？

6月30日， 三回メディアセンターセミナー室にて

田端法学部法律学科4年

の田端と申します。私は

ないんですけれども…。

アー」というものですか？

藤井 三田メディアセンターの藤井です。それは今

年から名称を変更して「文献探索ツアーjと言って

います。日吉から三田に来る時に専門課程に分かれ

ますので，ゼミごとに主題別に行っています。今年

からゼミに入っていない学生のためにも，自由参加

型の「文献探索ツアーJとして，週に l回の割合で

行いました。

長谷川 CD-ROMのア シスタン トをしていると，

OPA Cの使い方を教えてほしいと言われます。

OPACだけの講習会があればいいのにと思うのです

が。

藤井 三田では確かにOPACだけの講習会はないん

です。検討はしましたが，学生には文献探索の流れ

を教える中でOPACを説明した方がよいということ

になり，自由参加型のツアーを今年から始めたので

す。でもそのような意見があるとすれば，また検討

したいと思います。

酒井同 じく 三田にいる滝川さんは，かつてそうい

う図書館主催のツアーに参加されたことはあります

か？

滝川文学研究科西洋史専攻の滝川と申します。学

部4年の時に，所属するゼミで“FirstSearch”4）講習

会と，史学なので“HistoricalAbstracts" -1＞のCD-ROM

を中心に使い方を教わりました。

酒井効果ありましたか？

滝川はい。眼から鱗が落ちるような感動を覚えま

12 

これはぜミにもよると思うのですが，ものすごく調

べなくてはならないゼミとそうでないぜミとがある

と思うんです。そうでないぞミにいる人たちが，卒

論を書くために図書館に行こうとなった時，やっぱ

り大変だと思うんです。ふだん，法律学科は問題を

解くことが多いので，適当に書架から本を探してく

ると解決がつくんですが，卒論となるとそうもいか

ない。そういう時にOPACくらい使えないときびし

いなと感じます。さっき滝川さんのお話しにありま

したように，ゼミの最初の授業で，半強制的に使い

方を教えたほうがいいような気がします。先生の中

でもご自分で資料を探す方と院生に頼まれる方とが

いらっしゃいますから。先生が全員， OPACの使い

方を知っていらっしゃるとは断言できないように思

います。

酒井 三田ではゼミ単位に何かお知らせはしている

んですか？

藤井ゼミ単位ごとにはしていないんです。『メディ

アセンターニュースjやポスター，ちらし，ホーム

ページ等で広報しています。先生の中でもこのよう

なツアーをご存知の先生左，そうでない先生がい

らっしゃるとは思うのですが。

田端ゼミナール委員会とかで広報すれば代表が出

て来てますから，じゃあ自分たちのところでも申し

込もうかという感じになるかもしれないですね。

藤井そうですね。カウンターにも先生ではなくゼ

ミの代表の方が申し込みに来る例もありますのでそ



こに働きかけるのはいいですね。

OPAC談義

酒井 きて，日吉の加藤君，日吉メディアセンター

では昨年度，初めて理工学部の必修科目「理工学概

論Jとのタイアップが実現して「情報リテラシー講

義」というのを実施したわけですが，それを受けた

んですよね。その辺の感想をお願いします。

加藤 システムデザイン工学科2年の加藤です。受

ける前に，春学期の実験で“ウェープレット変換”と

いうわけのわからないものを探してこいと言われて，

すぐに OPACを使わなくてはいけない状態でした。

「リテラシー講義jは6月の終わり頃だ‘ったので，そ

の時点でOPACの基本的なことは知ってましたから

あまり講義を聞いていませんでした（笑）。「リテラ

シー講義jは秋学期のクラスもあって，最後は 12月

とか 1月とかになりますが，それ以前に実験をこな

すためにOPACを使うと思いますのでもっと早めの

方がいいと思います。

木下日吉メディアセンターの木下です。少し補足

すると理工学概論というのは理工学部の学部生全員

が対象で，外部からさまざまな研究者を呼んできて

講演をしてもらい，理工学に興味を持ってもらおう

という授業なんです。その中にメディアセンターの

使い方を入れてもらおうと申し入れをしたところ

オーケーがとれた。学生数が多いのでω～ 90人の

グループになってもらい，合計で 16回行いました。

春学期はOPACを中心にやったのですが，アンケー

トでは，まさに加藤君が言ったように「OPACをこ

んなに説明されてもしょうがないjという意見が

あったので，秋学期は内容を変えて，OPACはわかっ

ていることを前提に，文献の探し方やレポートの書

き方という組み立てにしました。こちらも試行錯誤

でやっているので今年度も内容は変ってきているん

です。

酒井それでは次に湘南藤沢のほうに移りたいと思

うのですが，甲賀君はメディアセンターで最初に使

い方のよ うなものを習いました？

甲 賀 総合政策学部4年の甲賀大吾と申 します。メ

ディアセンターとの関係は少しありまして， SFCで

AVコンサルタントという団体があり，昨年度その

代表をしていました。講習はやってたようですが自

分は参加しませんでした。“FirstSearch”の講習会は

去年くらいからアナウンスを積極的にやっているな，

という感じを受けています。ただ，学生が使い勝手

をわかっていないというのが個人的な印象なんです

けど。あと，ちょっとお尋ねしたいのですが， OPAC

を使えない学生

というのはいる

のですか？（笑）

木下結構いま

すよ。その辺は

ギャップが非常

にあって，「リ

テラシー講義」

でもOPACなん

てもうわかって

いるという学

生，逆に受けて

よかったという

学生がいて，そ

うするとどこを

ターゲットにす

るかというのが

問題になる…．。
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「『リテラシー講義jでも OPACなん

ても うわかっているという学生，逆

に受けてよかったという学生がいて，

そうするとどこをターゲットにする

かというのが問題になるJ（木下）

加藤君は日吉で OPAC相談員をやってくれてるけ

ど，結構聞かれるよね。

加藤時期によりますね。4月と 5月，あとやっぱり

テスト前やレポートの多い時期だと初心者が多いで

す。目録の利用法のパンフレットを見ながら，OPAC

と奮闘している人をよくその時期に見かけます。

滝川私はたまに他の大学にも資料を閲覧しに行った

りするんですけど，慶躍のOPACの使い方はわかっ

ているんですが，私のように機械音痴な人だと機種

が変わるだけで使えなくなっちゃうんですね。そう

いう人は結構いると思います。

細川メ ディアネット本部で全塾ネットワークを担

当している細川です。OPACのインターフェースが

変わるんですよ。今後はもっとみんなに馴染みゃす

いようになるでしょう。Webになるんです。

松本湘南藤沢メディアセンターの松本です。キャ

ンパス創設からずっと関わってきましたが，以前は

三田にもいました。藤沢では創設からカード目録は

なくて， OPACです。情報処理でコンピュータは全

員必修ですが， UNIXのマシンとパソコンのキー

ボードの違い，これはやっぱり大きいんですよ。操

作性というのはマシンが変わると藤沢の学生であっ

ても変換のしかたが違うとか，いろいろ苦情は聞き

ます。でも，藤沢の学生のいいところはグループ

ワークがあるせいか，自分で試行錯誤しながら，ノ

ウハウをみんなで共有しようと教えあっています。

長谷川 三田の場合は，年齢層がいろいろですよね。

世代的にコンピュータの得意な世代もあれば不得意

13 
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な世代もある。私は，大学がある特定の年齢層だけ

に使いやすくあるべきとは思っていません。コン

ピュータが苦手で、あっても文献が探せるような図書

館というのも大切だと思います。限られた人だけが

OPACを使えるのではなく，ある程度自力で検索で

きるような状態が整っているのが理想かなと思いま

す。

松本藤沢もOPACのガイ ダンスをやるんですけど，

全然参加者いないんですよ。“FirstSearch”や

“DIALOG”6）は来るんですけど， OPACはいないん

です。

酒井それは，どうして？

松本藤沢は授業をタイトに入れていますので，わ

ざわざOPACのために時間を空けては来ないのか

な。レフアレンスカウンターの前に端末があるので，

そこで迷ってくれればいいんですけど。今年初めて，

総合政策学部の一年生の必修の授業に， lコマも

らってOPACの使い方をいれてもらいました。やは

り半強制にしない限り，あるいは必要に迫られない

とOPACを使わない。その時に因ってヘルプが必要。

確かにインターフェースが使いやすいものになって，

世界共通にひけるようになるといいですよね。

甲賀藤沢の学生はそういう意味では非常に必要に

迫られていて，レポートがちょくちょく出るので本

が必要になるんですけど，蔵書数がかなり少ない。

図書館じゃないので， SFCのメディアセンターは

（笑）。

松本そこまで言う？つらいものがあるなあ。

甲賀 しっかりしたレポートを書くときは三回に行

くような覚悟で本を探きなくてはいけないので，ど

うしても OPACが必要なんですね。だから講習をや

るまでもなく誰でも使うし，キーボードの違いとか

「コンピュータが苦手であっても文

献が探せるような図書館というのも

大切だと思いますJ（長谷川）

14 

でとまどうこ

ともあります

けど慣れれば

問題ない。

木下 日吉では

本が適当に

揃っていて，

学生がレポー

トに使うよう

な本は割りと

あるんです。

だからもちろ

んOPACをみ

んな使ってい

るし，そのように

図書館でも指導し

ています。その一

方で， OPACで探

せなくても棚に

行って適当なもの

を使ってるという

ようなこともある

（笑）。こちらとして

は， I, 2年生でわ

かっていれば， 3,4 

年生で他のキャン

パスに行 っても

OPACは共通なわ

けだから，あとあ

と効いてくるので

とにかく習得して

ほしい，というス

タンスですね。

「藤沢の学生はそういう意味で

は非常に必要に迫られていて，

レポートがちょくちょく出るの

で本が必要になるんですけど，

蔵書数がかなり少ないJ（甲賀）

長谷川日吉の場合は，みんなぎりぎりまでやらな

いけれど（笑）。逆に三田に来るともっと時間をかけ

て勉強したりとか，グループでレジュメを書いたり

する。そうなると三田と日吉では規模が違うので

OPACでひっかかるのかな。日吉ではこと足りても

三田に来てやっぱり OPACが必要ってことになる。

藤井図書館のツアーをやっていても，だいたい三

田は 3年生対象なんですね。文学部は 2年生対象で

すけど。「OPACは使えますかりと聞いて，「使えま

す。jと答える学生も実は細かい操作まではやったこ

とがない，というケースが非常に多いんですね。そ

ういう学生はやはり三田のほうでもフォローしなけ

ればと感じます。

田端たぶん三田に移ってから毎週ちゃんと図書館

に行って調べなくてはならないという状況になるん

じゃないですか。日吉で覚えている人はいいのです

が，でも三田に行ったらもっと知らないと，という

気がしますね。

酒井整理すると，まずは利用者に早い時期にOPAC

の使い方を習得してもらうこと，利用者が必要に迫

られた時にこちらがサポートできる体制を整えてい

ること，もう 一つはOPACのインターフェースが使

い勝手のいいものであること，になりますが細川さ

ん何か。

細川次期OPACの要求仕様はわかっているのです

が，実際の画面は見ていません。少なくとも今より

は使いやすくなると期待していますが。あと場所を
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選ばなくなりますよね。図書館に来なくても，計算

室から，研究室から，自分の端末のある人は自分の

机からひけるようになるのでその点ではずいぶんよ

くなるでしょう 。

長笹川 今でもインターネットで慶躍の OPACにつ

ながりますよね。

細川 Webのように一般的なものではありませんが，

一応は。

長香川 私はやったことがないんですが，他の大学

の講師をしてる先輩が自分の家からやっています。

慶謄にあるのか他の図書館に行かなくてはいけない

のかというのを，外部からアクセスして調べられる

ので時間的にも体力的にも助かるとほめていました。

滝川 私はよくやりますよ。本当に便利さを痛感し

ています。学校に5千円払えばアカウントがもらえ

ますので，家でも OPACができますし，私は主に

“日rstSearch”がやりたくて入ったのですが，家でも

使いたい時にすぐ利用できて本当に便利です。

CD-ROMもイ吏おう
酒井 さて，ここまではセンターが主に年度の始め

にやっている利用説明会やツアーについて意見を

伺ってきたのですが，逆にこんなふうなガイダンス

をしてくれたらよかったのにというのがありました

らどうぞ。

加藤 円吉でOPACのほかにCD-ROMのアシスタン

トをやっていますが誰も使わないです。もっと知っ

てほしいという気がするんですよ。この間，授業で

“へその緒”について調べるという課題がありました

が，図書館に行っても調べ方がわからないと言う人

もいました。新聞記事のCD-ROMを使えばすぐわか

るのになあ，と思ってました。CD-ROMで何が探せ

るのかをもっと教えたほうがいし、と思います。

藤井 日育は何台CD-ROM端末があるんですか？

木下 パソコンとしては 9台あります。データベー

スもそれなりに揃えているんですよ。使う学生は使

うんです。リピーターが多いっていうか（笑）。その

一方で知らない学生も多い。「情報 1）テラシー講義J
で，こういうものも調べられるよと教えてはいるの

ですが。そもそも話をしていて， l年生だとデータ

ベースって何？ってこともありますし。僕らは仕事

でデータベースを知っていますが，そういう言葉ー

っとってもわかりにくいというのはあると思います。

酒井 日吉で使われる CD-ROMというのは，何が一

番多いのですか？

木下新聞記事が断然、多いです。

酒井 「雑誌記事索引」はどうですか？

木下使われますけど，新聞に比べると落ちますね。

レポートなどで調べようとしているものには最近の

トピックが多いし，求めているものが論文よりも事

実のことが多いんで、すよ。相談受けても，新聞引い

て何か出てきちゃうとそれで満足して帰ってしまう

し，トピックがなかなか雑誌記事では見つからない

ということもあるし。

酒井藤沢では CD-ROMはどうですか？

松本使われています。ただ，藤沢にいてCD-ROM

じゃだめだなと思うのは，メディアセンターまで足

を運ばなくてはいけない点です。今はネットワーク

上で使えるデータベースに力を入れています。例え

ば，“FirstSearch”もそうですが，“DIALOG”，「日経

ニュース ・テレコンJ7)，朝日の新聞記事，「日経

NEEDSJ 81の統計データとか。藤沢でも授業との連

携で新聞の利用はすごく多いです。レポートはカレ

ントトピックが多いし，その他データ分析という授

業があって，自分でデータを収集して解析をする。

データをどこから取るかというと，数値情報はまだ

ネットワーク上に載せられないものも多いのでCD-

ROMに利用が集中します。かなり学部の特色が出て

ると思いますね。

甲賀 自分が I,2年生の頃は，新聞を CD-ROMで

検索して，それをプリントアウトしでものすごい束

になって，それをまた見て打ち込むというのが非常

に煩わしいなという感じでしたね。それならその文

章をそのまま

UNIXの中で開い

て必要な部分だけ

をカットアンド

ペーストしたいな

とずっと思ってい

ました。
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も
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、議費V：、
，，岩石ゐ長

ングコレクションに徹底してい
いのが著作権とい

て，みんなが欲しがるものはネッ

う気がします。デ トワークに載せて利用してもらい

ジタルだから編集 たいという感じですねJ（松本）
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「レファレ ンスにある CD-

ROMは二次資料として検索

用に使い，次に一次資料であ

る原文にあたる人が圧倒的に

多いですJ（藤井）

も楽だし，複製も簡

単だし，でも守るべ

きものは守らなくて

はならない。と ころ

で，さっき甲賀君が

図書館じゃないって

言ったのはすごく

ショックなんですけ

ど， 三田の書架を見

ると，やっぱり図書

館のイメージがわく

？ 

甲賀 三回は，図書

館ですよ（笑）。

松本藤沢はどちら

かというとワーキン

グコレクションに徹

底していて，みんな

が欲しがるものは

ネットワークに載せて利用してもらいたいという感

じですね。

藤井 三田ではCD-ROMはとても使われています。

ここには資料が山ほどありますので，みんな図書館

には必ず来るんです。レファレンスにあるCD-ROM

は二次資料として検索用に使い，次に一次資料であ

る原文にあたる人が圧倒的に多いです。現時点では，

まだそこら辺が藤沢とは違うんだなあと思います。

長谷川 一番使われているのは，「雑誌記事索引」で

す。アシスタントをしてると本文は出ないんです

かつてよく聞かれます。“Econlit”のようにAbstracts

まで出るものもありますが，それでも「雑誌記事索

ヲIJの利用が多いのは， 3,4階の雑誌フロアに行けば

その雑誌があって本文が見られるというのが頭にあ

るからだと思います。あと多いのは法律関係のCD-

ROMですね。

田端 過去の判例を調べる時はCD-ROMは便利です

よね。

長谷川 経済学部では教授の研究室からネットワー

クで f国民経済雑誌jのデータ，“OED”（OxfordEn-

glish Dictionary）などにアクセスできますが，私の指

導教授はそれ以外に f国民経済計算年報jのCD-

ROMも使っています。自分のエクセルにダウンロー

ドしてグラフを作ったり解析したりしていますが，

三田でもそういう使われ方が多くなるのかなと思い

ます。

16 

サービスの展開
酒井ではまたテーマを移しまして，図書館もいろ

いろとサービスを展開しているのですが，代表的な

ものにレファレンスというのがあります。また，す

でに話の出ましたデータベース検索サーピスや，自

分のところにない資料をよそから取り寄せる InterLi-

brary lρan，通称ILL，などもやっています。利用者

から要望があった時に，図書館にはいろいろとお手

伝いをする手だてがあるわけですが，それらについ

て皆さんにまた意見を伺いたいと思います。加藤君

は，初めて日吉の図書館に来てこういうサーピスも

しているんだとか感じたことありますか？

加藤 OPACで探した資料が日吉になくて，矢上の

理工学部にあってそれを取りに行ったことが一番最

初ですね。

酒井それについて，どういう探し方をしたらいい

のか聞きま した？

加藤それ以前に誰かにOPACの使い方を聞いたん

だと思います。それで，日吉になくても OPACでど

こにあるかがわかって矢上に行ったんです。

酒井それぞれの図書館にそれぞれの目録しかなく

て，という時代からみると，今はOPACで他地区の

所蔵までわかりますから大きな違いですよね。甲賀

君はどうですか？最初から藤沢ですけれど，初めて

キャンパスに来て，問書館，いやメディアセンター

（笑）っていいなと思ったことはありましたか？

甲賀サービスですか？残念ながら…（笑）。ワーク

ステーションカfたくさんあってオッすごいなという

のが第一印象で，その次に，本ないなあ（笑）とい

う感じでした。図書館と呼ぶ人は誰もいないです。

メディアとしか呼

びませんね。図書

館というのは三田

とか日吉をさすの

で，そこら辺の違

いにちょっと困っ

たかな。ただ，どん

どん改善されてい

るのが目に見える

ので，僕としては

好感が持てます。

松本 ありがとうご

ざいます（笑）。前

は図書のILLが学

部生にできなかっ

たんですよ。三田

「OPACで探した資料が日吉にな

くて，矢上の理工学部にあって

それを取りに行ったことが一番

最初ですねJ（加藤）



の資料が借りたくても三田に行ってくださいとしか

言えなかった。ここ一年くらいでできるようになり，

コピーも 10円になって。最近はILLを使う人が非常

に増えています。でも最初は悲惨でしたね。

滝川私， 実は学部は藤沢だ、ったんです。学士入学

して三田に来たんですが，藤沢は本当に本がありま

せんでした（笑）。

酒井 どちらの学部だ‘ったんですか？

滝川総合政策です。すごく実感するんですが，み

ずからモチベーションを持って勉強すれば，例えば

OPACの使い方とか，“FirstSearch”の使い方とか，取

り寄せの仕方とかを必要になってちゃんと覚えるん

ですよね。それもありますし，最初にも言いました

が，説明会などの存在を知らなかったんですよね。

広報にすごく力を入れていただくとか，「資料検索

法jという授業がありましたよね。そういうのを全

学生のカリキュラムに入れてもいいんではないで

しょうか？

長谷川女子高の時に図書館・情報学科の先生が，本

の探し方という特別講座をやってくれたので受けま

した。その時初めて書誌が何かを知りましたし，書

誌の書誌というのも知って，本の世界ってこうなの

かと思った。そういった意味で大学のカリキュラム

の中に図書館の使い方，文献の探し方があって然る

べきだと思います。

醸井 一般教養の中には，「研究情報処理jという授

業があって，図書館・情報学科の先生と三田メディ

アセンターの職員とが協力してやっています。セン

ター側は， 三田の概要とサービス紹介，図書・雑誌

論文・新聞記事の探し方，“FirstSearch”の使い方，レ

ファレンスブックの使い方などを担当しています。

滝川もうひとつ，私がいた時に気になったのは，本

がないせいかうるさかったです。l階はあれでいい

と思うのですが， 2階以上は本がある場所で，勉強

できる場所なんです。でも誰も注意しない。あれは

ちょっと問題ではないかと。

長谷川私も ILLができなかったころ藤沢に初めて

行きました。入り方からわからなくて（笑）。請求記

号調べて歩いていたら書架なくなっちゃった。ほん

とに， ILLがないと藤沢の人，たいへんだろうと思

います。

滝川藤沢の人が三田に行くのは大変だったと思い

ます。私は家が近かったからたいして苦ではなかっ

たんですが。レポートを書けとか，卒論を書けとか

いうことになるとやはりそれなりの本は読まないと。

私は結構三田に

通いましたけど，

そうじゃない場

合も藤沢の近く

の大きめの図書

館に行ったりと

か，そこで済ます

とか。

酒井 藤沢のメ

ディアセンタ ー

が藤沢市民図書

館と連携してい

るのは，そういう

理由もあるんで

すか？

松本キャ ンパス

を作る時に地域

との交流を深め
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「私は結構三回に通いましたけど，

そうじゃない場合も藤沢の近くの

大きめの図書館に行ったりとか，

そこで済ますとかJ（滝川｜）

るということで，その一つに市民図書館との協力が

あるんです。今，市民図書館が22万冊で，うちが18

万冊です。湘南の名士の文庫が寄贈されていたりす

るので，日本語の教養書レベルのものはうちより

持っていたりする。そういう意味ではセンターとし

ての方向性を出して， ILLに頼っていくしかない。そ

こで問題なのは，アカデミアの世界を藤沢の学生は

知らない。

甲賀それほんとあります。大学のイメ ージ‘つであ

りますよね。三田に来るとアカデミ ックな雰囲気が

漂っているというか，それは本の多さに比例してる

と思います。藤沢の学生は本がないせいか，グルー

プワークが多いというせいか，団結してイベン ト的

に何かをやっていくというのがあって，楽しいこと

は楽しいんですが，アカデミックな感じはしなし、。

松本キャ ンパスも隔離されてるしね。先ほどうる

さいという意見がありましたが，こちらから静かに

しろ，という文化ではないんですよ。皆がグループ

ワークでやっているし，私たちが管理して静かにさ

せるという性質の場所ではない気がする。一応， 3階

北側を静かにする場所，「静かエリアjって呼んでる

んですけど（笑）。そこは重点的に注意をしましよう

ということで今年からやってるんですが。

長奇川別の問題として，前は地下4,5階は手続き

しないと入れなかったんですが，今はオープンなの

でテストやレポート前になると学部生がコピーを取

りに来て空かないんで、す。こっちは重たい製本雑誌

を持ったまま，上の階でコピー機を探すので大変。

17 
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三田も開放されたのはいいんで、すけど，使いにくい

なあと思うこともあるんですよ。大学院生には教職

員専用のコピー機も貸してもらえると助かります。

一時的なものなので，その時期研究者が我慢すれば

いいんですが，たまたま発表がその時期に当たって

しまった場合もありますから。

藤井以前は，地下4,5階のコピー機は教職員専用

しかなかったんです。学部生を含め，利用者がどこ

でも 10円でコピーしてもらえるようにコピー機を設

置したと思うのですが，かえって先生や院生に使い

づらい状況を作る時もあるんですよね。課題ですね。

酒井他にこういうサービスがあったらいいのにと

か，あるいは今やっているサービスでももっとこう

したらいいのにとか思うものありますか？

長谷川私は古い資料を使うのですが，わざわざレ

ファレンスに聞かないと存在すらわからない蔵書が

あったんです。それが最近整理されたのか，探せる

ようになった。昨年，修士論文を書く時にその中で

どうしても読みたい本があって，聞いてみたら学生

には貸せませんという返事だ、ったんです。教職員な

ら貸せるということだったので，知り合いの方に頼

んで見せてもらいました。今は知りませんが，せっ

かく慶麿の図書館にあって，研究のためなら学生で

も使えればすごく楽だ、ったと思います。

藤井そう でしたか。でも，そういう要望とか意見

は大事なことなので， 言ってください。こちらが気

がつかないこともあると思うし。ただし，貴重な資

料でお貸しできないものはありますので，それはご

理解いただきたいと思います。

酒井他に何かありますか？

甲賀 ILLで取り寄せた本は藤沢で返せますが， 他

地区で自分が直接借りた本の返却は，そこへまた

持っていかなきゃだめなんですよね。

松本藤沢に行って借りた本は，藤沢に返しに行か

なくてはいけないですよね。「どこでも返却jはでき

ないです。

甲賀 「どこでも返却jをしてほしいです。三田で

借りた本，日吉で借りた本をそれぞれ返しに行く場

合，非常にロスがある。間違って持っていったりし

て，「あっこれ三田のですね。Jとか言われて。何と

かお願いしたいです。

松本今それは， システムの機能的な制約があるん

です。次期システムでは実現するかもしれない。藤

沢にいるとそう思うよね。

甲賀 OPACとかが完全にUNIXと一緒になったら，
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リクエストとか出せるんですか？つまり ILLでこれ

借りてくださいとかもメールでできるんですかね。

そうしたら足を運ぱなくて済むので，そこら辺もな

るべく早めにやっていただきたいなと思います。AV

コンサルタントはスタジオとか完全にメールで予約

受け付けしてます。

藤井 三田でも， ILLをメールで受け付ける話はあ

がるんですけど，いろんな利用者がいますので現状

では難しいところです。申し込みには不備や書きも

れもた くさんあります。そばでやりとりすればすぐ

解決するものも，メールだとまた相手に差し戻して

というや りとりが生じる。むしろオンライン上にき

ちんとした書式を作って，不備がある場合は受け付

けないというのであれば可能な話だと思います。

長奇川 CD-ROMのアシスタントをしていると感じ

るんですが，朝日の新聞記事や“FirstSearch”，

“NACSIS-WebCAT”切につながるインターネット端

末が少ないですよね。予約できないんで、すかつてよ

く聞かれるんですが，増えませんか？

藤井利用者用端末は 10月以降ですが増える予定で

す。目録ホールにあるカード目録が冊子体目録にな

るので，ボックスが撤去され，その場所に端末が入

ります。そこで展開されていきますので，もうしば

らくの辛抱です。

長笹川 3階はイ ンターネット端末の利用者が特に多

いのでぜひ増やして欲しいですね。特に新聞記事は

全文が出ますので。

藤井 一人の利用時聞が長いんですよね。

長谷川 「雑誌記事索引jは，回転が速いんですが。

滝川私は専攻上，

ILLで海外から文

献を取り寄せるこ

とが多いんです。

その際に自分でで

きるところまで探

すのですが，あと

はレフ ァレンスの

方にお願いしてい

るんです。“First

Search，，を知って

からは，自分の探

しているものはほ

とんど見つかる

し，レファレンス

の方にお願いすれ

ばそれはそれで必

「みんな三田に来てから勉強し

始めるので，そこで概説書が

少ないとなくなっちゃうんで

すJ（田端）
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ず探してくれる（笑）ので，学費を納めているので いう人がほとんどで，

あれば，ほんとに利用しないともったいないと痛感 専門書を使うのはやっ

しています。ILLは海外の面においても非常に重要 ぱり院生や先生方が多

です。ですから，サーピスについては，私は満足し

ています。

酒井 ありがとうございます。加藤君何かあります

か？

加藤いやあ，日吉では誰もそういうの使おうとし

ないから（笑）。“DNA”聞はあるんですけど。この

間，新聞CD-ROMが混んでいて，“DNA”が空いて

いたので，「計算室のアカウントありますかけって

聞いたら，「何ですかそれりと聞かれてしまったの

で返す言葉もなくて。そういうのをどこら辺で知っ

ていくのかな？

松本 塾生全員アカウントをとるというのは？

細川 近いうちにそうなります。

加藤 日吉は限られた人しかレファレンスを使わな

いし，教職員がほとんどです。

木下あそこにいるとわかるよね，先生が入れ替わ

り立ち替わり質問をしにいらっしゃる。

蔵書の話
酒井 田端さんは何か？

いので，バランスです

よね。概説書ばかりお

いても資格試験の人の

ためだけになってしま

うのでバランス悪いで

すし。

酒井 加藤君，日吉にあ

る理工関係の文献はど

うですか？

「近いうちにそう（塾生全

員アカウントに）なりま

すJ（細川）

加藤 ちょっと専門的なもので、あれば理工学部に行っ

たほうがいいです。IO分くらいですから ILLじゃな

くて取りに行きます。日吉の段階ではむしろ実験に

使える本があれば十分です。

長谷川除籍本って OPACに出ますが，不安なんで

すけど。自分の使っている本が突然使われないから

除籍されてしまうことはないですか？

藤井 一度受け入れた本が使われないから除籍して

いるのではなく，毎年行われる蔵書点検などで， 3年

たっても行方不明のものなどが除籍されます。

長谷川多分，東洋のなかでも慶謄は抜きんでた情

田端 相互貸借の話が出たんですが，まだ学部生な 報量を持っと思うんですが，みんなそういう意識が

ので院生の方ほどどうしてもこれがいるというのは ない。必要に迫られたりすると，ああすごくいい図

ないんですよ。三田にくれば必ず本が揃うという感 書館だなと思います。情報がわかればみんな使って

じがあるんですが，でも l冊づつしかないので， くれると思うんです。

ちょっと間違えるといつになってもその本がないと 私の要望
いう状況もある。できればよく使われる本は何冊か

づっ三田において欲しいなと思います。

藤井 書庫の問題もあり，なるべく重複しないよう

に購入することも考えなくてはいけないんです。

田端 友達は三田に本がないと言って日吉に借りに

行くこともあって。

藤井 概説書ですね。

田端 そうです。学部生はあまり専門書を使わない

し，判例もまだ使わないし。みんな三田に来てから

勉強し始めるので，そこで概説書が少ないとなく

なっちゃうんです。日吉は誰も使つてないから行こ

うっていうことになるんですね。

藤井 概説書をもっと増やしてほしいと。専門書ば

かりに集中しすぎてるんですかね？それぞれの過程

に応じた蔵書構成になってはいるんですが。

田端 法律学科は特に偏りがあります。資格試験の

ためだから，別に専門書なんて読まなくてもいいと

酒井 そろそろ時間も迫ってきましたのでまとめた

いと思います。今まで利用者教育や，サービス，あ

るいは蔵書について伺ってきましたが，最後にその

他に要望なりご意見があれば。

田端 三田の地下にいると友達が空気が悪いと言う

んです。あとは，たまに寒いときありますよね。そ

れと椅子が壊れていて座ったら恥をかくかもしれな

いという時があります（笑）。

藤井 空調の問題ですね。椅子のような場合は危な

いので，すぐに近くのカウンターに言ってください。

長笹川 ここの3階， 4階の資料配置が変わるそうで

すが，利用者の側からすればいい面も増えると思い

ます。ただ， 3階はうるさいですよね。キャレルは

少ないんですが， 4階は研究するのにすごくいい環

境なんで，学部生が来てうるさくなるのが心配です。

静かさを保ちつつというのはできないですかね。
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藤井 夏休み明けには， 3階が和雑誌， 4階が洋雑誌

になります。今までは主題ごとで， 4階が経商法， 3

階は文。学部生も洋雑誌や統計を使うと思いますが，

多少4階の利用人数が減るのではないかと思います。

様子を見ょうと思いますが，やはり不安になる研究

者の方が多いようで（笑），しばらくは4階カウンター

での学部生のチェックを従来通り続けます。逆に3

階では先生方のために，今までの事務スペースに

キャレルを新たに確保します。

甲賀 3つ要望がありまして， 一つはSFCの学生は

三田メディアセンターをあまりわかっていなし、。広

報をも っとしてほしいなということと，あと SFCの

は聞いておき

たいとか，自

分の仕事上の

ことでも構い

ません。

藤井先ほどの

甲賀さんの要

望に 三 間メ

ディアセン

ターの広報と

いうのがあり

ましたカf

メディアセンターへなんですが，ひとつひとつの机 ホームページ
「長時間にわたり，貴重なご意見をい

ろいろとありがとうございました。

今後のサーピスに反映させたいと思

いますJ（酒井）

に全部LANを通してほしい。椅子一つにLAN一つ は新しい情報

とか。ラップ トップからログインできる環境にして をアップデー

ほしい。特にグループ学習室はただのミーテイング 卜しているの

ルームなのでこれはちょっとと思います。 でそこから情

細川 WaveLAN11lは使えないんですか？ 報を得ること

甲賀 WaveLANはあまり。でも貸し出しができるよ

うになったので下の学年ではだいぶ使ていると思い

ます。僕たちはまだ機種的な問題があって，ラップ

トップの需要が低いままだったんです。もう 一つ，

自分が今やっている AVコンサルタントに関連する

ことです。SFCには映像関連の機材がどんどん入っ

てきてますが，センターの職員で詳しい方の数が限

られているんです。コンサルタントという発想はい

いと思うんですが，学生も追いつけないようなペー

スになってきてますので，センターにも機材に詳し

い方が増えるとも っと有効利用できるかなと。せっ

かくいい機材が入っているんですから。その辺りの

体制をも っと整えていただきたいと思います。

滝川延滞金払ったり， 取り寄せの料金払ったりす

る時，いつも IO円がないとか，細かいお金がないで

すよね。メインカウンターにしてもレファレンスカ

ウンターにしても。あれは意図的に用意していない

んですか？（笑）延滞するほうが悪いんですけど，お

金のやりとりはあると思うので，用意していただく

と便利かなといつも思います。

藤 井お金を各カウンターにたくさん置けないんで

すよ。レファレンスは，利用者と一緒に資料を探し

たりして一瞬カウンターにいなくなる時もあるので

危険なんです。朝早いと，おつりがない時多いです

ね。両替機がそばにあればいいのですが。

スタッフから
酒井あとはスタ ッフのほうから何かあれば。これ
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ができると思います。ぜひ，見ていただきたいと思

います。

酒井 三田の書架がバーチャルで見れるといいです

ね（笑）。

木下日吉でも利用案内やホームページを作ってま

すが，データベースの利用など，必要になった時は

何となくカウンターに来て知る，使ってみて納得す

る，ということが多いと思うんです。手紙で送って

も読まないと思うし。「情報リテラシー講義jを理工

学部だけでなく商学部も始めて，法学部のほうも法

律学科は背から「法学情報処理Jというのがあるし，

政治学科のほうも少しやらせてもらって，文学部は

検討しているところです。一応，強制的に触れる

チャンスを作ろうとはしているんですけど， l年生

だとOPACとかは気をつけて聞いていてもそれ以外

は…．。ちょっといい広報の仕方とか，きっきのゼミ

ナール委員会のような提案があったらぜひ教えてく

ださい。

松本そのサービスを知らせると いうのが一番，難

しいと思う。うちのホームページ，わざわざ見ない

んでしょう？（笑）そういうのがあるって思いつかな

いのかもしれない。一生懸命作ってはいるけど。

酒井お話は尽きませんが，そろそろ時間となりま

した。皆さん，長時間にわたり，貴重なご意見をい

ろいろとありがとうございました。今後のサービス

に反映させたいと思います。

注

I）本誌の前身である rKULICJ 5号（1972年）に法
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6）米国のDIALOGInformation Services杜が提供する

オンライン情報検索システム。400以上のデータ

ベースが検索できる。

7）日本経済新聞社が提供する新聞記事などのオンラ

インデータベース。

8）日本経済新聞社の総合経済データベース。

9）学術情報センターが提供する大学図書館を中心と

したW W W版総合目録データベース。

I 0）朝日新聞社が提供する朝日新聞本紙全文記事

データベース。DigitalNews Archivesの略。

11）無線LANカード。

学部のゼミ・グループを招いての座談会が掲載され

ている。

2）利用者用のオンライン目録。OnlinePublic Access 

Catalogの略。

3) American Economic Associationによる経済学分野

のデータベース。雑誌，会議録，図書，博士論文等

の索引・抄録を収録。

4）米国のOCLCが提供しているデータベース検索

サーピス。全分野にわたる60以上のデータベースに

アクセスできる。

5) ABC-CLIO社の歴史学分野のデータペース。雑誌，

図書，学位論文の抄録を収録。

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

－パソコンを使ったノンリニア編集

－映像圧縮のためのMPEGエンコード

・ S-VHS映像編集のためのアナログリニア編集

編集結果の発表支援

．．．．． 
三田メディアセンターニュース

資料配置の変更について

図書館（新館）の資料配置を下記のように変更し

ました。

. 3階を日本語雑誌， 4階を外国語雑誌のフロア

に変更。． ・3階の大学紀要（慶醸の紀要は除く）を2階に，

2階の大型本は地下5階に移動。

－統計・年鑑類が主題で探せるようにNOC分類

を付与。

但しOPACの配置場所の変更はまだされていませ

ん。そのため実際の配架場所とデータとが異な

り，ご不便をおかけしますが，ご理解とご協力を

お願い致します。ご不明な点は，スタッフにお尋

ね下さい。

AV編集室のオープン

図書館（新館） I階に， AV編集室をオープンしま

した。AV編集室は，ピデオをはじめとする映像，

画像の編集を行うための施設です。AV編集室に

は，

素材作成のための撮影支援

・デジタルピデオ，デジタルカメラの貸出し

撮影した結果の加工支援

・デジタルビデオデッキを使ったカット編集

・ Video on Demandシステム

などさまざまな設備があります。それぞれの機器

の利用方法については専門のコンサルタントにご

相談下さい。なお， AV編集室を利用するために

は，三田メディアセンター主催の講習会を受講し

て頂くことが必要です。

講習会の受講を希望される方は， AV編集室，ま

たは三田メディアセンターデータベースメディア

担当（db-media@mita.lib.keio.ac.jp）までお問い合

わせ下さい。

AV編集室開室時間（通常開館時）

－月曜日 ～金曜日 ：10:00am～ 19:30pm

－土曜日 ：10:00am～l7:00pm 

． 

目録ボックスの撤去と冊子体目録の作成

新館l階のカード目録をコピーして冊子体目録を

作成しました。そのため，目録ボックスを撤去し

ました。OPACでヒッ トしない古い資料は念のた

め冊子体目録もひいて下さい。跡地にはパソコン

を設置しました（オープンエリア）。

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
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メディアセンターとの出会いとこれからのこと
医学メディアセンターを利用して

医学部における学生生活において，医学メディア

センターほど日常よく利用する施設はない。

レポート作成のための専門書の閲覧のほか，様々

な学術誌が購読きれているのでいつも面白い記事が

あれば読ませてもらっている。

考えれば考えるほど本当にお世話になっていると

思う。

そういう意味で今回 fMediaNetJの原稿を依頼さ

れたことを非常に光栄に思う。

本稿では，前半に私個人の医学メディアセンター

との関わりについてエピソードを紹介し，後半にこ

れから医学メディアセンターをより良くするために

お願いしたいことを書こうと思う。

私が医学メディアセンターを初めて利用したの

は，信濃町キャンパスにおいて解剖学実習が始まる

2年生の秋のことであった。

当時の私は近代医学を飛躍的に進歩させた分子生

物学に非常に興味を持っていて，大学のカリキュラ

ムとは別に本塾生理学教室の岡本先生（現在は理研

の主任研究員）のもとで個人的に勉強させていただ

いた。

その際に，DNAの二重螺旋構造を発見したことで

有名なワトソン博士が書いた「RecombinantDNA 

shortcourseJ という教科書を読むことを勧められた

私は早速，医学メディアセンターに行き，端末を

使って文献検索を試みた。

このとき端末操作に不慣れな私を助けてくれたの

がI女史で，そのときのことは非常に印象的だ‘った。

というのも，そのときまで私は図書館のスタッフ

の方というのは図書の管理のプロではあっても個別

の医学書に関してはほとんどご存知ないと思ってい

た。ところが， I女史は日常英語ではほとんど使わな

いはずの「RecombinantJというスペルをすらすらと

端末にタイプして検索してくださっただけではなく，

「この本なら第2版がたしか日本語で出ていたと思い

ますjと教えてくださったのだ。

その後わかったことだが，医学メディアセンター

の専属スタッフの方は皆，図書に関する知識が豊富

で優秀な方が多い。

このことは夕方以降カウンターがアルバイト学生
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みやき こういち

宮木幸一

（医学部 5年）

ばかりになると，サービスの質が大きく低下（失礼）

してしまうことからもよくわかる。

図書館利用に関して非常に頼りになる専属スタッ

フの方々が医学メディアセンターにいらっしゃるこ

とは，慶麿医学部にとって非常に大きな財産である

と思う 。

最後に個人的なお願いを少し書こう。

医学論文を検索するとき，以前は慶謄の

MED LINEをオ ンライン利用 していたが，ユーザー

インターフェースがあまり良くないため，最近では

もっ I！ら PubMed(http://www.ncbi.n Im .nih .gov/ 

PubMed/）を使うことが多くなった。

慶麿が自前のデータベースを持つことは，多少お

金がかかっても意味のあることとは思うが，検索時

のユーザーインターフェースが良くないとユーザが

減ってしまい，コストに対する効果が減ってしまう

と思う 。

それから，非常に多くの医師・研究者が読んでい

る雑誌（TheLancetや TheNew England Journal of 

Medicine, Nature, Scienceなど）は貸し出し中のこ

とが多く，読みたいときにすぐ読めないということ

カfしばしばある。

予算の問題もあり，簡単なことではないと思う

が，『慶懸医学jのようにこれらの雑誌に関しては2

部購読にして l部は貸し出しを禁じ，常に閲覧可能

な状態にしてもらえるとうれしく思う 。

読みたい文献がすぐ読める環境というのは医師・

研究者にと っていろいろな意味で利益をもたらすだ

けでなく，イライラしなくて済むので精神衛生上も

良い。

ネットワーク化の波が押し寄せて，図書館の運営

においても大きな変革が迫られる大変な時期である

と思うが，これからも医学・医療従事者にとって頼

りになる医学メディアセンターであり続けてほしい

と思う。
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メディアセンターの賢い利用法（？）

医学メディアセンターは，昔ながらのたたずまい

を残す北里記念医学図書館の中にある。入り口から

して重厚だ。閲覧用の新聞がおいであるロピーの床

も， 二階に通ずる階段も木でできており，何十年も

の湿気と乾燥と暑暖寒冷を重ねて黒光りしている。

漆喰の天井はゴシック様式のデコでふちどられてい

る。何故かピンクだ。それが当時の流行を物語って

いる。そして置いてある古いベンチに腰掛け，隣か

ら漏れてくるトイレの悪臭に鼻を曲げながら，ス

ポーツ新聞を熟読する。格別の味わいである。古い

建築物は，合理化されていない分だけ空間が凝って

いる。しかしそれがかえって人を落ち着かせるのだ

ろう。ここの図書館を愛用しているという人は結構

多いと聞く 。しかし，この建物の醍醐味はロビーに

とどまらない。ぱっと見ではその奥深きはわからな

いだろうが，こ こはまるで忍者屋敷のように複雑な

構造をしているのだ。こ こが大学の図書館で良かっ

たと思う。もしも小学校の図書館であったならば，

おおかたそれは図書館の機能としてよりもかくれん

ぼのスペースとしての機能を果たしていたに違いな

い。心理テストで，＜公衆トイレの場所の選び方＞

というのがある。入り口に近いほうを選ぶか，奥の

方を選ぶかでその人の性格がわかるそうだ。ここの

閲覧席も，選び方でその人の性格や気分が如実に反

映されるようになっている。さすが医学部らしく，

体に優しい構造なのだ（？）。

まず，いたってノーマルな気分の時。ゲートを通

過したら右に曲がって欲しい。そこには5台のコン

ピュータ一端末と， 50ほどの閲覧席がある 。

MED LINEや『医学中央雑誌jなどの検索システム

も充実しており，ドクターや医学生が医学の発展の

為に日々努力しようというのなら，この環境は申し

分ないだろう。やる気のない時は一番奥の窓際の席

にでも座って，ぽおっと外を眺めるのも良い。人々

の来し方行く末を客観的に眺めていると，知らぬう

ちに考え込んでしまう。ここを密かに「哲学の席jと

呼んでいる。窓際族もいいものだ。

次に，試験前の詰め込みなどの時，人と会話をす

るのが面倒くさい，と言う方。ゲートを通過した後，

左に曲がって欲しい。書庫がある。その隅に，まる

で後でとってつけたような閲覧席が設けられている。

ここは暗い。また密閉された感じである。北里記念

かしわくらみわ こ

柏倉美和子

（医学部 5年）

医学図書館の古さを存分に発揮したこの空間では，

夏はあまり冷房か効かないので扇風機で暑さをしの

ぐしかない。昔のまじめな学生が，本に固まれて勉

強しているかのような錯覚に陥る。より孤独を好む

なら，頭を打ちそうな狭い階段を上って欲しい。こ

の書庫，なんと 4階まである。上に行くほど，席の

数も減ってくる。最上階にはたった3席しかない…

が，窓、から差し込む西日に目を細めながら病弱薄幸

の文学青年を気取ってみては如何だろうか。＜de-

serted＞な空間で，より孤独を楽しみながら勉強をは

かどらせて欲しい。

しかし，やる気のあるときばかりに図書館を利用

するわけではない。眠くて仕方がないのだが，勉強

せざるを得ないとか，たまには自分の部屋のように

仮眠を取りながらやりたい時，そういう場合は，カ

ウンターの目の前にあるドアを開けて欲しい。地下

に通ずる階段がある。地下には書庫とともに， 40程

の閲覧席がある。ここは司書の目もとどかず，人の

出入りも少ないので，結構好き勝手ができる。缶

ジュースなどを持ち込み（本当はいけない）およそ

やる気の無い姿勢で机に向かう 。そして効きすぎる

冷房の風に髪をなびかせてうたた寝をする。最高で、

ある。うたた寝では物足りなくなったら椅子を三個

連ねて仮眠を取るのも良い。地下にあるので静寂さ

は保証っきである。その有効利用法を知ってか知ら

ぬか，すやすやと船を漕いでいる医学生やドクター

をしばしば見かける。窓のむこうは地上に続いてい

る。いざとなったらここから出入り可能だ。別にそ

んな必要性は無いのだが，もし自分が小学生だ、った

らここを＜秘密の抜け穴＞とでも呼んで冒険ごっこ

でもするのだろうなあ，と試験中に夢想にふけるこ

とも少なくない。

このように，図書館は，ただ知識吸収，情報収集

のためだけに存在するのではなく，図書館という空

間を利用して，個々人がいろんな感性を働かせる場

としても役立つている。それが，勉強嫌いの私のよ

うなものにも図書館に足を運ばせている理由である。

もし，この北里図書館が味気ないピルデイングに

なってしまったらとても悲しい。いつまでも，この

まま重々しく古めかしく存在しつづけてもらいたい

ものである。
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メディアセンターとの関わり方
理工学メディアセンターの利用者として

図書館なのか，それとも情報セン

ターなのか
この8年間，理工学メディアセンターはほぼ毎日

利用しており，矢上での研究活動を中心とした生活

における重要な支えとなっている。センターの現状

の詳細などについては他の原稿に譲ることとし，こ

こでは一利用者として普段思うところについて，平

易に触れてみようと思う。

御存知のように，理工学メディアセンターは平成

4年度まで理工学情報センター（松下記念理工学図書

館）という名称であったが， 一般利用者（学生および

教職員）からは単に「図書館jと呼ばれることが多

かった。センター内では，雑誌／図書資料の閲覧や複

写，貸出など紙媒体の利用が主流であった。「情報セ

ンター」というよりも まさに「図書館jと呼ぶ方

が私達利用者にはすんなりと受け入れやすかった。

理工学部の4年生になった頃，文献の検索方法に

ついて習う必要があった。そこで年度始めに図書館

の利用説明会に参加した。そこでは具体的な文献の

検索方法に関する l時間程度のレクチャーを受けた。

その当時，文献検索のための最強機器としては

JICST(I日科学技術情報センター）のオンライン検索

があった。しかしながら オンライン検索は大変経

費がかかるためお薦めできないとの注意もあり，利

用することはなかった。おそらく，他の利用者もほ

ぼ同じ状況であっただろう。すなわち， 7,8年前で

文献検索という場合，いわゆる電子媒体による検索

は一般に不可能であり，まず，目的の文献がこの図

書館に所蔵されているのかどうかを確かめ，次に分

厚い抄録誌と数時間にらめっこし，それに疲れると，

あてもなく過去の公刊論文集や会議論文集をめくる

のが典型的なパターンであっただろう 。ほとんどの

利用者にとって，つい最近までは何を調べるにも何

らかの紙媒体と長い時間付き合うのが当然と思われ

ていた。

今はメディアセンター
ところが，この数年間はキーボードとマウスの操

作のみを行って研究室に戻る機会も多くなった。メ
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はら すすむ

原進

（理工学部訪問研究員）

デイアセンターの入口から l階書架に続くメインス

トリ ートにはOPAC用のパソコンが何台も並んでい

る。その奥には，従来冊子であった文献速報がCD-

ROM端末になっていて非常に検索しやすい。さらに

左斜め前に進むと， INSPEC, SCI, MathSciなどの

データベースを操る端末がある。これでも不満なら

ば，カウンターに相談してFirstSearchなどの各種メ

ディアを利用することができる。これらの電子媒体

はわずかなキーワードあるいは著者名の打ち込みの

みで瞬時に目的の文献にアクセスできる。以前のよ

うに抄録誌の非常に細かい字をひたすら追いかける

ような苦労からは解放された。さらに， 一部のサー

ビスに関してはインターネットによるアクセスを利

用することで，センターまで足を運ぶ必要さえなく

なりつつある。これらの設備は，必要適切な量の情

報を，すばやく，確実に入手することが望まれる学

習者や研究者にとっては非常にありがたい存在であ

る。また，設備の設置などにおける多くの作業をメ

ディアセンターの職員が通常の業務と並行して実施

してきたことは，我々利用者が大いに感謝すべきと

ころであろう。英語民が想像する mediaという単語

と我々が感じる「メディアjという語のニュアンス

にどれ程の違いがあるのかはわからない。しかしな

がら，「ニューメディァ」ゃ「マルチメディアjなど

の語を好んで用いる我々からする「メディアJのイ

メージは計算機／情報処理技術の積極的な導入によ

る高度情報化の結果から生まれた媒体を連想するの

が普通であり，その意味では図書館も「メディアセ

ンターJに相応しいレベルに到達したといえる。

「メディアjの落とし穴
ところが，図書館がメディアセンターとなった

後，著者の所属する研究室の学生に異変が起き始め

た。年に十回近くは耳にする次のフレーズである。

「OPACを見てもないから，あきらめました。j今の

利用者には， OPACにキーワードを打ち込み，結果

が出ないと書架まで進むことなく研究室に戻るのが

当たり前になっている者もいる。もしもそのキー

ワードに若干の違いがあっても，ないしは思い込み

で勘違いしたキーワードを打ち込んでも，コン
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ピューターは検索結果0件としか表示しない。

このような傾向はある分野の仕事での初期段階の

者にとっては非常に不幸なことであろう 。以前の冊

子体の抄録誌には，細かい字ではあるが似たような

キーワードとそれにまつわる膨大な文献が自に飛び

込んできた。そして自分の考えていたキーワード自

身が不正確であることを知ったり，思わぬ発見をし

たり，今一つ暖昧だ‘った検索目的が絞られたりした。

また，抄録誌に疲れて直接，論文集を見ることに

なっても，パラパラとめくって探すことによる新し

い発見が多かった。以前はこうして文献の探し方，

読み方を覚えたのだと思う 。「ASME（米国機械学

会）の00の一番新しいやつに載っていたよ。Jと先

輩に教えてもらい，Aの書架を探しても見つからず，

聞き直したら「Transactionsof the ASMEだからTだ

よ。Jと笑われ， Tの書架に行ったら， Transactionsof 

the ASME, Journal of …が何種類もある。また研究室

に戻ると「DSMCJ と言われ，「Transactionsof the 

ASME, Journal of Dynamic Systems, Measurement, and 

ControUだとわかったら今度は新しいやっと言われ

でも今月号がない。カウンターで聞いて，それが年

4回発行である ことを知る。今となっては恥ずかし

いことだが，こうしてこの雑誌はどういう名前で何

を扱い，何月頃最新号が届くのかを l誌ずつ憶えて

いった。これらの知識はディスプレイから得るより

も，書架の前まで進んで、得る方が真の知識として定

着しやすいはずである。

「メディアjは移行ではなく拡張とし

て
現在のコンピューターを中心とした情報収集に優

れた点が多いのと同じ分，旧来の紙媒体を中心とし

た情報収集にも優れた点がある。メディアセンター

の名前が定着した今の時期に，この点を改めて確か

める必要がある。そして，文献検索を例にあげれば，

検索の目的，領域などに応じて検索方法を使い分け

る必要がある。端末の結果のみで戻ることでは得ら

れない，書架まで進んで手で触れなければたどり着

けない発見も多いであろう 。

今，利用者に求められていることは前述の「メ

ディアjが持つ語感，すなわち計算機主体の情報化

への移行というイメージに捕らわれるのではなく，

従来の媒体や情報の流れ方も確保され，計算機支援

によって情報収集機能がさらに拡張された総合媒体

センターとしてメディアセンターを認識することで

あろう 。その認識に基づいたバランスの取れた利用

こそが，大学での学習・研究活動の初期段階の者に

大変重要であることを繰り返したい。

おわりに
読者が学生であれば，メディアセンターの利用法

をどのようにして習ったであろうか？多忙な教員か

ら教わる者は少ないはずであり，メディアセンター

職員から教わるのも年度始めの説明会が中心であろ

う。著者を含め，多くの者は先輩や友人との前述の

ようなやり取りを通して利用法を習っている。それ

以外の方法で利用法に関する議論ができることは少

なく，本稿を執筆する機会を得たことに感謝してい

る。本稿の内容は著者の経験に基づいており， 一部

偏った点もあるかもしれない。それでも，今後メ

ディアセンターで開催する利用説明会や配付物など

の各種企画に，少しでも良い影響を与えることがで

きれば幸いである。

．．．
 
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ． 

医学メディアセンターニュース

職員の書いたテキスト紹介

「医学図書館のレファレンスサーピス

一日本医学図書館協会継続教育コーステキストj

著者市古みどり（医学メディアセンター）

発行日本医学図書館協会

．定価 1,800円

： 日本医学図書館協会では、医学資料 ・情報を扱

：うための知識を共有し、加盟館員の能力を向上す． 

ることによって、利用者によりよいサーピスを提

供することを目的とした継続教育コースを実施し

ていますが、このたび第3回（1996年）からスター

トした「医学図書館のレファレンスサーピスjと ． 
いうコースのテキス卜が発行されました。主な内

容は、医学図書館のカウンター担当者が精通すべ

き基本的な資料の紹介や，オンライン書誌データ

ベースの利用法となっています。

ぜひご一読ください。

－ 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
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世紀末の‘由々しき’課題

早稲田大学中央図書館にくる
一斉休暇で三田の慶謄義塾図書館（以下Kしと略）

が閉館となる期間，私は昨年から早稲田大学中央図

書館（以下WLと略）に国内留学することにしている。

WLは例年4月の開館で まだ新築同様だ。延床面

積は 34,162m2で， KL(l9,875m2。含IFI図書館・研究

室書庫）の 1.7倍以上だ。もっとも蔵書はKLが約206

万で WL(185万）を l割以上上回っている。

一斉休暇直前の一週間， KLが超多忙であったの

に比べると，いま WLはまことに静かである。何か

がKLと違うようだ。利用基礎人口を KLでは三田

キャンパス在籍学生数約 ll，αm人， WLでは理工 ・

人間科学の両学部を除く学生数約34，似刀人として，

この数値で KL入館者数（97年度831,320人）と WL

入館者数（96年度：1,267,103人）を除すると， KL75.6

同， WL37.3同となる。WLの学生利用度数はKLの

半分である。静けさの原因はここにあろう 。由々し

きことだ。とはいえわがKLにも問題はある。

図書館用’TerminalCare，が必要であ

る

KLIO数年の最大の変化は コンピューター導入

によるオンライン化である。この夏，図書館のシン

ボル，目録カ ード・ボックスがKLから姿を消した。

その跡、には多同的端末が配置された。このオンライ

ン化の過程で，目立たぬながらある変化が，それも

ここ数年特に顕著に進んでいるのではないかという

危倶が生じた。より高齢の利用者の減少である。こ

の感触は調査によって裏づけられねばならないが，

そのような傾向があるとすれば， 一因が加齢とハイ

テク化の格差にあるにちがいない。この種の格差は，

これからいつでも発生しうるものと考えなければな

らない。ハイテク化に追いつけぬ高齢者が図書館か

ら離れてしまうことがあっては，これも由々しき事

態だ。

Double Agentをやめることにしよう
私たち教員は誰でも KLの選書に係わる委員会の
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川
紀

教

き

置

明

日

玉

酎

メンバーとなった経験がある。私の所属する学部で

みる限り，この委員会の役割はこの20年間ぐらいの

聞に，相当に低下したといってよい。大学教員とし

ての能動的選書の役割は終息の方向に向いつつある

のかもしれない。私たち教員にはもう一つの 「受動

的選書jという 機能のあることも認めなくてはなら

ない。書店に勧誘されて推薦文を書くことである。

私もこれをこれまで度々してきたことを告白し，そ

の反省のうえでこの「受動的選書jはやめるべきだ

と思う 。いわゆる「本屋のマーケテイングJに乗せ

られて，由々しきことに多くの教員が緊急度の高く

ない，何と大量の書籍を KLに収書せしめ，所蔵ス

ペースを埋めてしまっただろうか。選書に係わる教

員のDoubleAgent の役割はこれをやめることにしょ

っ。
選書権者はそれでは誰か。もとよりそれは KLで

ある。「21世紀の課題jなどといわず直ちに選書基

準と方法を確立して，これ（あるいは既に十全のも

のがあればそれ）を教員・学生をはじめすべての利

用者に公開したほうがよし」 当然のことながら和

書・洋書 ・？，書 ・定期刊行物・ マルチメディアのそ

れぞれに異なる基準方法が立てられるよう のまた

Double Agentをやめた教員は，専門に応じてアドバ

イザーやモニターの役割を勤めることになろう。

NorトRefereedJournalを冷遇しよう
狭い研究室の限られた書架スペースの有効利用

は，研究室を研究の場とする（というのも妙である

が）教員にと って悩みの種である。その際にもっと

も有効な措置は，定期刊行物を研究室に置かぬこと

である。定期刊行物はそれこそ眼にも止まらぬ早さ

で積もる。だからまずKLに所蔵されているものか

ら処分する。KLにあっても手もとでレファレンス

風に使うものは従来捨てるこ とが惜しまれた。しか

しこれも FirstSearchによ って，たとえば通称Econ

Litすらもハードは不要となってしまった。

同様の措置は KLもこれをとる必要があろう 。

KL3Fの一等地を占めている大学紀要その他や， 4F

のジャーナルの取り扱いには緊急な配慮をはらって，
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長期を展望した措置に取りかからなければならない。

さもなくば書庫スペースが急速に減少する由々しき

事態は止まることがなかろう。例えば，我大学各学

部の紀要は，塾生にも各学会員にも配布されるのだ

から，もう少し控えめな処へ置くのも一考ものだ。

審査基準などないにも等しい大学紀要などがあると

すれば，それは収書するにも値しない。緊急には，

徐々に移動先を考えることぐらいが関の山であろう。

したがって，他機関と緊密な連携のうえで，紀要の

目次・索引のオンライン化を図り， Inter-LibraryFax 

Service Systemを構築することを，長期的に展望しな

ければならないであろう 。

Whyがとくに必要だ
‘5WIH’がジャーナリストの取材・記事執筆の基

本とされるが，レファレンス・カウンターに立つラ

イブラリアンにとっても同様であろう。どこのだれ

が，いかなる問題について訊ねてきて，その回答を

いつまでに知りたいのか，をしっかりと記録するこ

となど，どのライブラリアンでも心得ている。しか

し5つのW最後のもの， Whyを銘記することは，ラ

イブラリアンにとって決定的に重要かもしれない。

たとえば，金融史と言うマイナーの領域を研究し

ている私が（そういうものであることをライブラリ

アンが知っていたとして），国文学のような広大で，
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一見かけはなれた領域のことを訊ねてレファレン

ス ・カウンターに来たとする。このときに，もしラ

イブラリアンがWhyを念頭においていたとする。ラ

イブラリアンは，金融史と国文学が何処でどのよう

に関連しているのかを知ることになるであろう。ラ

イブラリアンがこのWhyを身につければ， 一見，無

関係に見える専門が互いに背中合わせに関係してい

る様子や，多種の専門研究者の相関関係がOJTで把

握できるのである。OJTで体得したものをライブラ

リアンは決して忘れない。

KL+ WL>2 
KLとWLはdoor-to-doorで40分の近きである。私

などにとってのWLの魅力は，その貴重書庫である。

慶謄義塾にすらない，蘭学の最後の世代と英学の初

期の世代に属する福沢諭吉のはじめたものが，この

書庫には山ほどある。 WLを利用 しない手はない。

WLの場合と異なって KLの由々しき問題は書庫ス

ペースである。 KLの 1.7倍の空間を持ち，さらに地

下第4層がまったく未使用のWLとの提携をさらに

進めることは，この問題突破の一助となるかもしれ

ない。早稲田の杜から三田の丘を遠望しつつ， WLと

の提携をさらに深めることの必要を，私は痛感せず

にはいられなかった。KLとWLの連携強化はプラス

αを生むであろう。

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

－ 

： 日吉メディアセンターニュース ． 
日吉の新情報処理環境について

J12番教室がパソコン室としてオープンしました

設置されているパソコンの台数とスペックは次のとお

りです。

( 1）デスクト yプ型（17台内 l台は教卓機）

IBM PC300PL Model 6862-421 (WindowsNT) 

CPU Pentium 11 333MHz 

げイ ンチカラー CRTモニター

メモリー 64MB ハードディスク 6.4GB

・（2）ノート型（85台）

IBM ThinPad 600 Model 2645-51 J(WindowsNT) 

CPU Pentium日266MHz

13.3インチ XGA(l024×768)

TfTカラー液晶モニター

メモリ－ 64MB ハードディスク 4GB

(3）ネ ットワークプリンタ（3台）

RICOH PC Laser SP-1 OPS 

その他，授業や各種イベン卜にも対応できるように

AV機器やプロジェクタ等が設置されています。

利用時間 9:00～ 20:00（土は 15:30)

J13, J411～J417番教室に情報コンセントが位置さ

れました

各教室を OAフロアーに改装し，情報コンセント以外

に， AV機器，プロジェクタ等が設置されました。

情報コンセントの口数

113番教室 228口（学生用 224口，教卓用 4口）

141 l～1417番教教室78口（学生用 76口，教卓用 2

口）

ただ，現時点では工事が終わった段階で，これから

ユーザ確認や不正利用防止のためのシステム作りを行

いますので，学生用の情報コンセントが使えるように

なるまでには時聞がかかります。

． 

． 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
27 



MediaNet No.6 (1998.10) 

竺里竺特集・ ユーザーサービスの展望

歴史を旅できる図書館

ハンス・ヨアヒム ・クナウブ Knaup Hans-Joachim 

（経済学部助教授）

慶謄義塾大学に勤めて2年半ほどですが，この

聞に長年暖めていた日独比較文化に関するテーマ

を集中的に研究する機会に恵まれました。これは

研究に没頭できる時間的余裕ができたこともあり

ますが，なによりも身近に利用できる図書館が資

料面で私の研究にさらなる可能性を聞いてくれた

ことによるところが大きいのです。慶麿義塾大学

の三田・日吉の図書館ばかりでなく，早稲田大学

との協定によって同大学の図書館を専任教員並み

に利用できることも大いに助かっていますし，レ

ファレンスカウンターの適切で迅速な検索能力も

大変ありがたいものであります。

今年の春に「藤山治ーのシーボルト論jという

論文を発表しましたが，藤山は早稲田大学のドイ

ツ語教育の創設者でもあり，藤山に関するオリジ

ナルの興味深い資料を同大学の図書館の協力で短

期間に収集することができました。藤山は当時の

軍事関係の通訳として才能を発揮し優れた仕事を

残していますが，特に藤山作成のドイツ語教科書

は明治期におけるドイツ語教育の実態を知るうえ

で不可欠の資料です。藤山の語学の才能は森鴎外

も評価していたようで， 二人は日本最初の本格的

ドイツ語雑誌“VonWest nach Ost”（東漸新誌）

の共同編集者となっています。この雑誌は日本に

おけるドイツ語普及を目指した水準の高い雑誌で

ありました。

さて私は今，ヘルマン・マローンの『日本と中

国一旅のスケッチJ(1863年）という著作の分析

を行っていますが， 同著は東京大学中央図書館の

鴎外文庫の他に三田の図書館に所蔵されていま

す。三田に所蔵されている経緯を調べていきます

と，プロイセン東アジア遠征隊に関する研究の日

本における第一人者であった元慶謄大学教授今宮

新氏の研究及び資料収集の業績に行きあたりまし

た。塾の優れた研究史の一端に触れられたことは

大きな感激でした。

マローンや，現在平行して分析を進めているヘ

ルマン・カイザー リングに関する調査などで伝統
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ある慶懸大学の図書館を散策していますが，改め

て記憶装置としての図書館の重要性ということを

最近考えるようになっています。私はなによりも

書物から立ちこめてくる歴史の匂いを味わうこと

ができ，感覚のなかで歴史を追体験できる図書館

が好きです。三田の旧図書館の迷路のような書物

の回廊を散策していると，時折，空間と時間の感

覚が通常のものから異次元の世界に入っていくよ

うに思える瞬間があります。最近，電子図書館構

想が展開され，より便利で利用しやすい図書館の

可能性が追求されており，私も検索マニアなので

こうした状況は歓迎すべきものと思っています。

しかし，歴史的な資料を実際に手に取って，時間

を越えて書物に込められている知的精神を肌を通

して実感として感じる喜びは，伝統ある図書館で

しか味わえない得難い体験であります。

最後に一つ要望なのですが，先日“lllustrierte

Zeitung”（三田所蔵）に掲載されたプロイセン東

アジア遠征隊関係の記事やスケッチのコピーをマ

イクロフィルムで注文したのですが，慶麿はマイ

クロフィルムについては外注とのことで少し驚き

ました。ヨーロ ッパの重要な図書館や古文書館で

は，マイクロフィルム化は割安でしかも迅速に行

われるのが通例です。歴史的資料についてはコ

ピーのあり方が研究にとって重要ですので，この

点ご一考頂ければありがたいと思います。



図書館にカフェと散歩道

MediaNet No.6 (1998.10) 

特集 ユーザーサービスの展望竺空空

いまい ひろあき

今井宏明

（理工学部応用化学科専任講師）

図書館とは，図書を中心とする膨大な情報を保 としたスペースが設けられており，ふと廊下で出

存し、それを一般に広く公開するところである。 会った研究者たちが自由に雑談を始めることがで

したがって，その理想的機能として求められるの きる点である。その雑談の輪は時として 3人， 4

は，可能な限り多くの情報を適切に保管しつつ年 人と広がり大きなデイスカッションへと発展して

聞を通して 24時間一般に公開し，簡単な操作に いく 。このような時にお互いが刺激しあい，新た

よって検索や十分な情報の入手ができるように配 なアイデアが生まれる可能性は高い。学生が加わ

慮されていることであろう 。また，「読む」とい れば未成熟だった知的好奇心を大いに刺激される

う作業に集中するために静粛を原則として，さら かもしれない。もう lつは，これらの研究機関が

に整然としている必要がある。メディアセンタ｝ 緑豊かな自然か，あるいは味わい深い街並みに囲

では限られた空間と予算の中でこのような理想的 まれ，研究者や学生が散歩をする場所に事欠かな

な図書館作りを目指して日々努力をされていると いと言うことである。アイデアに行き詰まった

思う。情報の電子化やネットワークの構築などが 時，仕事に疲れた時，目的を持たずにゆっくりと

推進され，いつの日か無駄のないスマートで洗練 歩くことはとてもよい気分転換となり，次のス

された情報提供機関が出現することになろう。し テップへの活力となる。新鮮なアイデアは連続的

かし，本当にそれで充分なのだろうか？ここで私 な力仕事からは決して生まれてこないから，気分

は，知的な趣のあるカフェ，そして思索に耽る散 転換の質が研究の質に直結すると考えることもで

歩道の機能を図書館に要望したい。 きる。また，散歩をしていれば問題解決への鍵が

大学が高等教育機関であるとすれば，図書館は ふと道に落ちていたり，木の枝にぶら下がってい

教育のネタになる情報を用意しておく知の倉庫か たりすることもあろう。大学町には， f哲学の道」

も知れない。膨大な情報の正確な保管と適切な提 と名づけられている思索に適した小径があったり

供こそがその使命である。図書やその他の情報が するが，そこを静かな心持ちで歩いていると実際

整然、と羅列されていればそれで良い。一方，大学 にいろいろな思いが頭の中を駆け巡る。散歩のた

は新たなる「知」を創造するところでもあるはず めの環境は知的作業のために実に大切だ。

だ。その主役となるのは教員や学生だが，その時，

図書館は「知jを育むゆりかごのようなもので

あって欲しい。新しい「知jを生み出す場所に求

められるものは何だろうか？当然，豊富な情報と

最新鋭の研究設備が重要であり，実際，それらは

現在の図書館と研究棟に（ある程度）備わってい

る。それに加えて，知的な雑談がおこなわれる自

由な交流の場と静かに思索に耽ることができる散

歩道が必要であると私は思っている。これらが新

しい「知Jの熟成のためにとても大事であるよう

に感じるからだ。

欧米の名だたる研究機関を訪問したとき，それ

らの場所と日本の多くの大学の環境との相違点と

して 2つのことに気がつく 。lつは，欧米の大学

や研究所の建物には随所に雑談のためのゆったり

さて，日本の，特に都会に位置する大学では空

間的な制約が大変厳しくなっている。どこもス

ペースが足りなくて汲々としているのが現状であ

る。重要度が高いものが優先的に押し込まれて

いった結果，自然と無駄が省かれ雑談するための

スペースなどは真っ先に失われる。ましてや静か

に散歩をすることができる豊かな空間など望める

はずもない。器具類が所狭しと置かれた研究棟の

廊下ではすれ違うのがやっとで知的な雑談どころ

ではない。食堂は空腹を満たすためのところ以外

のなにものでもない。学生で溢れかえったキャン

パスや毎日カ吋てしい街中には散歩という概念が存

在しないかのようだ。わずかに残されたくつろぎ

のための空間は授業に疲れた学生やサークルの溜

まり場と化し，そこには知的創造の雰囲気は感じ
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られない。

きあ，ここで提案である。所詮，日本の大学の

空間には限りがあり ，知的雑談のスペースを随所

に配置することや哲学の森を確保することは望め

ない。そこで，図書館に可能な限りのスペースを

都合しあって趣のあるカフェ的機能を作ったらど

うであろう。図書館とは多くの人が知的な作業の

ために出入りするところだ。図書やその他の知的

情報を求めて集ま ってくるから，骨の頭は知的に

活性状態である。そのような人が何人か集えば知

的な雑談ができる。そのための知的カフ ェであ

る。低俗なおしゃべりは抑える威厳が必要だが，

議論は向由にできなければならない。また，人の

出入りは多い方がよい。だから，カフ ェは人の集

まる真ん中にな くてはならない。その点でも図書

館は適している。人が行きにくい建物の端にその

ような場を設けても意味がない。

知的に活性状態にある人が集い，雑談ができる

趣のあるカフェが図書館にあれば，そこは散歩道

にもなりうると思う 。大学の図書館に目的もなく

散歩に行く人はかなり珍しいが，散歩のついでに

カフェに立ち寄る人は多い。そんな時は本屋に立

ち寄り本の背表紙をなんとはなしに追ってみたり
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立ち読みすることもあろう。そこには散歩として

の楽しみがある。知的な趣のあるカフェが図書館

にあればそんな楽しみができるのではないだろう

か？図書館では正確さを求めるために情報の表示

か1味気ないので散歩道とはなり得ないかも知れな

いが工夫のしようはある。

米国の本屋にはカフェが併設されていることが

多い。人々は散歩のついでに本屋に立ち寄り本を

読み，コーヒーを飲みつつ雑談を交わす。正確な

情報を提供する図書館のも う一つの側面として，

そんなふらつと散歩で立ち寄れる趣のあるカフェ

としての機能を期待したい。図書館も空間的に

ひっ迫しており，多くの雑誌や本が限られたス

ペースにひしめいている現状は承知している。し

かし，ト ータルな空間の制約が厳しい日本の大学

において，人が集ま ってくる図書館の役割は実に

重要だ、。 ほかでは無理でも，ここにこそ豊かな空

間を作るべきではないのか。図書館は情報の倉庫

ではなく，レベルの高い「知」のゆりかごになら

ねばならぬ。現代の情報の主役のインターネット

のためのカフェもあるのだ。図書館の真ん中が散

歩で立ち寄れるカフェであっていけないはずがな

し、。

（イラス ト：中村亜日香）
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二十一世紀の科学の夢
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アメリカの週刊誌「タイムjでは，今年の初めに

特集号を出して，いろいろな分野での来世紀の予測

を行った。二十一世紀に目覚しい進展が予想される

分野は，生命科学と情報の関係した分野である。

実際，われわれが目撃してきた二十一世紀も科

学 ・技術の世紀といわれてきて，さまざまな面で目

覚しい進歩を遂げてきたが，それらの技術の応用面

を支えてきた最も基本的なものはコンピューターで

あった。そしてこのコンピューターは， 二十一世紀

にもますます大きな働きをしようとしている。上述

の生命科学においても情報関係の分野においても，

コンピューターは不可欠である。例えば，ヒトの遺

伝子をすべて解き明かそうとするヒトゲノム計画は，

コンピューターがなければそもそも考えられもしな

かった。

「タイムJの予測では，まず， 2町）（）年までに遺伝

子治療と免疫治療を組み合わせた治療法が確立する

といわれているが，これはすでに具体化している。

日本でもごく最近に，がんの治療に遺伝子技術を用

いる最初の試みがなされ，引き続いて何件かの同様

の治療が計画されているという。

また， 2025年には人工肺，人工腎臓，人工肺臓の

完成に続き，人工足や完全に機能する人工眼球が作

られると「タイムjで予測されている。サイポーグ

さながらの世界である。ちなみに「サイボーグjと

いうのは，「サイパネティック ・オーガニズム（臓

器）Jの略である。

このなかでも，足や眼球は，おそらくコンピュー

ターを効率的に組み込んだ人工のものが作られるの

であろうが，他の臓器に関しては，ロボットのよう

に人工的に作ったものより，クローン臓器を利用し

たものの方が早い時期に実現されるのではなかろう

か。

臓器移植は，臓器に先天的な欠陥があったり ，が

んなどで機能しなくなった場合の，唯一の有効な手

段であると考えられているが，臓器の提供の数が少

ないことと，拒絶反応が深刻なことが， 二大難関で

ある。クローン技術はこれらの難題を同時に解決し

てくれる。臓器移植が必要な人のDNAを例えばプタ

の臓器に組込んでおき，適当な時期に取り出して移

植すれば， DNAが同じであるから拒絶反応も起こら

ないことになる。もちろん，人さまの臓器を当てに

するという気詰まりな問題も霧消する。

2005年には，インターネットとつながったコンタ

クトレンズができ，目を閉じていても，電子メール

を読んだり， WWWをサーフできるようになるとい

うのが，「タイム」の別の予測である。ある講演会で

この予測について話をしたら，会場からワッと笑い

が起こった。情報革命の先にはまったく「何でもあ

りJと誰もが考えている節があるが，この予測はさ

すがに，現在のわれわれの想像力を越えたものだと

いう証拠かもしれない。

交通事故や脳出血の後遺症として，半身不随や全

身不随に近い状態の人が，ただ一つ向分でコント

ロールできる目のまばたきで意思を伝えているとい

う話がある。具体的には，五十音文字やアルファ

ベットが書かれたパネルを用意し，その上の文字を

補助の人がひとつずつ指差していき，希望の文字の

ところでまばたきをして文字を選択し，補助の人に

書き取ってもらうという忍耐の要る作業である。ひ

とつの言葉を選ぶのにも数分はかかるだろう。こう

いう人たちにとっては，上述のコンタクトレンズは

救世主になる。

2025年には，脳に直接つながったコンピューター

ができ，命令の入力が不要になるというのこういう

命令を出したいと考えるだけで，コンピューターに

それが伝わるわけである。子供たちに，「お父さんや

お母さんが若かった頃は，キーボードというもので

入力したものだよJなどと話す時代がくるのだろう

か。なんとも’愉快：なことである。

サイエンスフィクションのような二十一世紀を

じっくりと楽しみたいと考えている。
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データベースの管理と運用

1.はじめに

これまで冊子体の形をとるものが中心であった出

版物において，近年，電子媒体の比重が増大しつつ

ある。これら電子媒体の内容としては，冊子体から

電子媒体へと媒体変換しているものと，新たな資料

が最初から電子媒体で出版されているものとがある。

それらの形態は，割合からみればCD-ROMが主流と

なっているが，海外，特にアメリカにおいては，デー

タベースの提供はCD-ROMからインターネットを通

した形へと移り変わってきている。

本稿では，このような社会的状況を踏まえた上

で，抄録 ・索引誌など二次資料を中心とした，文献

データベースの管理・運用を行う際に考慮すべき点

や問題点について考察してみたい。

2.慶藤義塾大学における運用の現状

まず，慶謄義塾大学（以下，慶麿）各地区メディア

センター内でのデータベース運用の動きについて，

以下に簡単に紹介してみよう。

2.1.三田メディアセンタ－

CD-ROMを中心にして，現在およそ 150タイトル

に及ぶ各種電子媒体のサービス提供を行っている。

CD-ROMの一部は，館内ネットワーク ・システムで

運用しており，これにより，主要CD-ROMの利用は

大幅に増加 したと言える。徐々に電子媒体による

サーピス体制も整えられつつあり，この秋にはCD-

ROMネットワークの新たな展開も計画されている。

2.2.日吉メディアセンター

オンライン系のデータペースが数タイ トルの他，

CD-ROMが40～50タイトルほどあ り，新聞記事（朝

日・毎日 ・読売・日経）や 「雑誌記事索ヲIJなどが

良く 使われているoCD-ROMの運用については，CD-

ROMアシスタン トを雇い，使い方の説明や質問等に

は答えられるような人材を確保している。CD-ROM

のネットワーク化も計画されている。
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2.3.理工学メディアセンター

他センターに先駆けてUNTXとNetWareを使った

CD-ROMネットワークを導入した。前者はtelnet接

続により全キャンパスから利用できる。中でも

“MED LI悶”は医学部からの利用が多い。後者は館

内の専用端末によって，またはキャンパス内から

telnet接続で利用できる。“INSPEC”が最も使われて

いるが，最近は“sα”の検索数も伸びている。

館内ではCD-ROM版の「科学技術文献速報jも頻

繁に使われているが，利用方法は専用のパソコンに

よる。

これらのサービスもWeb版のデータベースの導入

や，購入予算の問題から大きな見直しを計る時期と

なっている

2.4.医学メディアセンター

データベース 利 用はかなり多く，中でも

“MED LI悶”が突出している。現在“MEDLI悶”の

利用形態は3通りあるが， NLMが提供している“Free

MED LINE”（インターネット接続）の利用が増加傾

向にある。

CD-ROMについては現在すべてスタンドアロン運

用であるが，「医学中央雑誌Jについては，図書館外

からの利用も計画中である。

2.5.湘南藤沢メディアセンター

開設当初より，電子媒体による情報提供を推進し

てきた。但し，初期のデータベースに関しては， PC

単体でのCD-ROM利用，専用回線を用いたホスト依

存型などが圧倒的に多かったため，キャンパスネッ

トワークを介して利用できるデータベースは少な

かったと言える。しかし，ここ数年でデータベース

のオンライン化が進み，キャンパスネッ トワーク上

で利用可能なデータベースへ移行したものが増加し

た。また， CD-ROMネットワークを導入したことも，

最近の変化としてあげることができる。



さらに，データベースガイドを出版し，利用者の

データベース利用の案内を行っている。

3.三田メディアセンターの事例紹介
ここでは，具体的な管理・運用の話として， 三田

メディアセンター（以下， 三田）での事例を紹介しょ

っ。

3.1.三田で導入・提供しているデータ

ベースの種類

＝田では先に述べたように，約 150タイトルの

データベースをレファレンス・ツールとして利用者

に提供している。その利用形態としては，

－外部商用データベースへのアクセスによる利用

・ CD-ROM，ディスケット，磁気テープ等による内

部での利用

－商用データベースをローカルサーバに搭載しての

利用

－慶麿制作のデータベースをローカルサーバに搭載

しての利用

がある。それぞれについては以下に述べる通りであ

る。

3.1.1.外部商用データベースへのアクセス

外部のデータベースにアクセスするもので，ダイ

アルアップ方式が多いが，“FirstSearch，，などのイ ン

ターネット経由のデータベースも徐々に増えている。

オンラインでの利用は，そのほとんどについて代行

検索が行われ，課金制度をとっている。

3.1.2. CD-ROM司ディスケット， 磁気テープ

100タイトルを超すCD-ROMを各サービスフロア

で提供している。そのほとんどはスタンドアロンで

端末固定，またはフロア固定となっている。その一

方，ネットワーク上での提供も行い，ここには現在

20タイトルが搭載されている。

利用頻度の高いもの，ネットワーク対応が可能な

ものをネットワークに搭載した結果，ディスクの占

有，利用者のフロアの移動，スタッフの出納の負担

は軽減された。しかし，スタンドアロン利用のデー

タベースとネットワーク利用のものとを同じ端末に

共有させたところ，ネットワークの利用度が高く，

時間帯によってはそれだけで端末が埋まってしまう

こともあり，スタンドアロンのものが使えないとい

う事態が生じた。このように端末の占有という問題

は依然残ることになり，さらにメモリ不足という深

刻な状況が生じてしまったために，スタンドアロン
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で利用するものは，各フロアで端末を固定して運用

することになった。

また，ディスケッ トは，そのほとんどがOECDの

データベースであり，利用場所も 1箇所に限られて

いる。但し，同データベースのCD-ROM版等が出れ

ば，そちらに切り換えていくことを考えている。

一方，磁気テープは，図書館内では利用環境を提

供できないために，計算室での利用となっており，

現物の管理・運用も計算室側に一任している。しか

し，日経NEEDSの一部については，近々磁気テープ

からFAMEデータベース等への切り替えを検討して

おり，そうなれば図書館内でのサーピスが可能とな

る。

3.1.3.ローカルサーバ搭載データベース

商用データベースをローカルサーバに搭載し，

キャンパスネットワーク上で提供しているデータ

ベースである。WWWの仕組みを利用 し， 三田の

ホームページからリンクさせており，利用者が自由

にアクセスできるようになっている。

現在，“Webof Science，，と“DigitalNews Archives" 

が搭載されているが，どちらも全塾としてのサイト

契約をしたもので， 5センターでの利用が可能であ

る。

3.1.4.慶麿オリジナルデータベース

慶麿で独自に制作したデータベースであり，前述

のローカルサーパ搭載データベースとシステム的に

は同じ仕組みである。OPAC，三回の「旧分類和漢

書 ・洋書データベースj「中国語 ・韓国語・アラピア

語図書データベースJなどの目録情報データベース，

「慶謄義塾写真データベースjがある。いずれも慶麿

または三田で所有している資料からデータをおこし，

その検索の仕組みもオリジナルでつくりあげたもの

である。

3.2.運用

次に，上記データベースを運用していくにあた

り，テクニカル側として，データベースメディア担

当が現在サポー 卜していることを述べてみよう。

3.2.1.機器の選定司購入．設定

利用環境を整える第一歩として，機器の選定等が

ある。テクニカル面からサポートするという意味で

は重要なことである。
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3.2.2.ソフトウェアのインストール，パー

ジョンアップ

新規ソフトウェアのインストールと，パージョン

アップした時のインストールを行っている。この他，

継続もののデータ更新があると，その差し替え，並

びにその連絡を行うが，この作業は頻繁に発生する

ものであり，尚かっ各サービスフロアが分かれてい

るため，多少煩わしい感は否めない。

3.2.3.トラブル・シューティング

ソフト面，ハード面でのトラブルすべてにおいて

対応をしている。CD-ROMに関するトラブルが際

立ってお り，メモリ不足から生じるものと，対応OS

の相違によって生じるものが多い。トラブルの連絡

を受けると，まず状況を把握するために現象を詳細

に聞くか，現場に赴いて確認を行う。その上で対応

をとることになるが（実際は経験から対応策を絞り

出すことが多い），そこで原因が判明しないものや

対応不可能な部分は，業者に依頼することになる。

3.2.4.ワークシート

個々のタイトルに対して総体的な把握をするため

に，装備が終わった段階（配架処理前）でワークシー

トを起こしている。内容・動作環境・契約状況など

についての項目を記入するが，調査しきれない部分

もあり，また，ワークシートを起こすようになって

から受入れしたもののみを対象としているために，

まだ不備が多い。

3.3.契約

今年 l月より， 三田で契約しているデータベース

のライセンスを管理することになり，まず，個々の

契約状況を把握する意味で，これまで各サーピスフ

ロアで個別に契約されてきたものの契約書（一部写

し）を集約した。しかし必ずしも契約書が存在する

わけではなく，すべてについて把握するのにはまだ

時聞がかかると思われる。

また，これと同時に，各フロア別にサーピスして

いるオンライン検索データベースの一部を除き，全

データベースについて，窓円を一本化してライセン

ス契約を行うようになった。物流での窓口（受入窓

口）と契約の窓口とが異なると，稀に契約者宛にCD-

ROM等の現物が送付されるなど多少面倒な点もあ

るが，契約時にその点について明記しておけば幾分

回避することができる。
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4.今後の課題
データベースを効果的に提供するということは，

エンドユーザーにとっては，より速く ，より簡単に，

そして管理する側にとっては，より安く欲しいデー

タを入手できることである。ここでは現在の状況を

もとに，今後のサービス展開の上で問題となること

や，考慮すべきことについて述べてみよう。

4.1.より速く

データベースを利用する際に，「速さjは重要な要

素と考えられ，これを左右する要因としていくつか

あげられる。例えば，インタ ーネット上のデータ

ベースを利用する場合の「速さjには，ネッ トワー

クの状況（帯域， トラフイ ツク）が影響を与える要因

となり，また， CD-ROMなどの製品に関して言えば，

コンピュータ自体の性能も，その要因として考えら

れる。これらの多くは，学内および学外ネットワー

ク環境の改善や，コ ンピュータ技術の発展など，図

書館外の要素としてとらえることができる。しかし，

その改善を受動的に待つだけではなく，効率的な利

用のためにはどのような機器，ネットワークが必要

とされるのかを検討していくことも，データベース

の管理・運用のためには重要な課題となるだろう。

4.2.より簡単に

エンドユーザーにとってデータベースが直感的

で操作しやすいということは非常に重要であり，そ

のユーザーインターフェースの問題は軽視すること

ができない。操作方法が複雑であれば，うまく検索

できなかったり，利用率が低下するなどの悪影響に

つながりかねない。データベースへのアクセスの入

り口として， Webブラウザーからのアプリケーショ

ンの起動，またはプラウザーから直接検索できる

データベースの開発・構築が望まれる。きらには，

Z39.50のような，情報検索のためのプロトコル統一

化が関られることにより，複数のデータベースを同

一環境で検索することも可能になる。こうした新た

な標準化技術の動向を探っていくこともサーピス計

画策定にある程度必要なことであろう。

4.3.より安く

データベースは大学の研究・教育活動になくては

ならないものとなってきており，それがどのような

利用形態によるものであれ，データベースの提供は

必須となってきている。その反面，予算には当然な

がら限りがあり，その枠の中でいかに必要なデータ

ベースを利用者に提供していくかということが今後
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ますます問題となってくる。

データベース購入に関しては，冊子体を購入する

予算を電子媒体購入費用に振り替えるといった施策

がとられる場合が多いが，これは長期的にみれば図

書予算を逼迫していくことにつながりかねない。ま

た，従来のオンライン代行検索のような形式とは異

なり，インターネットを通じて学内のどこからでも

アクセス可能なデータベース利用については，利用

者への直接的な課金は非現実的とも言える。データ

ベース利用を大学での基本活動のlっとしてとらえ，

このための予算の裏付けをいかに確保していくかと

いうことが，大きな課題になるだろう 。

また，この費用を考えるうえで，購入形式をが大

きな問題の 1つとなる。そのデータベースを買い取

るのか，それとも利用権のみを獲得するのか，と

いった違いは支出予算を決定付ける要因となるだろ

う。また，同時アクセス数やソフトウェアのインス

トール台数などの制限がある場合には，利用状況を

正確に把握した上で客観的に判断し，適正なアクセ

ス数や台数を算出することが必要となる。

さらに，データベースの取捨選択の問題もある。

利用状況だけでなく，他の媒体や，関連製品の有無

を調査し，よりよいデータベースを時系列を維持し

ながら採用していくことが，より高い費用対効果を

容，特鍛，また，利用の仕方などを紹介することは，

データベースの活用のために，最も重要なことであ

る。ホームページ上での紹介はもとより，各種説明

会の積極的な開催や，利用指導体制をいかに形作っ

ていくかということもデータベースの運用上重要な

ことと考えられる。

4.5.人材

そして，このようなデータベースの管理・運用を

実際に行っていく人材をどう確保していくかという

ことも極めて重要な問題である。データベースの管

理 ・運用のためには，コンビュータやネットワーク

などに関するシステム的な知識・技術や，データ

ベースの内容すなわちコンテンツに関する知識，ま

た，利用者要求を分析できる知識 ・技術など，様々

な要素が必要とされる。これらの知識をすべて兼ね

備えた人材を確保することは困難であるし，また育

成することも不可能に近い。したがって，様々な要

員構成からなるチームを作り上げていく必要がある

と言える。

5.終わりに
データベースは，今後ますます重要性が増してく

ると考えられる。一方，情報処理技術も日々変化 し

ら

れ
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4.4.広報

いかに良いデータベースを導入しでも ，利用者に

使われなければ，宝の持ち腐れにな ってし まう 。

データベースの存在を利用者に知らせ，その収録内

参考文献：
SFCデータベース ガイド編集委員会編 .SFCデータ

ベースガイド.1998年版．藤沢，慶謄義塾大学湘南

藤沢メディアセンタ ー，1998, 308p. 

． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ． 
小展示ニュース． 

・〈日吉メディアセンター〉

：平成9年度

：第5回 10月 1日～31日源氏物語の世界（展示）

第6回ll月4日～ 12月24日イタリアフィレンツェ ・

ルネサンス（展示）

（秋の企画）

映画「ニュー ・シネマ ・パラダイスJ(29名）

「明日を夢見てJ(9名）

「イル・ポスティ ーノJ(32名）

第7回1月7日～ 3月31日D.H.ロレンスと 卜マス．

ハーデイ （展示）

平成 10年度

第 l回4月l日～30日福浮諭吉を味わう（新入生

オリエンテーション）

情報リテラシーのすすめ

貴重書展示

第2回5月！日 ～6月30日「不思議の国のアリスJ
の世界（展示）

第3回7月2日～31日「三田評論j100年記念展示

広報課，福沢センター

創刊 1000号 三田メディアセンター資料

6月の三田の展示に引き続き日吉で展示

第4回8月1日～9月30日作家の手稿・「複製近代

文学の手稿 100選J（前期・ 後期で入れ替え展示）

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
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スタッフルーム

私の妹

おかの じゅん 」

岡野純子
（医学メディアセンター）

私には4歳の妹がいる。名前をモモコという 。両

親から何でも許され，甘やかされ放題の彼女は自分

勝手でわがままだ。自分のベットがあるにも関わら

ず，毎日両親の布団にもぐり込み，川の字になって

寝ているほどの甘えん坊であるかと思えば，目の前

で彼女を呼んでも，聞こえているのに知らんふりと

いった気まぐれな所もある。彼女は，ちょっと詩し

げに私の様子を窺っているが，そんな彼女のことを

私はいつも少し距離をおいて見ているのだ。

父のことは一目置いているらしく，言いつけを良

く聞く 。ただ父相手にはふざけたりすることができ

ないので，父と一緒にい

る時は，彼女にとって

ちょっとした忍耐力が必

要となるようだ。しかし，

父は一見厳しいようで甘

い所があり，ねだられる

と密かにおやつをあげた

りするので，それを知っ

ている彼女は，父が食べ

物を口にするとすぐさま

飛んで行き，甘えた素振

りで膝の上に乗る。そし

て，彼女と二人きりになった父は態度が豹変し，急

に赤ちゃん言葉を使いだす。最近は彼女に言葉を教

えるのに夢中で，「モモちゃん！こんにちはって言っ

てごらん」と何十回も言い続けている姿をよく目に

する。

母のことは一番甘えられる相手だと思っているら

しく，口答えやわがままを言いたい放題だ。母が長

電話などをして，少しでも彼女に構わなかったりす

ると，初めは母の背中を手でたたき，そのうちテー

プルに上がってわめきだし，部屋にあるゴミ箱を全

部引っくりかえしたりしてダダをこねる。でも，何

か困ったことや怖いことがあると母にぴったりと寄

り添い，小兎のようにおとなしくなる。母は彼女の

36 

ことを溺愛しているので，何をしても決して怒らな

い。外出の時も彼女を必ず連れて行くので，彼女の

存在は近所でも有名だ。

私のことはただの遊び相手，もしくはたまに家に

いる目障りなものとしか見ていないらしく，私が

帰ってくれば喜ぶし，遊んで欲しい時はじゃれつい

てくるものの，私達の聞には，ライバル心？対抗

心？のような微妙な感情が存在している。

しかし，先日，何年振りかの大風邪を引きベット

で寝たきりの私の元に，彼女はそっとやって来た。

飽きっぽくて長時間同じ場所にいたことのない彼女

が，ずっと私の側に座って

いたのだ。言葉は何もな

かったけれど，「大丈夫。私

が付いているから。jと聞

こえてくるような気がし

て，私は安心して眠りにつ

いた。朝にはちゃっかり私

の布団の中で一緒に眠っ

ていたけれど．．．。

彼女と私は家族なんだ

なと気づかせてくれた出

来事だった。すると，彼女

のことが幼い頃の自分のように思えてきた。私はあ

んなにわがままではないと思うが，彼女を慈しんで

いる両親が十数年前には私相手に似たようなことを

していたのかなと思えてきた。だからいつも私は，

彼女と両親の関係を見る度に，居心地が悪く，恥ず

かしい思いがしたのかもしれない。私がこうして彼

女のことを書いているこの瞬間も，彼女は我関せず

をきめこみ，カーテンの隙聞からそよぐ風に吹かれ

ながら仰向けで居眠りをしている。目覚めれば，彼

女のあの不可思議な言葉でなにか言いだすかもしれ

ない。そうしたら答えてやろう。「モモコ。私達は姉

妹なんだよ。ただ少し違うのは，私が人間であなた

が犬だということだけ。j
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オープンエリア開設までと現状の報告

1.はじめに

三田メディアセンターでは，図書館（新館） I階

において，本年度から，コンピュータを利用した新

しいサービスを展開している。5月6日AVコーナー，

6月AV編集室のサービス開始を皮切りに， 8月には

目録ボックスを撤去し， 9月22日からオープンエリ

アのサーピスを開始している。

また，これらのサーピスを充実していくため， 1I 

月からは， CD-ROMデータベースサーバのリプレー

スにともなう再整備や， WebOPACのサーピスにと

もなう，端末リプレースが予定されている。これま

で目録ボックスが置かれていた図書館の中心的エリ

アに，コンピュータを利用した新しいサービスが展

開されるという こと は，今日の図書館を象徴する出

来事かもしれない。

ここでは，目録ボックス跡地周辺に設置された新

しいサービスの概要と一番最初にサーピスを開始し

たAV編集室の現状，および今後の課題を報告する。

2.新しいサービスの概要

これらのコンピュータを利用した新しいサーピス

JF 

入口

RA/興S
S鈎

。
険A／随
従同ー

PUBUCAREA 

いりえ しん

入江伸

（三田メディアセンター係主任）

千村文彦

（三田メディアセンタ ー）

を提供している場所は，次の3つのエリアから構成

される（図 l参照）。

(I）オープンエリア（写真 I)

Windows NTを搭載したパソコンを 30台設置し，

インターネット，電子メールやデータベース検索，

データ加工，資料作成を行うことができる。また，こ

のエリアでのCD-ROMデータベースの検索も ll月

後半を目指して準備している。

利用できる主なソフトウエア

・ Microsoft Internet Explorer 

・ Netsca戸 Navigator

・ Microsoft Offlce97 

・ Microsoft FrontPage 98 

・ TSP 

・ Adobe Acrobat 

・ Becky! 

・ AL-Mail 

(2)AV編集室

デジタルカメラ，ビデオの貸出や，デジタルビデ

オのカット編集 ・MPEGへのエンコードを行うこと

図 lオープンエリア， AVコーナー，AV編集室平面図

（三回メディアセンターホームページレイアウト図を一部修正）
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ができる。また， VODシステムも用意され，作品の

発表も可能となっている。

(3)AVコーナー

DV, S-VHS, Hi8, MD，カセットテープ，レコー

ドの視聴が行える（写真4）。

3.計画立案での課題

3.1伝統と雰囲気にあわせる

伝統的な関書館の雰囲気を壊さないように，その

中心エリアに数十台のパソコンを設置する。これ

は，思っていた以上に難しい課題であった。

はじめは， OAデスクを並べ， 40台以上のパソコ

ンを設置するという計画であったが，万人の納得す

る案ができないため，専門家の意見を取り入れるこ

とになり，デザインを含め，業者のコンペを行うこ

ととなった。

コンペにあたっては，できるだけ多くのパソコン

を設置したいという意見もあったため，以下のそれ

ぞれのパターンについて提案を依頼した。

(a）.パソコンをできるだけつめる案

(b）.ゆったりとした雰囲気の案

(c）.これら（a),(b）の中間案

コンペの結果，比較的ゆったりした案が選定さ

れ，オープンエリアに設置するパソコンは30台と決

定された。

初期の計画では， AV編集エリアはオープンエリ

アに連続して， AVコーナーに展開することとなっ

ていた。しかし， AV編集を行う場合，共同作業が多

く，騒音が心配されるため， AV編集エリアを当時ビ

デオ ・レコー ド関係の機器が設置されていた部屋に

展開することとした。

3.2共通基盤としてのコンビュータ環境

利用者にできるだけ同ーの利用環境を提供するた

めに，オープンエリアのネットワークは，計算室の

ネットワークグループに参加することとした。また，

利用方法や基本的な操作方法もパソコン教室と同様

とした。しかし，図書館では計算室に登録していな

い利用者でも検索等のサーピスは行えるよう設定す

ることになった。

設置するパソコンは，共通の利用環境，ユーザ認

証の問題，セキュリティ対策，利用可能ソフトを考

膚、し， WindowsNTとした。インストールするソフ

トも計算室で設定するものを元に検討し，利用者の

要望や費用等も考慮して，若干の変更を行うことと

した。

38 

写真 lオープンエリア

3.3プリンター問題

プリンター問題はたわいない問題にみえながら，

いろいろな側面で常に論議される問題であった。課

題は以下の2つに整理される。

(I）ネットワークプリンターは使いにくいので，パ

ソコン 1台ずつにプリンターをつけたい。

(2）印刷に伴う消耗品や紙はだれが用意するか。個

人で紙を用意する場合は，自分で紙をセットす

るためにネットワークプリンターは利用できな

し、。

これについてはまだ明確な結論が出ていないが，

オープンエリアでは以下のような方向付けをした。

(I）今後，パソコン数が増えていく中で，パソコン

l台にプリ ンターl台という構成を維持すること

には無駄が多い。

(2）作業結果を，プリント出力だけではなく，フロ ッ

ピーやファイルサーバへの蓄積等を可能にする

ことで，プリント出力に頼る割合を減らしてい

く。

(3）多くの問題は予想されるが，ネットワークプリ

ンターを設置し，図書館で紙を用意し，利用者

から使用相当分の費用を負担してもらう。

という方向で運用を進めることとした。

この問題の解決には，利用費用の見直しゃ個人ご

とに印制量から課金するような管理システムが必須

になってくると考えている。今後の運用の状況をみ

ながら検討を続けていきたい。

4. AV編集室の現状

6月から新しいサービスを展開 している AV編集

室の現状を紹介する。

4.1 AV編集室機器とソフト

デジタルカメラ，ピデオを利用した素材 ・教材作
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~II日 星記
VOD，ーパー ファイルサーバー

10bne-T 

品 車記讐己主冨c::11 
カラープリン，カラースキャナCO-R

DVデツ争

圏耳醤－圏
DVノンリニア，..システムX5式

｛オープンヱリアには4式）

運用管理用Pc 

置離雇富
士事種融盟理事 圏晶 画面

パヲタアッブ剛・mmストリーマDVヂヲキ 脚ヂヲキ

Co筒t,• • DVカット．集システム x2式
アナログリ二ア..システム x1式

※4・.の外観は実物止は異なります．

図2AV編集室機器構成図

成のためのエリアとして AV編集室は準備された。

計画段階では，設置するパソコンにはSONYのVAIO

をモデルとして検討していた。

しかし， VAIOはWindows95しかサポー トしてい

なかったため，共用パソコンとしてのセキュ リティ

等で不安があった。そこでNT搭載機に，画像編集

ソフト等必要なソフトウエアをインストールするこ

ととした。

しかし，設置作業の中で， WindowsNTでは編集

ソフトウエアの動作が不安定なことや，いくつかパ

グが発見されたため， Windows95にもどしてのサー

ピスの開始となった。

写真2AV編集室DVノンリニア編集システム

今後，画像編集ソフトウエアのパージョンアップ

を待ってWindowsNTに移行する予定である。

以下に，利用できる編集機器を紹介する （図2参

照）。

(I) DV (Digital Video）カット編集 （2セット）

DVデッキ2台とモニタ l台で構成され，素材とな

るDVから必要なカットを取りだし，編集すること

カfできる。

(2) DVノンリニア編集（4セット）

DVデッキ l台とモニタ l台， 編集用パソコンで構

成されている。 4分程度のカットをパソコンに取り

こみ，効果をかけ，DVテープに書き出すことができ

る（写真2）。

(3) MPEGエンコーダ（2セット）と YOO

ピデオをMPEGデータにエンコードできる。エン

コードしたものは，YOOに搭載 し公開すること も可

能である。

(4）アナログリニア編集システム（Iセット）

S-VHSの簡単な編集が行える（写真3）。

(5）ネットワーク

AV編集室には，部屋の中に閉じて， IOOMのネッ

トワークが設定されている。将来は， 外部からYOO
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写真3AV編集室アナログリ ニア編集システム

を利用できるような整備が必要だと考えている。

4.2利用状況

AV編集室を利用するためには講習を受講して，

受講証を受ける必要がある。室内には学生コンサル

タントが常駐して，講習や利用指導を行っている。

まだ手探りの状態のため十分な広報・宣伝がで

きていないにもかかわらず，利用者は着実に増え続

けている。貸出カメラやビデオは常に予約が必要と

なっている。

ここ数ヵ月のサーピス経験をもとに，このような

サービスの潜在的な需要はきわめて大きいと思って

いる。

写真4AVコーナー

5.今後の課題
今後予定されているサービスには，CD-ROMデー

タベースサーパのリプレースに伴うサービスエリア

の拡大，および， CD-ROMでの出版物の閲覧サービ

スがある。それぞれの機能とパソコンエリアの設定

との整合性を取ることが簡単にはできないため，

ネットワークを含めたシステム構成やセキュリテイ

についての一部の変更を含めた検討が必要になる。

参考文献
I）三田メディアセンター .AV編集室・ AVコーナ説

明会説明項目（1998/6/24) 

2）三田メディアセンター .AVコーナ ・AV編集室の

利用について（1998/6/22) 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ． ． ． 小展示ニュース
・く医学メディアセンター〉． 
： l常設展示

・ （於医学メディアセンター展示ケース）． 
・ I. I.日本医学史に登場する古医書

第3部大陸医方受容の時代第2章中国医学の変遷

（その 2)

平成9年7月l日～8月31日

1.2.日本医学史に登場する古医書

第3部大陸医方受容の時代第3章中国医学の変遷

（その 3)

平成9年9月1日～JO月31日

1.3.日本医学史に登場する古医書

第3部大陸医方受容の時代

第4章本邦における大陸医方（室町，

代）

平成 JO年2月4日～4月30日

安土桃山時

第5章本邦における大陸医方（実証的医学の繁明）

平成 JO年5月6日～6月30日

2.特別展示

2.1.新年祝賀会展示（於新棟 ll階ロピー）

・ 5 0年前の医学部

・復刊 「慶曙医学j

．木造本館

・卒業記念写真帖

(I, I 5,3 I ,37,51 ,61 ,71 ,73回生の写真帖）

2.2.医学メディアセンタ一新年展示（於医学メディ

アセンター展示ケース）

－開設当時の北里記念医学図書館

2.3.第67回北里記念式展示（北里講堂ロピー）

－北里柴三郎とその世界（北里柴三郎記念室寄贈資

料）

． 

・北里柴三郎墓前祭（医学部創立50周年に開催され ： ． 
た墓前祭記録写真） ． ． I .4.日本医学史に登場する古医書

第3部大陸医方受容の時代 ． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
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パーソナル・コンビュータ利用の登録制について

Internetに接続されているUNIXWorkstationはもちろ

んだが，共用で利用するパーソナルコンピュータ（以

下PC)にもユーザ認証を行うべきである。たとえそれ

がInternetに接続されていなくても当然だと考えてい

た。

しかし義塾では PCについてはこれを行ってはいな

かった。“大学”はその性質上，比較的容易に関係者以

外の出入りが可能である事を忘れてはならない。

現状（1998年8月）で， PCの利用者登録（ユーザ認

証）を行っているのは三田・日吉地区のみである。ここ

では主にその 2地区に限った話としていただく事をご

了承頂きたい。

導入経緯
1997年4月， 三回・日吉地区の両計算室はOSとして

Microsoft Windows 95を導入した（一部Windows3.Iが

残っていたが）。その問題は数ヶ月も経たないうちに表

面化した。その当時要望があり導入していたWebブラ

ウザ（InternetExplorer, Netscape Navigator）を利用した

幼稚な悪戯や嫌がらせが，義塾外部のWebサーバに対

して行われたのである。もちろん，被害を与えてし

まったWebサーバの管理者やコンテンツを公開してい

る方から苦情を頂いた。ここで問題となったのは利用

者の特定ができない事であった（利用されたPCや利用

時間の特定は可能であった）。これを受け， 三田計算室

では 1997年4月に導入したばかりの Windows95を同

年9月には WindowsNT Workstation 4.0 （以下 NT）へと

切り替え，ユーザ登録を義務付けた。しかし， Windows

95で構築していた環境を NTに移行し，ユーザ認証の

み行わせるだけではユーザにとっては何のメリ ットも

ない。そこでメンテナンスシステム（後述）のために

運用していた NTサーバをファイルサーバへ転用し．

個人データの保存を可能とした。日吉計算室では 1998

年4月より NT環境に移行し，ユーザ登録を義務付ける

事となった。

ここでユーザの皆様には，ユーザ認証を行う事は

ネットワーク社会においての“個人”を確立するもの

だと捕らえて頂きたい。決して悪事を働いたユーザを

特定するのが目的ではないのである。

おおはしま こと

大橋 真

（日吉メディアセン ター 兼 メ デ ィ ア ネ ッ ト本部）

ユーザ教育
Windows95からNTへ移行したが，利用に関して戸惑

うユーザは比較的少なかった。Lοok& Feelが同じで

あったためであろう。最近ではユーザ個人がPCを購入

する事が珍しくなくなり，自宅でもWindows95あるい

はWindows98を利用しているユーザが多い。しかし，

NTを自宅で利用しているユーザは多くはない。さらに

ネットワーク上に構築された NT環境となれば皆無で

あろう 。

“デスクト ップ”等のプロファイル領域にデータを保

存しているユーザをよく見かける。計算室では各個人

環境を保存可能とするため，移動プロファイルの利用

が基本となっている。この領域に保存されているデー

タはログオン時とログオフ時にサーバ・クライアント

聞のネ ット ワークを行き来している。よってこの領域

に保存されているデータは，ネットワークのトラブル

によって消失する可能性がある。FAT領域に保存され

ているデータを特定のアプリケーションで聞いた場合，

そのデータが破壊される恐れがある事も NTの重大な

不都合なのだが，この事を知っているユーザは皆無と

言っていいだろう。その証拠にフロ ッピーディスクか

らファイルを直接アプリケーションで聞いているユー

ザを見かける。アプリケーションによっては，聞こう

としているファイルと同じディレクトリに一時利用

ファイルを作成するため，フロッピーディスクから直

接ファイルを開く事自体が問題なのだが。これは

Windows 95やWindows98でも同じである。

また，現状ではメールサーバを UNIXで構築してい

る。ユーザの多くはNTのアカウン卜と UNIXのアカウ

ントの区別がつかない状況である。そして， PCの使用

中に電源をいきなり落とすユーザも後を絶たない。そ

のため，物理的にPCを破壊される事も少なくはない。

この様な事をユーザに理解してもらうため，我々管

理者は環境構築だけでなくユーザ教育にも気を配らな

ければならない。マニュアルの作成等も我々の仕事な

のである。

運用～ユーザ登録～
筆者は 1996年日月から 1998年6月まで三田計算室
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にいた。 1997年9月にユーザ登録を行った際にはメイ

ンフレーム上の学籍データを利用し， 三団地区に在籍

している学生および院生を事前に全員登録を行った。

パスワードはこちらでランダムに生成したものを利用

した。それに伴い， MicrosoftAccessで簡単なデータ

ベースを作成した。この時点でのデータベースは即席

で作成したため，決して良い出来ではなかった。そこ

で， 1998年4月にはこれを基に新たなデータベースを

作成した。今回のインターフェースでは，学生証が磁

気カードになっているのを利用し，カードリーダーで

学籍番号を取得できるように変更を加えた。事前に登

録されているユーザであればアカウン卜情報を即時に

プリントアウトすることができ，さらに事前に登録さ

れていないユーザに対してもパスワードをランダムに

生成し，即時プリントアウトを可能とした（ただし，こ

の時点ではアカウントは作成されていない）。

計算室の窓口受付時聞が終われば，事前に登録して

いなかったユーザの登録作業を行うのだが， Ac印 SSで

必要最大限の処理を行わせている。画面に描写されて

いる幾つかのボタンをクリックしていく事で，アカウ

ントを作成するのに必要なファイルを生成させている。

ちなみにアカウント作成には WindowsNTリソース

キットの Addusersコマンドと NTの標準コマンドであ

るNETGROUPコマンドを利用している。作成された

ファイルをコマンドプロンプトで処理する事で，処理

すべきユーザが何人であろうが，あっ左いう聞に登録

作業のオペレーションは終了となる。

筆者は 1998年6月に円吉計算室へ異動してきたのだ

が，日吉計算室でも事前に登録されているユーザに関

しては簡単なデータベースを構築しているため，登録

状況の確認を行うのは瞬時で済むのだが，登録されて

いないユーザに関しての処理の流れについては改善の

余地がある。今後，時間を見つけてデータベースを構

築するつもりである。

NT Workstation環境構築

Windows95環境を提供していた時期はメンテナンス

システムを導入し， PCの電源投入時に利用環境を再構

築していた。しかし，以下の3点が問題として上がっ

ていた。

l 電源投入時から利用可能状態になるまで時聞がか

かる

2. FAT領域に構築されたシステムであるため，破壊

する事が容易

3.環境の一部を変更したい場合にも煩雑な手続きが

必要

まずそこで，新たに構築するNT環境にはメ ンテナン

スシステムの類を採用しない事にした。これで 卜につ

いては問題が解消されるが， 2.に関しては NTFSを利

用したとしても NT標準の環境ではファイルやレジス

トリのアクセス権が甘すぎ，利用者が簡単に環境を変

42 

更したり破壊する事が可能である。計算室の環境は授

業にも利用されるため，これらのアクセス権を見直し，

（まだまだ見直す余地はあるが）標準以上の堅固な環境

を構築している。3については管理者権限で変更作業

を行うだけで良いので，特別な手続きは一切必要とし

ない状態となった。

アクセス権の見直しについては，アプリケーション

をセットアップ後， NTの監査機能を利用し，アプリ

ケーションの動作に問題がないか確認しながらアクセ

ス権を変更していくという地道な作業を行わなくては

ならない。しかし現在のアプリケーションは多機能で

あり，全機能の動作確認を行う事は不可能である。時

には運用に入ってから修正作業を行う事も珍しくはな

いが， NTではリモートからの変更作業が可能であり，

これを容易に行う事ができる。

さらにシステム・ポリシーを利用する事で利用者の

環境を詳細にコントローlレする事も可能である。もち

ろん，必要なポリシー・テンプレートは作成しなけれ

ばならないが。

NTはUNIXに比べるとまだまだ不完全な OSである

事を思い知らされた。ここでは詳しく述べないが

NTFS自体に問題がある。さらにTWAINドライパの作

りにも閉口させられた。

アプリケーションに関しでも，いくつか問題のある

ものが知られている。例えばNetscapeNavigator 

(Communicator）である。ユーザ固有の情報（メールア

ドレスやブックマークの保存先の指定等）をレジスト

リで保存している が レジストリ内の保存先が

HKEY _LOCAL_MACHINE以下になっていては，その

設定された特定のPCでしかこの情報は利用できない。

この様な情報はHKEY_CURRE肝 ＿USER以下に保存さ

れるべきであろう 。

おわりに
現在，日吉計算室にいる筆者は UNIXWorkstationの

リプレースのためにSolaris2.6でUNIXの環境を構築し

ている。この作業が終わる頃には， 新しいPC室のため

のNT環境を構築しているだろう 。さらにこれらと並列

して，無線LANのクライアント環境構築も行わなくて

はならない…。

しかし，これらが一段落付けば， NTの環境構築につ

いてのノウハウをWebのコンテンツとしてまとめてみ

ょうかと考えている（いつ公開できるかは筆者自身で

もわからないが…）
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視覚障害者の学習支援について

ひらお こうぞう

平尾行戴

（日吉メディアセンタ一課長）

はじめに アルバイトとして位置づけることができた。

慶謄義塾大学ではこれまで日吉， 三田，湘南藤 教材作成の面では，点字プロッタプリンターの

沢のキャンパスで視覚障害者を受け入れてきた経 他に，図表等を立体的にコピーし触覚により情報

験を持つが，昨年4月，新たに法学部法律学科に を伝達するための手段として立体コピー機を教務

全く目が見えない学生が合格し入学した。経験が 部に新規に設置した。

あったとはいうものの，障害学生の入学した学部 また，一般学生にとってパソコンは電子文房具

が異なるので，対応は自ずと別にならざるを得な として必需品になりつつあることに鑑み，視覚障

いところがあり，また日吉キャンパスとしては前 害学生に専用機を持たせることとし，それにはピ

固から 2年間のプランクがあって，受け入れ態勢 ンディスプレイ（プレイルターミナル），日本語音

を考え直さなければならなかった。以下には日吉 声合成装置等の付属装置を備えた。一般学生と同

キャンパスとしての対応とその一環としての日吉

メディアセンターの対応を述べる。

1.日吉キャンパスの受け入れ態勢

法学部から支援要請を受け，教務部日吉支部と

障害者教育を専門とする専任教員を中心に，日吉

キャンパス事務局の総務課 ・用度課，学生総合セ

ンターにメディアセンタ ーも加わって，バリアフ

リーな学生生活を実現するための協議を行った。

生活面での支援として，キャンパス内を一人で

行動できるようになるための歩行訓練，教科書の

購入についての特別措置，学内各所への点字シー

ルの貼付，混雑する学生食堂での昼食についての

配慮等々のこまごまとしたことがあり，入学式前

には，教務部が対応しただけでなく出身高校の教

員のお世話になった部分もあった I）。

履修申告の支援，視覚障害者が履修することの

担当教員への周知，教科書の点訳，期末試験問題

の点訳・問答の墨訳・別室受験等々については，

教務部が法学部と協議しながら一つ一つ解決して

いった針。

学習活動を行い学生生活を送る上で，視覚情報

を音声情報に変える必要が様々な局面で生じるの

で，教務部により日吉在籍学生の中からチュー

ターを組織し，対面朗読，録音等の支援をさせた。

この学生達は当初ボランテイアであったが，昨年

度春学期のうちに人事部の承認を得て学内の学生

ーのパソコン室で常時ヘッドホンを使用させるこ

とは，聴覚障害にもつながりかねないので，ス

ピーカーからの音声を聞けるように専用の場所を

設けた。この部屋では対面朗読等も行った。パソ

コンの使用頻度はそれほど多くはないようである

が，電子メーJレ等を上手に使いこなしている。

学校側の配慮に応え，本人の努力も並々ならぬ

ものがある。講義ノート作成のためのブレイルラ

イトの自費購入，ボランテイア活動の学生サーク

ルへの参加等， 一般学生と共に学ぼうとする積極

的姿勢に好感が持てる。

今回はじめて視覚障害者を履修学生に持った教

員（天文学担当）が，注 I), 2）の小冊子「バリア

フリ ー天文学への第一歩（加藤万里子編）Jをま

とめているので参照されたい。

2.日吉メディアセンターの対応

円吉キャンパス内の一部署として日吉メディア

センターも視覚障害学生の学習支援のためにいく

つかの施策を行った。館内施設利用面での援助，

資料整備が主なものである。

施設利用については，可能な限り一般学生と同

棟に扱うという方針で臨むようにしているが，そ

れでも館内歩行訓練に付き添うことに始まって，

資料の出納，複写の作成等視覚を必要とする局面

で、の援助は必要である。組織として必要な援助を

与えるよう利用者サーピス担当部門に周知を図

43 



MediaNet No.6 (1998.10) 

り，スムースな図書館利用ができるよう心がけて

いる。

また年度途中で対面朗読室を教務部管轄の部屋

からメディアセンター（図書館）へ移し，その後

専用パソコンも移した。メディアセンター内の隔

離された部屋がそのために使用されているが，既

存の部屋（貴重書閲覧室）を一時的に転用 ・兼用

しているに過ぎず，そのための専用の部屋を新設

したわけではない。

資料整備については，法学の基本的資料として

「点字六法Jを，そして点字の英・独・仏語学辞

書を図書館予算で購入した。「点字図書・録音閃

書全国総合目録（国立同会図書館編）JCD-ROM版

については，検討したが購入に至らなかった。

その他の点字資料については，基本的資料は図

書館予算で購入するという方針のもとに，要望ご

とにその都度検討している。点字，音声に変換可

能な CD-ROM等についても，同様で，これらに

ついては長期貸出しも考慮している。DVD，日本

語吹き替え版の洋画ピデオ・レーザーディ スク等

の視聴覚資料も要望があれば検討して購入してい

る。

一般的にいって，求める著作の点字図書の有

無，所蔵調査，入手の迅速性については，既に点

字図書館のネットワークが全国規模で活動してお

り，相当の実績を挙げているので，それを利用す

るのが確実かつ有効である。本人もそのことは熟

知していて通常はそちらのルートで資料入手が行

われている。相互補完的に使い分けられている。

3.問題点とまとめ

公共図書館に比し大学図書館は障害者サービス

では大帽に後れを取っているという批判がある。

日吉メディアセンターはその批判に応える態勢を

もっていない。個別に対処することで凌いできた

し，今後も経験の裏付けを持ちながらの個別対応

にならざるを得ないと思われる。

一つ従来と異なる点はコンピュータを活用す

ることにより教材等の点訳・レポー ト等の墨訳が

容易に行われるようになったことである。パソコ

ン点訳機器があれば，従来とは逆に「音訳よりも

点訳の方が早く提供できる場合も多いJ3）。

障害学生が日吉での一般教育課程を終え，専門

課程に進学した後も（法学部は三田キャンパス），

貫して同等の支援態勢の下で学習活動ができる

ような配慮が今後必要とされる。

注
I）和田功男“キャンパス生活の援助と組織上の問題

点＂.バリアフリー天文学への第 一歩．加藤万里子編

．［横浜］ ( 1998) p.2-4. 

2）飯田等，神谷弘子“履修上の問題点と措置＂.前掲

書.p.5. 

3）日本図書館協会障害者サーピス委員会編．障害者

サーピス． 東京，日本図書館協会υ996)p.115. 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ． ・・ 小展示ニュース ・． ． 
：〈三田メテrイアセンター〉

：平成9年

・10月l日～10月31円． 
・泉鏡花展． ・ll月8日～11月25日

：昇斎ー景の錦絵

: I l月26日～12月22日

モスクワ芸術座と小山内薫

平成 10年

4月 15日～5月29日

江戸時代の外国語辞典

6月l日～6月30日

三田評論制干IJ100年記念展示

7月21日～7月29日

教科書に見る日本の古典

．．．．．．．．．．．． 

〈理工学メディアセンター〉

平成 10年

6月25日～7月 16日

ロパート ・フック（ニュートンとの因縁）

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
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ティ ールーム

少しだけ疎遠になった恋人ヘ

いけだまきお

池田真朗
（法学部教授）

あの頃私は，うれしくて仕方がなかった。そして，

君のことを何でも知ろうと思ったし，怪しげな奴が

近づこうとすることさえ気になって，毎日何度も会

いに行った。そして，少しでも君と一緒にいたかっ

た一。

1982年春，私の新しい恋人は，前の恋人と向かい

合わせのところに，地上6階，地下5階という規模

で， j粛酒なサーモンピンクの外壁をまとってオープ

ンした。これは， 三田山上の一人の図書館フリーク

の話である。

私の専攻は民法である。今のようにデータベース

などない時代に法律学を学ぶ者にとっては，図書館

は，書籍だけでなく膨大な判例資料等を利用する上

で不可欠の場所だった。私は，経済学部に在籍した

まま， 3年生から本格的に法律の勉強を始めたとい

う経歴を持つので， l年生から法律学科で勉強して

きた友人たちより何倍か急いで勉強しなければいけ

ないのは当然のことだ‘った。私が旧図書館に入りぴ

たり，そのほとんどすべてを知り尽くすようになる

のは，ごく自然な成り行きだ‘ったのである。当時，私

だけでなく勉強家の仲間たちは，自分の専門の主な

書物が何階のどの棚の何段目にあるか，全部記憶し

ていた。そして，地下 l階の談話室を，ゼミの仲間

で現在のグループ学習室のようにして使っていた。

当時はそこが禁煙でなかったので，もうもうとした

煙の中で，遅くまで議論をしたものである。今にし

て思えば狭い大閲覧室は，高い天井からクラシック

なシャンデリアが下がり，最初に座席に着いた時は，

ようやく大学生になったという実感にひたったもの

である。天気の良い日には，開け放った高い窓から

鳩が飛び込んで，シャンデリアにとまることもあっ

た。

そして大学に残って留学し，帰国して自分がゼミ

を持つようになって3年目の春に， 旧図書館は書庫

を残して会議室等に変わり，新図書館が当時として

は画期的な規模と設備を擁して開館することになっ

た。新しい恋人とのおつきあいが始まったのである。

私は，早速に館内をチェ ックして回った。特に，そ

れまでの法学部資料室の書籍と資料が，新館の地下

の書庫と4階の総合資料室とに分けて収蔵されるこ

とになったので，まずは自分の使う資料がどこにあ

るのか，そして自分の新しい仕事場がどこになるの

かを確認した。また，法学部資料室の書籍（教員・院

生のみ利用可で当時は準貴重書に入るものも含まれ

ていた）が，地下の一般書籍と同じフロアに置かれ

ることになったので，持ち出しを心配して，仕切り

のチェーンの設置をお願いしたりもした。さらに，

ゼミ生にも早くこの新図書館に慣れてもらおうと，

早速にオリエンテーションに参加させた。新館のぞ

ミ単位のツアー（現在の文献探索ツアー）の第 l号は

法学部池田ゼミのはずである。

あれから 16年，国連の仕事や司法試験委員等の公

務ですっかり忙しくなってしまった私は，頻繁に足

を運べずにいるうちに，めまぐるしく変わる恋人に

ちょっと戸惑っている。でも この98年夏休みの雑

誌書架の大移動に際しでも，早速に3階の事務室内

に新設された教員キャレルを試したりと，恋人と話

を合わせる努力はしているつもりだ。

最後にライブラリアンの皆さんにお願いしたい。

図書館の利用者にとって一番うれしいのは，機械で

はなく，生身のライブラリアンに助けていただける

ことだ。「この資料はどこにありますかjという問い

に，「ちょっと待って下さいjとパソコンを叩いて

データを出すのではな く，「そこを右に曲がって3番

目の棚ですJと言ってもらえるほうがずっと有難い。

メディアの時代だからこそ，データを見るのではな

く現場を見ること。マニュアル通りではなく経験を

大切に。それが， 一味違う「プロjというものでは

ないだろうか。

本当にライプラ リアンに助けられたという実感を

持った研究者は，それをずっと忘れない。現に私の

『法学研究jの論文の中には，あるライプラリアンの

方への謝辞が付いているものがある。私としては，

ちょっと疎遠になったけれどもずっと大好きな恋人

とやはりハートでつながっていたいと思うのであ

る。
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北里記念医学図書館60年のあゆみ

はじめに

1997年の秋，医学メディアセンターりはなにかと

行事が多く，忙しい時期であった。JO月3日に明治

記念館を会場に財団法人国際医学情報センター創立

25年記念講演会とパーティーが聞かれた。その後，

10月13日には市ヶ谷の日本大学会館で日本医学図

書館協会創立70周年記念講演会が開催され，あわせ

て祝賀パーティーが同じ会場で行われた。最後に，

I 1月21日，北里記念医学図書館開設60年記念祝賀

会が開催された。ここでは，北里記念医学図書館が

開設60年を迎えたことを報告するとともに，医学メ

ディアセンターの立場から見た国際医学情報セン

ターならびに日本医学図書館協会との関わりを簡単

にまとめておくこととしたい。

1.北里記念医学図書館開設60年

北里記念医学図書館が 1937年に開設されて 1997

年で60年を迎えることとなった。f慶麿義塾図書館

史jに相当する書物はないものの，図書館の歴史に

ついては正史ともいうべき資料に大津充がいくつか

報告をしている 2)3）九北里記念医学図書館を振出し

に勤務を始めた大津充も 1996年度末をもって 44年

余りの勤務を終えて定年退職されている。また，職

員として47年余りを北里記念医学図書館にのみ勤務

した窪田よしも 1994年度末をも って定年退職されて

いる。図書館の歴史の前半分を知る生き字引として

の人物はだんだんに実務の場を去りつつある。

1987年に図書館が開設して半世紀を迎えた時，盛

大な記念式典を開催した。記念式典は医学部新棟lI 

階大会議室を会場に聞かれ，米国シンシナテイ大学

からナンシー・ロレンツィ博士を招牌し講演をいた

だいた九統合型学術情報管理システムが当時の医

学図書館界での中心的な話題であったので，講演も

これに関するものであった。式典の後，会場を北里

講堂に移して祝賀会を開催した。祝賀会の出席者は

約 160名と記録されている。記念出版物は 2点で，

ニーナ・マテソン博士がまとめられた 『医科大学に

おける学術情報マネージメントjを医学図書館界の

関係者の協力を得て翻訳し刊行した6）。この翻訳は
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さとうかずたか

佐藤和貴

（医学メディアセンタ一事務長）

多くの文献に引用文献，参考文献として参照された。

さらには，図書館の歴史について 『50年のあゆみj

を刊行し，大津充が回顧録をまとめている九記念式

典の記録については館報『きたさとニュースjが特

集号を制作している 8）。

それから 10年が経過し， 1997年，図書館は開設60

年を迎えることになった。先に述べた開設50年記念

式典には比べようもない質素なものではあったが，

開設60年記念行事として，

l記念品を作成すること

2.資料展示を行うこと

3.祝賀会を開催すること

4.広報活動を行うこと

を考えた。記念品の作成については，しおりや絵

葉書といったものを考えた。慶謄義塾図書館が開設

80年を記念して絵葉書を作成していたこと，絵葉書

が好評で第二集も作成されていることが刺激になっ

た。また，北里図書館開設の際にも絵葉書を作成し

ていることから，これに範をとることにした。絵葉

書の作成には小津ゆかりほか数名の職員が委員会を

編成し，古津賢ーがまとめ役となった。完成した絵

葉書は 10枚 1組で，封筒の表には開設50年に際し

て当時の職員酒井明夫が図書館前景を描いたポス

ターからの絵をあしらった。絵葉書は，書物では

fターヘル・アナトミアjオランダ語版，同ドイツ語

版， f解体新書jの3点，建物では，建設当時の全景，

閲覧室など4点，さらにステンドグラス，北里柴三

郎色紙，医学部図書館蔵書印の合計 10点からなる。

絵葉書は図書館カウンターで頒布している。

資料展示会は文書類の展示と貴重書の展示とを考

えた。図書館には開設当時の書類等が保存されてお

り，それには入札の書類，官公庁の許可書，寄付を

募った際の名簿などがある。書類はすっかり黄ばん

でしまっているがこれらの展示は興味をひくだろう

と考えた。また，貴重書の展示ではいくつかの候補

もあげた。絵葉書にした原資料と絵葉書を対比した

展示や森鴎外の史伝に登場する日誌の展示などであ

る。しかしながら，保安上の問題から貴重書の展示



は『解体新書jやベザリウス，パレなどの複製本に

とどめた。この企画と実施については史料委員会の

常設展示，新年祝賀会，北里記念式などにおいて資

料の展示を担当している松原良子が中心となって

行った。

祝賀会は有志の開催という形をとり，図書館の元

館長，先輩，旧職員，取引関係，現役職員などにご

案内を差し上げた。会場は図書館から近い，四谷三

丁目のホテル， JALシティ四谷東京に定めた。当日，

ご出席いただいた方は93名であった。この祝賀会の

様子は『医学部新聞jに掲載されている針。なごやか

な談笑がそこここに見受けられる心暖まるパー

ティ ーであった。広報に係わることがらとしては，

図書館が開設 60年を迎えることを『医学部病院

ニュースjにお願いして記事を掲載していただいた

10）。前に述べた『医学部新聞jも同様である。図書

館では『きたさとニュースjに「60年のあゆみ北里

記念医学図書館 1937・1997Jとして連載記事を掲載

した。参考までに号数と表題を記しておく 。

205号北里記念医学図書館年表

206号出版物について

207号組織について

208号目録について

209号閲覧

210号利用者サーピスの変遷

21 1号参考業務における文献調査活動の変化

212号相互貸借

213号蔵書 ・図書費

214号施設・設備

祝賀会で多くの先輩に接し，お話を伺った編集委

員から「回顧編jを掲載しようという意見がまとま

り， 4編の記事を連載した。

215号横山哲朗（元館長）新しい酒は新しい草袋

216号高垣玄吉郎（元協議会委員）医学史図書室

217号津田良成（元図書館総務部長）センターの発

展を支えてくれた女子職員の活躍

218号安田健次郎（元医学部長）戦後復興の頃

開設ω年記念行事はおよそこのような企画で準備

が始まり，実行され，終了した。多くの職員の参加

により有意義な行事が行われたものと考えている。

2.最近の 10年
ここでは，開設50年から 60年にいたる 10年聞に

焦点、を合わせて図書館の内外に起こった事柄を述べ
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ることとしたい。

業務面での変革について最大のトピックは1991年

に行われた図書館機械化システム KOSMOSの導入

である川。医学情報センターでは当時，渡部満彦ら

により開発された図書受け入れシステムが稼働して

いるだけで，図書館機械化システムは稼働していな

かった。他の情報センターでも図書貸出システムが

稼働している程度であった。そこで研究教育情報セ

ンター全体の図書館機械化システムの開発導入が計

画されていった。手ごろなテストベッドとして医学

情報センターはほとんどすべての機械化を実施した。

これについてはセンターの職員が担当業務について

報告をしている 12）。

組織上の変更が1993年に行われた。研究教育情報

センターは大学計算センターと統合されてメディア

ネットとなった。支部である医学情報センターは大

学計算センター四谷計算室と統合され医学メディア

センターに名称が変わった。組織として，所長をお

き，副所長職をあらたに設け，教授の兼任ポストと

なった。従来の副所長職は事務長とした。組織の名

称も資料サーピス担当は図書館情報サービス担当に，

情報サーピス担当は情報メディアサービス担当とか

わり，計算室は情報システムサーピス担当とされた。

人員としては計算室所属の2名が増加した。

医学部キャンパス内にネットワークが張り巡らさ

れたことから，データベース検索サーピスを開始し

た。これは理工学メディアセンターが文献検索用に

設置したサーバーにMEDLINEデータベースの搭載

を依頼することで始められた。資料購入に関る経費

については4地区のメディアセンターにも一定額を

分担してもらい，共同購入の方式をとった。また，機

器の運用等はすべて理工学メディアセンターに依存

している。

医学部学生への指導，教育にも新たな次元を画し

た。従来から，医学部では医学部2年生に医学医療

を支える部署についての早期体験教育を経験させて

きた t九この中には図書館業務も含まれ，医学生に

図書館業務への理解を求めてきた。その後，早期体

験教育は次の段階へと進み図書館業務とは異なる

実習を経験させることになって図書館の任務は終了

した。新たに 1995年度からは「基礎医学特論jを担

当することになった。これは，医学部3年生に対す

る授業で，医学メディアセンターが担当するテーマ

は「医学文献情報概説jとした。若い職員を中心に

情報リテラシー，情報検索，ソフトウエアの応用な

どを機器を活用しながら講義，体験してもらってい

る14）。成果は『きたさとニュースj付録として刊行
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している 15)16)0 看護短期大学図書室においても同様

に教育に携わり，この成果が報告されている 17)18）。

f医学部年報jに掲載される研究業績の編集機械

化は長い間の課題であったが，数年前からこれを

データベース化する計画が進行し，医学部内各部署

と共同して開発にあたった。これについては平吹佳

世子が担当者となっている。

資料の面では山中資料センターの設置による資料

の移動が挙げられる t則。この施設そのものはメディ

アネット本部に所属するものであるが，メディア

ネット全体の保存書庫としての性格をもっ。書庫が

狭臨である医学メディアセンターにとって山中資料

センタ ーへの移送は大きな助けになった20）。 第一次

移送は 1994年に行われ1969年までの雑誌と 1945年

以前の図書が信濃町キャンパスから山中資料セン

ターへ移送された。第二次移送は 1998年に行われ

た。このときは1979年までの雑誌を移動した。現在，

医学メディアセンター書庫に所蔵する雑誌は1980年

から 1998年までのもの，約 18年分のみとなってい

る。

山中資料センターの利用実態についてはその初年

度についての報告があるが，現在までの利用状況は

およそ次のような状況にある 21）。

複写

1994年度（8カ月） 2,939件

1995年度

1996年度

1997年度

4,297件

4,310件

3,949件

貸出

73件

164件

139件

136件

実績としては平日で一日約15件程度の複写申込み

となる。1998年度後半は第二次移送の影響を受けて

増加が見込まれるところである。

1994年以降，施設設備の改善が図られたことは特

筆に値する。医学部では当初3年次計画をたて，以

下のような改良工事を計画した。

1994年次書庫内照明改善工事， 閲覧室改善工事

1995年次閲覧室空調（冷暖房）改善工事

1996年次地下閲覧室，事務室改善工事

ところが，さらに追加工事が必要となり， 1997年

次は書庫空調（冷暖房）設置工事， 1998年次は書庫

床改良工事が行われることになった。これに加えて，

外壁の補修工事が1997年度に行われ，建物の外装は

一新した。図書館の建物の中にある北里講堂にも空

調（冷暖房）工事が行われることになり， 1998年度
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に施工された。これらの改修により建物全体の更新

計画は著しく進捗した。

情報システムサーピス担当はもともと四谷計算室

の業務であったが，ネットワークの時代を迎えて大

きな変貌をとげた。情報ネ ットワーク基盤の拡充は

予想をはるかに上回った。1994年に慶麿義塾情報

スーパーハイウェイ計画が示された。このあと，当

時のネットワーク・テクノロジー・グループ，その

後のネットワーク・テクノロジー・センター（仮称）

開設準備室の指導助言を受けながら，着実な進捗を

得た。この結果，ネットワークに関るサーピスが

1996年夏から開始された。この間の医学メディアセ

ンターは繁忙を極めた。医学メディアセンターが事

務局を務める医学部情報システム検討委員会はその

名称を医学部ネットワーク委員会と変更し，精力的

な活動を行った。委員会では小委員会，世話人会を

編成し，医学部内に設置する情報コンセントの配置

やメディアネット本部からのいろいろな問い合わせ

に対して回答していった。

ネットワークの運用は初年度は実質上9カ月を数

えるのみであったが，登録者数は520名にのぼったo

1997年度は l100名を越え，文字通り倍増した。1998

年度についても既に前年度を越え1300名に近づいて

いる。

3.国際医学情報センターとのかかわ

り一創立25年を機会に一
1972年に文部省，厚生省認可による公益財団法人

として設立された国際医学情報センター（以下

IMIC)22＞は 1997年に創立25年を迎えた2九この間，

会員制度を基盤として製薬企業や病院に対して資料

提供，情報提供を行ってきた。また，米国国立医学

図書館や国際原子力機構の情報サーピス機関にわが

国の医学文献情報を提供して世界規模のデータベー

ス作成に協力を続けてきた。

医学分野においては文献情報が診療や研究の基礎

となっていて情報ニースが高い。さらに医学分野で

はこの種の情報活動に対しては資金がかかるものと

認識されている。ここに至るまでには大きな試練が

何度となくあり，道が必ずしも平坦ではなかったこ

とは理解しているが，情報提供のみの独立した機関

として四半世紀にわたり経営を継続できたことには

感慨を禁じえない。

TMlCの母体となる活動が当時の慶謄義塾大学医学

情報センターにあったことから，その歴史は前述の

大津充の報告にも記されている。しかしながら最近

では業務内容は大きく様変わりし， Webサイトに見



られるような先進的な活動を行っている。例えば，

圏内医薬品副作用データベースの提供であり，疫学

情報の翻訳提供である。官公庁からの受注にとどま

らず，最近では健康関連企業からの受注や異業種か

らの受注もあり，顧客層の拡大が目覚ましい。

慶膳義塾との人事上のつながりをみると，理事長

は歴代元教授であり，常任理事は部長級職員の出向

者である。理事職には他にも医学部長，常任理事の

就任があり，監事にも常任理事，塾監局長の就任が

ある。評議員職には教授の名前も見られる。人事面

でのメディアネットとの関係は所長が理事職に，本

部事務長が評議員に就任している。医学メディアセ

ンターでは所長が理事職を務めている。役員などに

慶謄義塾の関係者が多くを占めてきたことはそもそ

もの発足に起因するとはいえ義塾との特別な関わり

を感じさせる。しかしながら一方で，慶懸の名前を

冠したいわゆる傘下団体ではなく，！MICの収益の増

加が，慶謄義塾に果実をもたらすものではなかった。

業務上でのメディアネ ットとのつながりは，IMIC

に山中資料センターの運営を委託していることであ

る。医学メディアセンターとの関係では施設の一部

を賃貸し，資料の利用につき便宜を図っていること

などにより，施設設備利用についての対価を受領し

ていることがある。事務連絡の上では医学メディア

センターとの間で定期協議の機会を設けている。

4.日本医学図書館協会とのかかわり

－ 創立70年を機会に一
日本医学図書館協会（以下JMLAとする）はその会

則によれば，「医学・医療その他関連領域の図書館事

業の振興並びに情報の管理，利用，生産，流通に関

する調査，研究及び開発を推進し，も って医学・医

療その他関連領域の進歩発展に寄与することjを目

的としている判。現在の加盟館は国立大学39館，国

立機関2館，公立大学 10館，公立機関3館，私立大

学46館，私立機関 13館からなる。ほかに維持会員

（団体），維持会員（個人）とからなる。1998年度か

らは個人加盟を認めることとなった。専門主題に限

られた図書館協会であって，国立，公立，私立の大

学， 機関を含み，独立した事務局をおき，専任の職

員を配していることは類例がないであろう。

JMLAの創立は 1927年にさかのぼる。当初，官立

医科大学附属図書館協議会として創設され， 1929年

医科大学附属図書館協議会と改名された。JMLAの

歴史は多くの場所で語られており繰り返すことはし

ないが，相互の連絡，図書館事務の進歩改善を図る

には組織が必要であったm。この組織を通じて，資
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料の相互貸借活動を基本に活動が始まった。そのた

めには雑誌目録，図書目録が必要であり，総合目録

の考えが進み，総合目録編纂の補助手段として 『現

行医学雑誌所在目録jの編集も行われた。初期から

加盟館統計を作成していたことも特筆に値しよう。

北里記念医学図書館，医学情報センター，医学メ

ディアセンターと名称は変わってきたが，いつのと

きも慶醸の医学図書館は， JMLAには少なからぬ関

わりを持っている。会長職が置かれた 1955年以降，

草間良男，牛場大蔵，嶋井和世の3名が会長に就任

しており，理事職には佐野輝夫をはじめとして大津

充，天野善雄ら歴代の主任司書がほとんど就任して

いる。各種委員会への委員の派遣も多かった。1985

年に開催された第5回国際医学図書館員会議では菅

利信東京医科大学図書館副館長のもとで事務局を担

当するなどして，当時の館員の協力を集めて会議を

大成功に導いた。このとき九r1LAからは感謝状をい

ただいた。

おわりに

北里記念医学図書館が開設60年を迎えた時，期を

同じくして国際医学情報センター，日本医学図書館

協会がそれぞれの節目を迎え，祝宴をひらいた。医

学という同じ土俵の上で， 一定の範囲の人々に情報

を提供している図書館がある。あるいは全世界的に

情報を提供している情報機関がある。さらには情報

を提供する機関を組織している団体がある。各々の

存在理由を吟味しながらも，これからの変革に協調

して連携していくことが求められていると思われる。

迫る 21世紀に万全の対応をして臨みたいものであ

る。残された時間は少ない。
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三田図書館・情報学会月例研究会

第93回 日時 ：1997年 11月15日 （土）午後2時～4時
テーマ：情報メディア研究の枠組みとその意義
発表者：倉田敬子（慶謄義塾大学）

第94回 Fl時： 1998年 l月24日（土）午後2時～4時
テーマ：図書館法改正の内容とその意味一最低基準廃止と有料化を中心に一
発表者：糸賀雅児（慶謄義塾大学）

第95回 日時 ：1998年3月28日 （土）午後2時～3時30分
テーマ：電子情報環境下における学術情報流通と著作権
発表者：大谷康晴（慶謄義塾大学大学院）

第96回 目時 1998年5月30日 （土）午後2時～4時
テーマ：放送大学における司害教諭科目の実施について
発表者：高鷲忠美（東京学芸大学）

第97回 日時 1998年7月25日（土）午後 l時30分～3時30分
テーマ： GlobalStandardに向けての大学図書館
発表者：高井昌史（紀伊国屋書店）

第98回 日時： 1998年9月26日（土）午後2時～4時
テーマ：図書館とインタ ーネットの将来像

発表者： TheodorNelson （慶謄義塾大学環境情報学部）

これらの研究会は，非会員にも公開している。ま

： た，年2回刊行の機関誌Libraryand Information 

• Scienceは，個人会費（年額￥3，α｝（））機関会費（年． 
・ 額￥5，α｝（））を支払った会員に送付される。学会への． 

． 

入会，機関誌等に関する問い合せは，慶腰義塾大学 ．

内， 三田図書館・情報学会事務局（Tel.03-3453-45日 ：

内3147）で受け付けている。

．．．． 
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理工学メディアセンターの洋雑誌コレクション

1.はじめに
自然科学系図書館の蔵書に占める外国雑誌の割合

は大きい。その上，版元価格の恒常的な上昇と近年

の円安傾向から，資料購入経費に占める外国雑誌の

購読料が一段と増し，蔵書維持に苦慮する日々が続

いている。このことを これまで築いてきた蔵書を

見直す良い機会と捉えコンパクトであっても強力

な蔵書の構築を目指すために，理工学メディアセン

ターで所蔵する洋雑誌の分野別構成と評価を試みた。

2. SCI川CRによる調査
雑誌コレクションを評価する方法はいろいろ存在

し，総合的に捉える必要があるが，ここでは米国ISi

社の ScienceCitation Index（以下， SCI）のデータを基

に毎年作成される JournalCitation Reports, Science 

edition（以下， JCR)onCD-ROMを使って，購読誌の

分野別分布を出すとともに，その引用分析から理工

学メディアセンタ一洋雑誌コレクションの特慣を把

握し，コレクション理解の一助とした。

舘田鶴子

（理工学メディアセンタ一課長代理）

こ子
え
宙
仏み＝一

以谷
み
一一

（理工学メディアセンター）

(1996年版であれば， 1996年発行の主要な雑誌（約

4,800誌）の参考文献中， 1994-1995年の2年間にA

に掲載された論文が対象となる）

もうひとつの指標，最新引用指数（immediacyin-

dex）は，雑誌が発行された年にその雑誌の掲載論文

が引用された回数を計算したもので，論文の出版年

が最新年（1996年版ならば 1996年発行のみ）に限定

される。

引用分析の限界を知った上で結果を見る必要があ

ることを， JCRのガイドページは示している。また，

引用だけから雑誌を評価することは危険であり，質

的な評価と相互補完の関係にあるべきとも述べてい

る。インパクトファクターにバイアスを与える主な

要因として， つぎのことがあげられている。

(I）論文タイプ

出版された論文数としては，オリジナル研究論文

とレヴュー論文のみをカウントするが，引用された

論文には，そのほかレター，学会抄録等も含む。よっ

て，ある雑誌がレターや学会抄録を多く含んでいる

2.1 JCRとは と，インパクトファクターは上がる。

(2）雑誌の発行巻（号）数の変化
JCRには世界中で出版されている科学技術分野の

引用頻度は発行後2年でピークとなることが多い
雑誌，4,500誌以上から得られた引用分析結果が含ま

ため，もし出版論文数が急に増えればインパクト
れている。具体的には，被引用数，インパクトファ

アクターは一時的に下がる。
クター，被引用数の半減期等のデータよりなる。イ

(3）誌名変更ンパクトファクターとは，掲載論文がどれだけ他の

論文（同じ雑誌に掲載された論文も含む）に引用され

たかによってその雑誌の影響力を表わす指数である。

その値が大きいほど雑誌が活発に利用されている，

つまり読者が多いことを表わす。計算方法はつぎの

とおりである。（特定の雑誌を Aとする）

科学技術分野の主要な雑誌に

Aの掲載論文が引用された回数

Aに掲載された総論文数

誌名変更直後の雑誌ではインパクトファクターは

表わされない。2年目には変遷前後の誌名で別々に

インパクトファクターが計算されるが，旧誌名のも

とに高めに，新誌名のもとに低めに表わされる。こ

れを補正するためには，前後の誌名のもとでカウン

卜された被引用数を足して2誌合計の論文数で割る。

(4）被引用数のみがカウン卜される雑誌

同じ雑誌に掲載された論文どうしの引用（自己引
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用）は，被引用数のかなりの部分を占めることが多

い。廃干JJ，休止，あるいは変遷前誌の場合， JCRで

はこの自己引用数がカウントされないため，雑誌問

の比較は単純にはできない。

上の4つの要因以外にも，研究分野による差も考

慮すべきである。年開発表論文数の少ない領域では

5年分の論文数，被引用数を累積して出すなどの工

夫が必要である。

2.2分野別構成と引用分析から見た特徴

JCRは 1996年版CD-ROMを使用したが，データ

を補うために 1995,1994年版も使った。結果を 3つ

の表にしてみた。

表 i分野別所蔵タイ トル数と JCR収録タイトル数

の比較

表2.分野別イ ンパク トフ ァクター上位誌

表3.被引用数上位誌

JCRではSCIの収録誌を分野別に分析できるよう

に雑誌に件名を付与している。それを利用して洋雑

誌コレクションを大まかに分類した。JCRで足りな

いものは， Ulrich’sinternational periodicals directory 

の分類を参考とした。分類は便宜的に 20のカテゴ

リーにわけた（表 I）。これは，理工学部の学科（機械

工学科，電子工学科，応用化学科，物理情報工学科，

管理工学科，数理科学科，物理学科， 化学科，シス

テムデザイン工学科，情報工学科）および専攻（物

質科学，計算機科学，生体医工学）に連動している。

表 lに見るように，洋雑誌コレクション（購読誌

1,188誌）のうち， 73%の雑誌はJCR収録誌（インパ

クトファクターが0.000と「な しJは除く）に入って

いた。科学技術分野でよく引用される主要な雑誌を

中核とするコレクションということができょう。つ

ぎにインパクトファクタ－ 5瓜ゆ以上の上位誌を詳

しく見ると，物理学，化学，生物学，これらに跨る

領域に集中している（表2）。また，分野による特徴

も出ている。物理学では影響力の大きい雑誌がある

程度集中しているのに比し，数学では分野最高のイ

ンパクトファクターが2.313と，分散していること

がわかる。これらの表だけではわからないが，数学

では被引用数の半減期が長い雑誌が多い。引用頻度

は概してレヴュー論文で高い。よって，インパク ト

ファクターの上位誌を多くのレヴュー誌が占めてい

る。理工学メディアセンターの所蔵する洋雑誌の構

成と理工学部研究者の研究テーマ，人数との関係を

詳しく分析して適正な構成バランスを見つけるには，

さらに調査が必要である。

角度を変えて l：年間の被引用数（20,000サイ テー
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ション以上）に注目してランキングをとったのが表

3である。このリス トにあるものは，収録論文が頻

繁に引用される雑誌，図書館サーピスの面からいえ

ば，原報入手の対象となりやすい雑誌である。論文

教が多い， つまり研究者数の多い分野がわかる。

さらに，これに先立って，慶謄義塾大学5キャン

パスの他地区メディアセンターと理工学メディアセ

ンター聞の重複所蔵を長島（現在湘南藤沢事務室総

務担当）がチェックしていたので，今回の調査に関

連させて分析した。理工学メディアセンタ一所蔵の

購読誌1,188誌中，塾内他センターとの重複は362誌

(30.5%）である。表2に見る重複誌は 18誌（54.5%),

表3では26誌（63.4%）と，当然ながら影響力の大き

い雑誌ほど重複所蔵率が高いこ とが明らかにされた。

3.考察

今回の調査から改めて認識したことは，理工学メ

ディアセンターの洋雑誌コ レクション（購読誌）のか

なりの部分（73%）が，引用分析結果のランキングに

出てくる雑誌で占められていることであった。その

うちインパクトファクターが l脱却以上のタイトル

は， 354誌（表 lのJCR収録タイトル数の40.7%，全

購読タイトル数の29.8%）であった。JCRのランキン

グ表に出てくる全収録誌では， インパクトファ ク

ター l脱均以上の雑誌は37.3%である。このことは，

SCI Searchおよびその拡張版である WWWによる

データベースWebof Science ( 1998年5月全塾でサー

ビス開始）の収録範囲と当センター図書館の所蔵誌

がオーバーラ ップする部分が大きいことを示す。そ

れを裏付けるように， SCIは1995年に当センターが

SCI Searchを導入してから，その検索件数が年毎に伸

びている作）。理工学という幅広い， かつ相互に関連

する分野に跨る文献検索に，SCISearchは特定分野の

専門ファイルにはない特徴があり， 一役買っている

といえよう。

資源の重複を省いていかに共有化を図るかは，ス

ペース対策も含めて，今日大変重要な課題であるが，

今回の調査結果にも明らかなように，頻繁に利用が

予測される資料こそ塾内で重複所蔵している。資源

の共有は， 索引 ・抄録誌に明らかなように， プリン

トよりはオンラインデータベースが適している。抄

録とフルテキストのドッキングした商品も出ている。

そのなかで，表2,3に見るようなタイトルをいかに

共有するか，原報入手のコストパフォーマンスを高

めるにはどうすべきか，そのひとつの解決策として

オンラインジャーナルに可能性があるのかを総合的

に検討する時期にある。



例えば，塾内どのセンターでも所蔵するScienceの

ような速報誌の場合，カレントにはScienceOnlineを

利用し，パックナンバーをCD-ROMで保存すればプ

リントはなくてもよいのであろうか。紙という媒体

の持つプラウズ機能，人間の感性に合った性質，保

存の適性などの利点を捨てても，なおかつ伝達のス

ピード，省力化，スペース対策が優先される分野は

何なのかを考える必要がある。その時，ネットワー

クの問題（サーバが海外にあるのか，圏内か，塾内

かによっても利用の快適さは異なるが，データ量が

増えるほど遠隔になりやすい），画像の扱い（プリン

トアウトは特に）などを考慮すべきであろう 。また，

理工学分野では膨大な量の会議録コレクションを抱

えている。雑誌論文と比較すれば一過性の情報伝達

手段である。こういったタイプの資料から電子媒体

を手がけてはどうであろうか。
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実際に重要視される情報の種類および形態は研究

分野ごとに，また，利用者層によって異なっている。

技術の革新も日進月歩である。理工学メディアセン

ターの利用者の要求に合ったアクセス方法，保存と

利用（検索）法を，コスト，スペース，スピード（タ

イムラグ），インターフェイス，ハンドリングの容易

き等の角度から検討し，最善と思われる道を模索し

ていきたい。

注）SCISearchの検索件数は，

1995.6-1996.3 (IOカ月） 1,971件（月平均 197件）

1996.4-1997.3 (12ヵ月） 3,462件（月平均 288.5件）

1997.4-1998.3 ( 12ヵ月） 3,993件（月平均 333件）

1998.4-8 (5カ月） 1,752件（月平均 350件）

である。

表 I.分野別所蔵タイトル数と JCR収録タイトル数の比較

分野

Science, General （科平－
Mathematics （数学）

Eh盟主主
Chemistry （化学）
Biochemistry. Molecular Biology. Biology （生化
学．分子生物学．生物学）
しiぬScience （生命科学）
Environment. Ecology. Geoscience （環境，エコロ
ジー．地球科学） 一一
Science (miscellaneous) （その他の自然科学）

Enii:ineerinii;, General （工学一般L
Mechanical Engineering _ _i機械工学）
Electrical Engineerinii; （電気・電子工学）
Computer Science. ・Information and 
Communication Enii;ineerinii: （コンピュγタ科学）
Rohotics. Al. Control Engineering （ロボット工
学．人工知能，制御工学）
Instruments. Meteroloii:y （計測工宅L_
Materials Science. Metallur肝（物質科学L
Chemical Engineering. Biotechnology （化学工
学．バイオテクノロジー）
Biomedical Engineering （生体医工学） 一
Enii;ineerinii; (miscellaneous) （その他の工学）－
Economics. Business. Management Science （経
済学．ビジネス．マネジメ：rト科学）
Social Sciences （社会科学）

注）インパクトファクターが 0.000と「なしjは除く
(SCI/JCR 1996 ed., 1995 ed., 1994 ed.による）

所蔵タイト JCR収録タイト
／レ盆!Ai tレ韮nnt主｝ B/A 

21 11 52.4鴨
132 101 76.5% 

198 156 78.8唱
147 107 72.8唱
30 24 80.0% 

28 25 89.3覧
9 8 88.9也

20 15 75.0唱

29 21 72.4% 
71 45 63.4唱
139 106 76.3唱
91 58 63.7唱

19 14 73.7% 

11 7 63.6% 
91 72 79.1覧
49 42 85. 7唱

13 13 100.0% 
45 23 5 I. I喝
38 19 50.0唱

7 2 28.6% 

1.188 869 73.1% 

インパク卜ファクター最高値とそのタイトノレ

28.417 Nature 
2.313 J.Royal Stat』sticalSoαety. Ser. B: 

Methodological 
20.208 Reviews of modern physics 
17 .112 Chemical re叩ie畑 S

40.997 Cell 

7 .617 Circulation research 
3.534 Environmental science and 

technology 
4.240 Acta crystallographica. Sect. D: 

_ Biological crystallography 
1.881 Nanotechnology 
3.125 Advances in applied mechanics 
3.400 Progress in quantum electronics 
2. 654 Neural computation 

2.045 Artificial intelligence 

I. 721 Applied spectroscopy 
4 .155 Advances in polymer science 
4.584 Trends in biotechnology 

2.076 Jbiornedical materials research 
1.674 Water research 
2.215 Econometrica 

2.067 J.Royal Statistical Society. Ser. A: 
Statistics in societ 

53 



MediaNet No.6 (1998.10) 

54 

表2.分野別イ ンパクトファクター上位誌

分野別雑誌名 出版社

Science, General 
1 Nature Macmillan 

2 Science. New series AAAS 
3 Proceedings of the National Academy of Sciences of the The Academy 

United States of America 

~堅
4 Reviews of modern physics American 

Phvsical Societv 
5 Annual review of astronomy and astrophysics Annual Reviews 
6 Solid state physics : advances in research and applications Academic Press 
7 Phvsics reports. a review section of physics letters North-Holland 

8 Reports on progress in physics 

9 Advances in physics 

10 Surface science reports 
11 Physical review letters 

12 Advances in chemical physics 

13 Annual review of fluid mechanics 
14 Advances in nuclear physics 
15 Annual review of nuclear and particle science 

Chemistrv 
16 Chemical reviews 

1 7 Progress in inorganic chemistry 
18 Advances in organometallic chemistry 
19 Accounts of chemical research 

20 Angewandte Chemie -International edition in English 
21 Annual review of physical chemist 

22 Chemical Society reviews 

23 J .American Chemical Society 

Biochemistr・v.Molecular Bioloj!'V. BioloJN 
24 Cell 
25 Annual review of biochemistrγ 
26 ].cell biology 

27 Annual review of biophysics and biomolecular structure 
28 Critical reviews in biochemistry and molecular biology 
29 Molecular and cellular biology 

30 Nature structural biology 
31 ].biological chemistrγ 

32 ].molecular biolo 

Life Science 
33 Circulation research 

IOP:Institute of 
Phvsics 
Taylor & Francis 
North-Holland 

American 
Phvsical Society 
Wiley 

Annual Reviews 

Plenum Press 
Annual Reviews 

American 
Chemical Society 
Wiley 

Academic Press 

American 
Chemical Society 
Wiley-VCH 

Annual Reviews 
Royal Society of 
Chemist 
American 
Chemical Societ 

MIT Press 

Annual Reviews 

Rockefeller Univ 
Press 
Annual Reviews 

CRC Press 
American Society 
for Microbiolo 
Nature America 

Am Soc Biochem 
Molecular Biol 
Academic Press 

American Heart 
Association 

インハ。ク卜 塾内
他地｜烹

プアクター

28.417 + 
23.605 + 
10.244 + 

20.208 

12.161 + 
11.571 
8.613 + 
8.440 

8.286 

8.125 

6.477 

5.900 
5.758 + 
5.667 
5.379 

17.112 + 

12.700 
11. 727 

10.546 + 

8.184 
7.174 
6.223 

5.948 + 

40.997 + 
38.966 + 
12.680 + 

12.389 + 
10.850 
10. 727 + 

9.430 + 
7.452 + 

5.195 + 

7.617 + 
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表3.被引用数上位誌

雑誌名
1996 インパクト 最新•JI ffl 1996 被引用他者島地内灰

総被引用数ファクター 指数 論Ji:数半減期 0 

1 J.biological chemistry 293,024 7.452 1.089 4,949 5.4 ＋ 

2 Proceedings of the National Academy of Sciences of 276,659 10.244 1.295 2,790 5.9 
the United States of America 

＋ 

一一 一3 Nature 270,077 28.417 6.290 885 6.3 ＋ 

4 Science. New series 221..&~-~- 23.605 4.837 1,095 5.6 ＋ 

5 J.American Chemical Society 174,540 5.948 1.058 2,223 9.4 ＋ 

6 Cell 149’477 40.997 6.616 451 4.7 ＋ 

7 Physical review letters 132, 797 6.477 1.266 2,684 5.5 
8 Physical review. B: Condensed matter and materials 130, 789 2.975 0.563 4,631 5.6 
physics 

9 J.chemical physics 120,281 3.516 0.733 2,223 >10.0 
10 Biochemistry 91,747 4.818 0.904 1,952 6.0 ＋ 

11 American journal of physiology 89;048 3.323 0.418 2,532 6.0 ＋ 

12 J.physical chemistry. A-B 73;237 3.366 0.641 2,630 6.3 
13 Astrophysical journal. Pt. 1-2 71,220 3.232 0.232 2,124 6.7 ＋ 

14 Biochimica et biophysica acta 69,557 2.430 0.283 1,488 8.5 ＋ 

15 J.cell biology 67,402 12.680 1.807 483 5.9 ＋ 

16 J.geophysical research. A-E 6L912 2.446 0.533 2,180 7.3 
17 Molecular and cellular biology 58,647 10. 727 1.659 748 4.5 ＋ 

18 Biochemical and biophysical research 56,993 2.872 0.328 1,822 6.0 
communications 

＋ 

19 j.organic chemistry 55J:fa 3.722 0.646 1,559 8.3 ＋ 

20 Applied physics letters 55,205 3.092 0.512 2,560 4.8 
21 Tetrahedron letters 52,693 2.497 0.501 2,506 6.4 
22 J.molecular biology 47,133 5.195 1.062 697 7.1 ＋ 

23 Physics letters. Sect. B 45.-827 3.670 0.772 1,634 5.4 ＋ 

24 Physical review. A: Atomic, molecular, and optical 42,320 2.321 0.566 1,264 7.1 
physics 

25 Inorganic chemistrγ 41,161 2.990 0.530 1,255 8.1 

26 Physical review. D: Particles and fields 38,641 3.558 0.994 1,488 5.2 

27 Analytical chemistry 37,_777 4.650 0.630 749 8.0 ＋ 

28 Angewandte Chemie International edition in 37,521 8.184 1.494 605 5.6 

English 
29 Nuclear physics. B 36,280 3.462 0.993 1,206 6.3 ＋ 

30 Macromolecules ヨ6,032 3.331 0.609 1,239 5.5 ＋ 

31 Chemical physics letters 35,626 2.589 0.397 1,452 6.0 

32 J.physiology (London) ~-4·~~1 3.904 0.271 797 9.5 ＋ 

33 Chemical communications 33,645 3.107 0.576 1,283 6.5 ＋ 

34 J.chromatography. A ヨQ,985 2.457 0.293 1,348 6.7 

35 Methods in enzymology 30,103 2.082 0.667 369 9.5 ＋ 

36 Surface science 28,600 2.783 0.318 1,318 6.6 

37 J.applied physiology 28,i'El'5 2.050 0.340 630 9.1 ＋ 

38 Circulation research 26,855 7.617 0.992 257 6.9 ＋ 

39 Applied and environmental microbiology 25;831 3.129 0.471 788 6.1 ＋ 

40 Tetrahedron 23 ,~-~-3 2.232 0.573 1,200 7.1 

41 Annals of the New York Acade!!!.Y_ of Sciences 22,362 1.030 0.158 734 7.4 ＋ 
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スタッフルーム

猫のいる暮らし

たけうちみき

竹内美貴

（湘南藤沢メディアセンター）

ベットについて思い返すと，子供の頃はいつもベッ

トを飼っていた。しかし，とてもかわいがっていたイ

ンコが死んでしま ってからは，“死”による別れが恐

く，ペットを飼えずにいた。

就職した年の秋，隣の軒下で生まれた子猫たちと出

会った。4,5匹の子猫は今まで見たことのない程小さ

く，冬にかけての寒くなる時期にちゃんと育っか心配

になり，ミルクをやってみた。母猫は空腹でも子猫た

ちに先にミルクを飲ませ，自分はじっと我慢していた。

そんな姿に感動し，次第

にミルクをやるようになっ

が好きで，帰宅すると玄関まで出迎えてくれる。ソ

ファ ーに座っていると膝にのる。1簡をなでていると，

猫も人も心が落ち着く 。また，朝も l番に起きる私の

部屋の前に忠犬ハチ公ポーズでじっと待っている。そ

ういった態度が，うれしくてかわいくてたまらない。

父はもともとそんなに動物好きというわけでもなかっ

たが，今ではすっかり猫好きになり手荒ながらも父な

りにかわいがっている。家の中で飼うようになって新

たな発見も多かった。意外かもしれないが猫は情に厚

く家族愛が強かった。

昨年から甥っ子の猫も

た。そのうちに母摘は姿を

現さなくなった。母猫は子

供の面倒をみてくれそうな

所が見つかると姿を消すら

しかった。「任されてし

まったリと思いつつ，その

頃にはすっかり情も移り，

名前もつけてかわいがって

7鑑τ機
家の外に住んでいる。母

猫が後に産んだ子猫を連

れて遊びに来る。母猫は

子供を産んだばかりの頃

は他の者が近づ くと威嚇

するが，前に産んだ息子

に子守りをしてもらうと，

母猫は安心 して出かけて

いって しまう 。そんな様

子を血のつながっている，

家の猫は窓から見ていて

話 し掛けるように鳴いた

り，姿が見えないと呼ん

！ 豹軒続
ー一一角「ついた。

その頃2匹になった子猫

の兄弟は， しっかり者との

んびり屋のコンピでとても

仲が良かった。木登りでも

l匹は機敏にこなすが，も

うl匹はどうしても降りら

を2ゆ③⑮③

事現守李氏ち

れずもたもたしている。するとしっかり者はもう l回

登札見本を見せるかのようにゆっくりと降りてくる。

捕って優しいのだなと感じた。こんな風に毎日，新し

い発見ができて楽 しかった。その頃，家族の話題の中

心は外で自由にかけまわる猫たちだった。

でもある日， l匹が家に戻って来なかった。するとの

んびり屋の猫は落ち込んでしまい，いつまでも遠くを

見つめて待っているようだった。結局そのまま猫は

帰って来なかった。その後残された描は大きな傷がも

とで病気になり入院し，退院後は家の中で飼うことに

した。

はじめの頃はひとつ屋根の下でお互いに慣れず大変

だったが， 4年経った今では「あうんjの呼吸ですっか

り意志の疎通が自然になった。猫は家族とくつろぐの
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だりする。猫は夜になる

と集まって「猫会議jをす

るというが，家の場合は「猫の家族会議jである。

猫好きになってくると近所のどこにどんな猫がいて，

元気にしているか，子猫が生まれた等，気になったり

する。近所の公園にも野良猫はいるが，描好きの人達

にかわいがられ，人懐っこく，こぎれいである。あま

り好きでない人にと っては「そうしているから増えるj

と良く思わないかもしれないが，野良猫は厳しい環境

の中でそんなに長生きはできないし，人の身勝手で捨

てられたりしなければそんなには増えないのだろう 。

身近に接してみると動物は素直で賢く心暖かい。こち

らが見習う べき様なこともあり，「ペットjというより

は共に暮らす家族という感じだ。忙しい生活の中で心

に潤いを与えてくれる我が家の猫たちに感謝したい。
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SFCから見た地区間リソースの依存関係について

はじめに
本稿では①件数から見たキャンパス聞での資料の移

動状況②他地区資料を利用する際の特撮①キャンパ

ス聞の移動から見た，藤沢で使われる主題・使われな

い弱い主題，の3点について述べる。使用するデータ

はKOSMOSのゆ97年度の貸出データを参考としてい

る。

1.キャンパス聞の資料移動状況

湘南藤沢を中心、とした塾内での資料の移動（依存）関

係についてまとめたのが図 lである。湘南藤沢所属の

利用者が塾内の他センターから資料を借りるには，所

属館を通して他センターの資料を取寄せる場合（以下，

ILL）と，自分で直接センターへ行って手続きする場合

（以下，直接利用）の2種類がある。1997年度に湘南藤

沢所属者が直接利用で他センターを利用したのは9,403

件（図 lの④）で， ILLによる利用 1,340件（同図③）

の約7倍である。一方，他地区利用者の直接利用は1,579

件（同図⑤）で， ILL貸出の 1,937件（同図②）より少

なくなっている。湘南藤沢所属者が他地区の資料を利

用する場合は直接利用が多く 他地区所属者が湘南藤

沢の資料を利用する場合は ILLが多いことが分かる。

2.他地区資料を利用する際の特徴

2.1湖南藤沢での直接利用の特徴

他地区資料の利用状況との比較を行うために，基準

となる湘南藤沢での通常の直接利用からみてみる。97

堕塑巴↑
湖南孫沢
メディアセンター

↓理］
湖Ml’F宅問時鱒利用型S

島田貴史

（湘南藤沢メディアセンター）

年度の貸出件数のうち直接利用は 79,448件（図 lの①

＋①）である。主題別に分けると図2のようになる。社

会科学，総記＇＞，技術の順に利用が多く，反対に文学，

言語，産業の利用が少ない。網目で見ると経済学（全

体の 18%），総記（13%），政治学（8%），社会学（8%），都

市・環境工学（5%）の利用がベスト 5である。和洋比で

は94:6と和書中心となっている。利用者身分では学部

生（84%），大学院生（12%），教職員（3%），その他（1%)

である。昨年の利用実態調査とほぼ同じである九

2.2他地区資料の利用の特徴

相手先別では三田(ILL38%，直接60%），日吉 (ILL

39%，直接 37%）でほとんどである。以下藤沢中高（TLL

15%，直接 0%），矢上（孔L69も，直接 2%），信濃町 (ILL

2%，直接 1%）の順である。主題別 3)（札Lが図3，直接

が図 4）には，止しでは社会科学，文学，自然科学の利

用が多く ，芸術，産業，哲学の利用が少ない。網目で

は政治学（全体の 9%），経済学（8%），社会学（6%），総

記（5%），法律学（4%）がベスト 5である。一方，直接

利用では，社会科学，技術，歴史の利用が多く， 言語，

産業，自然科学の利用が少ない。綱目では経済学

(20%），政治学（11%），社会学（8%），法律学（4%），教

育学（4%）がベスト5である。利用身分では，学部生（ILL

54%，直接 77%），大学院生（札L26%，直接 18%），教

職員（TLL20%，直接 4%）となっている。 和洋比は，和

書 ILL87%，直接（三田） 95%・（日吉） 99%，洋書

ILLl3%，直接（三田） 5% ・（日吉） 1%である。

全体的な特債として ①直接利用の方が孔Lより 7倍

も多い ②主題構成がTLLと直接利用で

異なる。ILLでは比較的様々な主題が

利用されているのに対して，直接利用

では社会科学への集中が目立つ③ILL,

直接利用とも学部生の利用が多い，大

学院生・教職員は礼Lが主流である。④

和舎の利用が際立つ。洋書はほとんど

利用していない。

2.3他地区所属者への貸出の

特徴

図l 湘南藤沢からみた地区間資料の移動
な
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地区別でもっとも件数が多いのが全体の7割を超える

三団地区（72%）である。以下，日吉（129も），経管研（6%)

と人文社会学系のキャンパスが中心である。身分別で

は学部生（ILL30%，直接 77%），大学院生（ILL45%, 

直接 13%），教職員（礼L19%，直接 6%）である。主題

としては ILLが図5，直接が図6である。網目では経済

学（礼L26%，直接 28%），社会学（札L8%，直接 8%),

政治学（ILL8%，直接 5%），総記（ILL5%，直接 10%)

が利用の多い主題である。和洋比は，手[IがILL56%，直

接 82%，洋がILL44%，直接 18%となっている。

全体的な特債と して①藤沢の交通事情も反映してか，

江Lの件数の方が直接利用より多い② fLLと直接利用

で主題構成が似ている ③主題構成が藤沢での直接貸出

（図 2）とも似ている ④直接利用と比べて ILLの大学院

生の割合が高い①札Lの洋書の割合が高い，といった

ことが挙げられる。

3.藤沢で使われる主題・使われない

主題
藤沢の資料を貸出すケース（藤沢所属者の直接利用

（図2), ILL貸出（図 5），他地区利用者の藤沢での直接

利用（図6））で利用が多いものは，社会科学，総記，技

術の3つである。反対に利用の少ないものは言語，文

学，哲学，産業の 4つである。次に藤沢所属者の他地

区資料の利用状況を見てみる。他地区資料の利用には

「自館に無い資料Jというイメ ージがあるが，他地区資

料で一番利用（札L借用（図3），藤沢所属者の他地区で

の直接利用（図 4））しているのも社会科学である。他

では技術，歴史，自然科学，文学が利用されている。こ

こでも言語，産業は利用が少ない。結果として「藤沢

では言語，産業はあまり使われない主題jで，「社会科

学，技術は自館だけでなく他館資料も利用 しているJ
ことがわかる。

4.まとめ
他地区資料への依存関係を処理件数と， 主題からみ

てきた。件数の面から言えば，藤沢所属者は l万冊以

上の資料を他地区に頼っている。これは単に都会キャ

ンパスへのアクセスが良いだけが理由ではないだろう。

今一度藤沢の蔵書を見直す必要を感じる。主題面から

見ると，利用者は藤沢でもよく使っている主題を他地

区からも取寄せていることがわかった。利用者にと っ

て他館は自館の外部書庫なのかもしれない。今後どの

程度同一主題を各地区で持つべきなのか，本当に分担

収集は可能なのか等を考えてゆきたい。

注
I）藤沢の分類では，新書や文庫本に“000”という請

求記号を与えている。今回は総：記としてカウン卜して

いる。情報科学も総記に分類されている。

2）杉山良子．“湘南藤沢メディアセンターにおける利

受

%

学
%
歴

5

笥

5

自然科
7% 

社会科学
42% 

図2 湘南藤沢での直接利用（主題別）

一一言語
富岡 8唱

5号室業
5覧

妓術
8司

自然科学
9百

図3相互貸借で他地区から借用（主題別）

芸術
6首

産業
3覧

妓術
9覧

自然科学
4首

図4 三田・日吉地区での直接利用（主題別）

自然科学
6覧

社会科学
52覧

図5 相互貸借で他地区への貸出（主題別）

図6 他地区所属者の藤沢直接利用（主題別）

用実態プロ ジェ クト報告’＇， MediaNet. Vol.5, P46-50 

(1997) 

3）請求記号で判定しているため，学部図警などカウン

トできないものがあった。
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SFC教員著作展示コーナーを設置して

本年4月，湘南藤沢メディアセンターでは2階

レファレンスコーナー横に「SFC教員著作展示

コーナーjを開設した。これは，湘南藤沢キャン

パスに所属する教員の学術活動の一端を広く知ら

せることを目的としたものである。木製の展示書

架は施錠されており， 9月現在，約 230冊の図書

をジャケットを付けたまま展示している。

展示しているものは 1998年 4月現在にこの

キャンパスに在籍している専任教員が， 1990年4

月以降に出版した著作物である。その範囲は著

書，編著書，翻訳書とし，監修のものは含まない。

また，展示を主目的としているため， 一般の雑誌

論文などは対象外となる。

展示図書はコーナー開設時点で購入や寄贈など

によって入手が可能だったものに限られているた

め，残念ながら対象となる著作物すべてではな

し、。

すぎやま よしこ

杉山良子

（湘南藤沢メディアセンタ ー）

求記号の対応表が置かれ，利用の便を図ってい

る。SFCに直接関係する刊行物や 1998年に出版

されたものについては，表紙が見えるように展示

棚に寝かせ，目立つように展示している。

新刊書収集にあたっては，利用者が速やかに展

示を見ることができるよう，通常の出版案内の

他，教員の執筆予定や雑誌の近刊予告なども意識

しながら，それらの入手に努めている。

年度末に展示の見直しを行い，離籍者の著作の

除去，新刊書の組み込み，蔵書の請求記号リスト

の更新などをしていくつもりである。また，書架

が満杯になった段階で，出版年の古いものから除

去していくことも考えている。

今まで著作の寄贈依頼をしても反応があまりな

かったが，最近では教員自らが，「教員著作コー

ナーに展示してほしいjと新刊書を寄贈してくだ

さることがある。

発注リストを作成するにあたっては，和書は このコーナーがこれからの SFCにとって良い

CD-ROMを利用することにした。検索結果のダ 刺激になっていくことを期待したい。

ウンロードが可能なものとして， J-

BISC, CD-140万冊出版情報， CD-

BOOKSの3種類を用いた。それぞれか

ら得られた検索結果を lつのファイル

にまとめ，基本となる教員著作リスト

を作成した。洋書については，オンラ

インで著者名検索を行った。

展示は 2つの書架を総合政策学部，

環境情報学部に分け，教員氏名のアル

ファベット順，同一著者の中では古い

ものから順に，背が見える形で並べて

いる。これらはあくまで展示用図書で

あって，蔵書は別に書庫にある。利用

者は展示図書を直接手にとって見るこ

とができないため，著作を利用したい

人のために，それぞれのタイトルと請 写真 SFC教員著作展示コーナー
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ティ ールーム

マッカーシーと慶鷹義塾
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国立国会図書館や米国議会図書館で実施されて

いる 「立法レフアレンスJ（「立法調査Jともい

う） の生みの親ともいうべきマ ッカーシー

(Charles McCarthy, 1873-1921）が来塾したことが

ある，それも図書館とはまったく関係のないこと

で，と国立国会図書館元職員の中林隆明氏が書い

ている（『レファレンスjVol.47, No. 10, p.4-17 

(1997））。氏によれば，マ ッカーシーは明治

42(1909）年にウィスコンシン大学の野球チームを

率いて来日， 三田綱町グランドで慶大チームと対

戦したのだという 。

マッカーシーはウイスコンシン大学で政治学を

学び， 1901年に学位を取得後，ウィスコンシン州

議会事務局に就職し，立法レフアレンス図書館を

創設，その経営に生涯を捧げた。立法レフアレン

スサービスはすでにデューイ（MelvilDewey, 1851-

1931）がニュー ヨーク州で始めていたが，マッ

カーシーのサービスは他とは異なるまったく独自

のものであった。彼の図書館には，調査部門に加

えて，議員の法案起草を援助する部門が置かれ

た。調査部門では，通常の図書館資料の他に，パ

ンフレットやピラなども収集したほか，電話や手

紙を活用し，時には現地に赴いて，独自に情報の

収集に当たった。サーピスを提供する際にも，図

表化したり，要約したりして利用の使を図った。

重要案件では事前に情報を収集し， 他州の動向や

立法上の問題点などをまとめた報告書を刊行し

た。通常の図書館業務の範囲を超えるこうした調

査業務によ って，マッカーシーは州議会の立法活

動を支援し，同時に進められた州政改革とも相

門の設立を促した。1914年には米国議会図書館

に立法レフ ァレンス部門が置かれ，連邦議会の調

査活動を支援する態勢が整備された。わが国で

は， ニューヨー ク市政調査会をモデルに 1922年

に設立された東京市政調査会や，米国議会図書館

をモデルに 1948年に設立された国立国会図書館

の調査及び立法考査局に，マ ッカーシーの創始し

た立法レファレンスの影響が見られると言われて

いる。

伝記を見ると，マッカーシーは調査活動や著作

活動などの他に，スポーツでも知られており，小

柄ながら大学サッ カーの著名な選手で，母校ウイ

スコンシン大学に出講して政治学を教える傍ら，

サッカーチームのコーチを務めたりもしていた。

慶麿義塾の招きでウイスコンシン大学の野球チー

ムが来日する際に監督に選ばれたのも，こうした

スポーツ商での実績が買われてのことと思われ

る。同チームは明治42年9月16日に来日，慶早

などと 8戦し， 4勝の成績をあげて 10月12日に

帰国した。一行は試合の傍ら歓迎式典に出席した

り，日光や江ノ島を見物したりしているが，マッ

カーシーもまた，講演や政治家との会談を精力的

にこなしている。f時事新報jに米国関係者の言

をヲ｜いて「マ教授は米国の立法部の事業に付て多

大の功労ある人（中略）日本の政治家と成るべく

接近される方法を取られたいJ(9月21日）とある

ように，米国の政治や議会活動に関する講演をし

たり，日本の事情を調べたりもしているようであ

る。9月24日には逓信大臣後藤新平と会談してい

るが，満鉄総裁として調査部を設置し，後年東京

まって，ウイスコンシン州の議会活動は内外の注 市長時代に市政調査会を置いた後藤がマッカー

目を浴びることになる。こうしてマッカーシーの シーと何を話し合ったのか，興味は尽きない。

立法レファレンスは他州や大都市などに影響を与

え，立法レファレンス部門や市政レファレンス部
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中世の印刷文化と東国社会

にしおかよしふみ

西岡芳文

（神奈川県立金沢文庫主任学芸員大学院文学研究科非常勤講師）

本年 1月26日～31日、丸善日本橋店に於いて「日本中世印刷史」展が開催され、慶謄義塾

図書館および同大学附属研究所斯道文庫で所蔵する、平安時代から室町時代に至る古刊本七十

余点が展示された。本稿は、会期中に行なわれた 5回の講演会のうち、初日の講演を西岡氏の

協力を得てまとめたものである。

書物や出版・印刷を研究する学問としては，書誌

学という，今文化財として残っている書物そのもの

を鑑定する分野があります。さらに本の中に書かれ

ているテキスト自体を研究する文献学があります。

それから本を扱うもう 一つの視点として，昔風の言

葉で言えば文化史，現代風に言えばメディアの歴史

というのでしょうか，そういった研究分野も考えら

れます。口で伝えられている段階と，文字で書かれ

ている段階，さらに出版される段階，それぞれ情報

の中身や受容のすがたは，質－量ともに相当違って

いるはずですが，そうした社会とメディアの相互関

係は，まだまだ未開拓のテーマといえます。

日本と中国の印刷文化の違い
中世（およそ 12～16世紀）における社会と印制の

関係を考えるときに，まず当時の日本と中国では印

刷文化について大きな違いがあるということを考え

る必要があります。

日本中世の印刷は，基本的には小部数の注文生産

でした。そして鎌倉時代までの段階ですと，刷られ

た書物自体も実用品というよりは，むしろ宝物とい

うような感じで受け取られ，貴重視されていました。

そして出版事業そのものが，ある特定の篤志家が一

種の慈善事業といいますか，仏教への喜捨として行

う，そういう事業であったのです。

それに対して，同じ時代の中国の印刷を考えてみ

ますと，こちらは非常に大部数でしかもそれを商品

として大量に生産しており，書物のバリエーション

も桁違いに多いのです。しかもその出版事業そのも

のも，相当システム化されておりました。

ちょうど去年の春に重要文化財に指定されました

が，金沢文庫に『美前二：~めという書物がありま
す。これは金沢文庫・称名寺を開いた主会支起が，

弘長元年（1226），わざわざ中国に坊さんを派遣して

取り寄せたものです。一切経というのは仏教のあら

ゆるお経を版木に彫り起こし主主ので，男斉でも大

本山級のお寺に行きますと，経蔵とか輪蔵と言っ

て，建物一つ分，ぎっしり詰まるほどの量があるお

経です。一部ずつ折帖になっておりまして，全部で

7，αm帖ぐらいあるのですが，金沢文庫には称名寺伝

来の一切経が約半分， 3,500帖ほど残っております。

実はその『宋版一切経jというのは，日本の中に完

全なものはそれほどありませんが，ある程度まと

まったもので，各地の寺院に10セットぐらいあるん

でしょうか，その中の lつですので，非常に珍しい

と言えば珍しい文化財なのです。中国では，今は宋

の時代の一切経というのはほとんど失われています。

この『宋版一切経jを見ますと，相当ピジネスラ

イクに出版されたことが分かります。中国でお経を

刷る時， l枚の版木で一度におそらく何十枚か何百

枚かを刷るわけですね。1種類のお経が刷りあがり

ますと，製本する人はまた別にいて，それが刷り上

がったものを集めてどんどん本にしていくわけです。

ですから同じl巻のお経の中でも部分的に紙の色や

墨の色が微妙に違っていたりして，そこから機械的

な流れ作業で作られた印刷物だということがわかる

わけです。

それド対して日本の印刷物を見ますと，例えば
ぜんに・ろじII:ん

泉涌寺版や西大寺版という，畿内の寺院で出版され

た，『宋版一切経jの一部をそのままかぶせ彫りにし

たお経がありますが，そういう書物を見ますと，形

の上，つまり版面はかぶせ彫りですから中国のもの
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とほとんど変わません。しかし本文を一目見れば和

版であることがわかります。

中国で出版されたお経というのは，版木 l面分が

必ず用紙 l枚分 (17字× 6行× 4折）になっていま

す。ところが和版は，紙の継ぎ目にも字がまたがっ

て印刷されている。つまり， l枚の紙がl枚の版木で

はないのです。なぜそうなるかというと，日本の印

刷の場合は，先に紙だけつないだ長い真っ白な巻き

物を作るらしいのです。それに後からハンコを押す

ように 1面ずつ刷っていく 。そうすると紙の継ぎ目

にも全部字がかぶさっていくということになるわけ

です。そういう点で，中世の日本では， 一見中固と

同じ形に見えますが，実は非常に原始的な印刷をし

ていたということが分かります。

一般に印刷の歴史の上では，外典と総称される，

仏教以外の本が注目されてきましたが，しかし出版

事業としては，規模が格段に違う一切経をまず考え

なければなりません。一切経は中国だけでなく，朝
きったん

鮮（高麗）や契丹などの周辺王朝でも出版されたの

ですが，日本ではついに江戸時代まで出版すること

ができませんでした。その辺に，東アジアの中での

日本の文化的な力量の限界を感じます。

印刷メディアと中世文化
中世の日本で競って輸入された f宋版一切経jを

見ますと，これl場格税版惣で土から，あらゆる種

類のお経とか，「経・律・論・疏jといわれる仏教

のあらゆる書物が，同じ版式・同じ体裁で， 一括し

て一切経という叢書に収められているわけです。

従って，この一切経の中では，形の上で少なくとも

書物（経典）の優劣，どれが優れていてどれが劣って

いるということはない。それからテキストそのもの

が非常にー折何字・何行という規格化された形で出

版されておりますから，極端に言えば，鎌倉で読み

かけた本を，京都へ行っても，『宋版一切経jさえあ

62 

れば，そのまま読みつづけることができる。この辺

が写本で伝えられたお経との大きな違いなんです。

それで，膨大な仏典というものが規格化・標準化さ

れた形で， 一般の学問をしようと思う人たちに開放

された。これが『宋版一切経jがもたらした大きな

効果だろうと思います。

鎌倉時代の偉い学僧が， 一生の聞に何回も一切経

を通読したというような自慢話めいたエピソードが

よく記録されています。『宋版一切経』という，標準

的な形で作られたテキストがあったために，おそら

く学僧が一つの先入観にとらわれずに，お経という

ものに向かうことを可能にしたと思うのです。特に，

鎌倉幕府が聞かれた以後の東国に，『手民一切経』が

どんどん輸入されたことによって，衆徒（僧兵）集

団が，武力によって新しい学問を排斥するような中

央の大寺院から離れたところで，例えば親鷺とか日

蓮とかいった僧たちが，自分なりに一切経を読みこ

なし，新しい教義を打ち立てることができた大きな

原因だろうと思われます。

室町時代（15世紀）になりますと，今度は朝鮮半

島からの一切経の輸入が盛んになります。「倭冠jと

いう，東シナ海をまたにかけて行動した集団の一番

の輸入品は一切経だったのです。この時は主に朝鮮

版の一切経です。現在も韓国の海印寺に8万枚以上

の版木が残っていますが，室町時代の日本ではこの

一切経が争って求められました。ある計算では，だ

いたい 15世紀から 16世紀までに朝鮮半島から 50

セット以上の一切経が輸入されたと推定されていま

す。こうしてさらに日本に版本の一切経が普及する

ことになったのです。

民衆の中の印刷文化
しかし，大量の一切経が輸入されたとはいえ，実

際にそれを使うのは一部の僧侶だけでしたから， 一

般の民衆にと って身近な存在ではなかったと思われ

ます。

ひるがえって，日本の中世社会で一番流布 した印
ごおうほ 奇いん

刷物は何かと考えますとたぶんそれは牛玉宝印と

いうものなのです。牛玉宝印は，カラスで文字を書

紅会！？野三山のものが有名で，今の誓約書にあたる

起請文を書く時に，神仏に誓約する意味をこめてこ

の用紙の裏側を使いました。熊野だけでなく，中世

の村とか郡ぐらいの地域のお寺や神社には，たいが

い牛玉宝印の版木がありまして，お正月の修正会と

いう儀式が終わりますと，氏子や村人に 1枚ずつ配

られ，それを家の入口に貼ったり，田んぼの隅に串

にはさんで立てたりして，まじないのお札として使

うわけです。



ふきんふ だ

一遍上人が「賦算札jという，極楽へのパスポー

トになる南無阿弥陀仏と刷った小さな紙を，日本中

を回って数万枚も配ったという例もありまして，お

そらく中世の印刷物で一番多いのは牛玉宝印，ある
すりぷつ

いは仏像を印刷した摺仏など，現在でいえばお札に

当たるものであったと恩われます。

こうした原始的拡服1野P外に，民衆に身近な存

在となったのは， f大般若経jだろうと思われます。

これは全部で600帖あるお経で，日本でも中世から

出版されています。お経ですから，もちろん読まれ

る場合もt-f?t;？ました。 声を上げてお経を通 ~St売む
ことを「真読jといいます。それに対して「転読Jと

いう方法があります。「転読Jというのは非常に安直

な方法で，つまり 一冊の折帖のお経をぱっと持ち上

げて，題名だけ読んで，バラバラバラと落とし，そ

れで一冊読んだことにします。それを大勢の坊さん

が次々に片づけていく 。これは現在でも初詣などに

行きますと，色々なお寺でやっています。そういう

安直な読み方があって，それだけでも功徳があると

言われているのです。さらに，輪蔵という 一切経を

収めた回転式の本棚を ぐるっと l回転させれば，

7，αm巻のお経を全部読んだことになるという方法も

ありまして，どんどん安易になっていきます。

したがって，『大般若経jが出版されても，それが

直ちに読まれる本だと考えない方がよいのではない

か，もちろん読む人も中にはいたでしょうけれども，

一種のま じないの道具としての需要が多かった。そ

のへんに現代と違った中世の人々の印制物に対する

観念がみえるように思います。

こうして印刷文化について，中固と日本，あるい

は現代と中世といった対比で考えてみましたが，長

い歴史の中で見れば，印刷物は読むために作られ，

使われる，現代的な方向に進んでまいります。今回

の展示の中でも，中世の学僧たちが，読むために一

生懸命書き込みをした本が陳列されていますが，書

物が個人の所有になり，自由に書き込みができるよ

うになったのは，出版文化の進展の結果であるわけ

です。

東国における印刷文化
最後に，地域社会と印制文化の関係を理解するた

めに，中世の東国の印席ljの一つの実例をご紹介して

みたいと思います。
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わり，現在金沢文庫で保管するもの，もう lつは芝

の増上寺に残っております。江戸がまだ草深い武蔵

野の一隅であった時代に出版されたもので，中世の

地方版のー遺品ですが，こうした出版事業が，この

場所，この時代になぜ行なわれたのか，今までほと

んど考えられてこなかったのです。

この 『小石川版阿弥陀経jは，奥書（刊記）に，応

永 15年（1408)I 1月15日に「武州豊島小石川談所J
というところで出版されたことが明記されています。

ゅうよしょ今ぞう

今の芝の増上寺の開山にあたる，酉誉聖聡（I 366-

1440）が，勧進活動によって資金を集めて出版した

お経です。史料がないのでこのお経が出版された

背景はよく分からないのですが，現在も印刷業の集

中地域である小石川という場所が，東京の印刷文化

の発祥地であるという不思議な因縁もありますので，

すこし追究してみたいと思います。

現在のイメージでは，地下鉄の若荷谷と白山の中

間に当たる，小石川植物園の入り口の谷間一帯が小

石川の中心です。地表に水流は残っていませんが，

昔は小石川という川が流れておりまして， 上流の千

石あたりから，水道橋付近までが昔の小石川村です。
でんつういん

「小石川談所jの系譜を引くとされる伝通院は，南西

丘陵上に広い境内を構えていますが，これは徳JII家

康の母を葬るため，江戸時代になって新たに造営さ

れた寺院です。

中世の小石川の中心は，小石川植物園の西の対岸

にあたる丘陵の上であったようです。ここにはいく

つかの古いお寺が集まっています。一つは光円寺と

いう，行基菩薩が聞いたという伝説がある浄土宗の

寺院で，ここには空襲で焼けるまでは東京で二番目

に大きな銀杏の木がありました。その隣に善仁寺と

いう浄土真宗のお寺があり，道路を挟んだ向かい側

に，極楽水宗慶寺という浄土宗のお寺がございます。

こβ誇慶寺が，「小石川談所Jの遺跡と称していま

す。談所というのは中世の学問所のことです。南北

朝時代の末，今の麹町・赤坂付近に増上寺を聞いた

酉誉聖聡は，浄土宗の教理的な自立を心がけて活動

九主党慣です。 ところで，酉誉の先生にあたる

了誉聖問（134ト1420）は，これも当時有名な浄土の

学僧で，常陸の瓜連常福寺を拠点に活動しておりま

したが，この寺が戦火のために荒廃したため，見か

ねた酉誉が，困っている先生を小石川に招き，談所

を建てて弟子の教育を任せたといいます。
ここでご紹介するのは，書誌学上「小石川版阿弥

陀経Jと呼ばれる，中世の東京で出版されたタテ 17

センチほどの小さな巻物のお経です。残念ながら今

宗慶寺には，極楽水といわれる有名な水源があ

り，小石川の中心地となっていたようです。ここに

は，行基菩薩を崇める古い信仰集団が拠点を構え，
回の展示には出品されておりません，というのも，

後に浄土宗光円寺に発展したようです。また鎌倉時
これは日本に2つしかないからで， 1つは称名寺に伝
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代の後半に，親鴛の孫弟子かひ孫弟子にあたるよ

うな人達が，ここに道場を構え，普仁寺となりまし

た。最近，慶雁義塾が購入しましたf聖徳太子伝絵j

という写本には，戦国時代の永正 14年（1517）に小

石川善仁寺で写したという奥書がありまして，善

仁寺も古い由緒をもっていることが分かりました。

そういう重要な地点を，室町時代になってから浄

土宗の学僧たちが拠点としたのです。

ょうです。今は実物は見当たらないのですが，江戸

時代の復刻版（知恩院の義山版）の刊記によれば，酉

誉49歳の時に出版した f浄土三部経jがあったよう

で，そのパトロンは隅田の性阿弥陀仏という人物で

あったと記されています。酉誉は他にも性阿のため

に浄土宗の教義の本を書いて与えております。

『小石川版阿stJ忠利は，経典であるとともに，脇

に記号がついた声明の楽譜で，大勢の僧侶が一度

に合唱するために，筆写することが難しい複雑な

譜面を沢山印刷したのです。これを必要とする僧

侶，作る資金と技術が当時の小石川にあったとい

うことに注目しなければならないわけです。

つまり水上交通を通じて関東全域の流通の集中す

る浅草周辺（今の墨田区墨田あたり）に根拠を構えて

いた有力な信者が，こうした出版事業の資金を提供

していたのです。

一つの出版事業の背景には，それを必要とする

人々，出版の技術，そして地域資本の存在が不可欠

ですが，その辺の事情が明らかな実例はあまり知ら

れていませんでした。今回は，中世の小石川の小さ

な一例を通じて，出版と地域社会との関係を考えて

みました。

実は，増上寺の酉誉聖聡には，江戸・浅草界隈の

有力な商人たちが檀那（支援者）としてついていた

． 

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
展示会予告

f寓意の鏡－ 16・17世紀ヨーロッパの書物と挿絵j

主催：慶謄義塾図書館協賛：丸善株式会社

会期： 1999年 l月25日（月） ～ 30日（土）最終日は5時間場

場所：丸善・日本橋店4階ギャラリー

講演会： 4階特設会場（各日とも 14:30～ 15:30，先着80名）

25日『初期刊本の挿絵から絵画へ：ヴェネチア派を中心にj

東京大学大学院人文社会系研究科教授小佐野重利

26日 『エンプレムとシェイクスピア劇の舞台図像（ステージ・タプロー）J
東海女子大学文学部教授岩崎宗治

27日 『レイアウトの変化：中世写本からルネサンスの印刷本へj

慶謄義塾大学文学部教授高宮利行

28日 f挿絵になった版画：その豊かな世界j

町田市立国際版画美術館学芸員 佐川 美智子

29日『死と無常の寓意とエンプレムj

慶腰義塾大学文学部教授松田隆美

慶謄義塾図書館が所蔵する 16・17世紀ヨー

ロッパの挿絵本約90点を展示解説し，書物と挿

絵の結びつきの様々なかたちを紹介します。展

示品は， Iエンプレム・ブックJと称される，テ

クス トと挿絵の組み合わせにより，道徳，信仰，

愛，社会風刺などのテーマを寓意的に扱った書物

と，古典文学，地誌，年代記などの挿絵入りの諸

版とに，大別されます。その他，近代初期の書物

生産の様子を描いた挿絵や，初期印刷本の欄外

装飾の例などもあわせて紹介します。主要な展

示品には， 『ポリフイ リウス睡夢諌J(1545），キ

ルヒャー f地下世界J(1678），オウイデイウス

『変身物語J(1584），ローレンハーゲン fエンプ

レム選J(1611-13），ボワサール 『人生の劇場j

(1596）などが含まれます。

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
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医学メディアセンターのホームページ

1.ホームページの開設
医学メディアセンターの職員によるインターネッ

トの利用の開始は， 1992年6月に2台のUNIXワー

クステーシヨンが設置されたことに始まる。以後，

電子メールなどインターネットを各種業務や事務連

絡に使い始めた。さらに，メディアネット研修委員

会が行った職員コンピュータ研修への参加や当セン

ターの研究会を通して，インターネットに関する知

識も広がると同時に，職員個々にホームページの作

成も行われていた。しかしながら，メディアセン

ターのサーピスの一部として機能する正式なホーム

ページの開設は先送りにされていた。そうしたなか，

医学部キャンパス内のネットワークの基盤整備が開

始され， 1996年7月には，利用者向けに3台の公開

用ワークステーションがメディアセンター閲覧室に

設置された。これをきっかけに，医学メディアセン

ターとしての正式なホームページの開設が急務とな

り， 1996年8月27日にホームページの公開となった。

開設当初のトップページの項目は従来の図書館

サービスに関する項目で，内容は利用に関する案内

およびネット上の情報源へのリンクを中心としたも

のであったり。その後，キャンパスネットワークを

支えている情報システムサービス担当のページを加

えるなどホームページ全体の構成を再検討する必要

が出てきたため， 1997年 8月に5名からなるホーム

ページ作成委員会を発足し，数回の検討を経て現在

のスタイルに至った。

2.ホームページの内容・構成
医学メディアセンターのホームページは，シンプ

ルさ，見やすさ，そして内容の豊富さを目指してい

る。不要な画像は省き，ページの階層も単純化して，

利用者が目的のページまで素早くたどり着くことが

できるようなページ作りを心がけている。目次は，

「図書館J，「その他J，「情報システムサーピス（計算

室）J，「塾内メディアセンター・図書室Jの4つの項

目からなり，そのもとでさらに詳しい情報ページを

かどやひさし

角家永

（医学メディアセンター）
おかの じゅん こ

岡野 純 子

（医学メディアセンター）
し、ち こ

市古みどり
（医学メディアセンタ一課長代理）

展開している。また，特に重要な事柄はニュースと

してトップページの先頭に掲載している。ページの

作成・更新作業は，目録，雑誌，閲覧，レファレン

ス，システムなどの各係が責任を持って担当し，迅

速な情報提供に努めている。全体的な管理（レイア

ウトの統一，誤字脱字の修正など）は， Web担当者

が行っている。

各ページの内容は次のとおりである。

A.図書館

卜利用について（学内の方，学外の方）

学内利用者用と学外利用者用とにページを分け，

開館時間・休館日，閲覧・貸出・返却，文献複写，資

料の探し方，各種サーピスなどについて案内してい

る。貸出カウンターに置いである利用案内パンフ

レットとほぼ同じ内容であるが，ホームページでは，

加えて，医学メディアセンターの図書分類である米

国医学図書館分類法や，資料の配置場所を示す別置

記号を参照できるようにしたり，ネット上でOPAC

検索ができるようにリンクを張っている。

（担当：閲覧係）

2.図書についての情報

『きたさとニュースjには創刊号以来「新着図書

リストjを掲載していたが， 1994年の 176号をもっ

て休止した。その後，この情報に代わるものを模索

していたが，円96年8月整理分からホームページへ

の公開を開始し，主題ごとに分類した図書リストを

毎月更新している。現在このページは，この新着図

書リストと，主題別図書情報（インターネットと医

学の本）の 2っから成っている。

（担当・図書目録係）

3雑誌についての情報

このページでは，主に新規受入雑誌・誌名変更・

廃干iJ.休刊・受入中止情報，重複雑誌に関する情報

を公開している。他に，所蔵雑誌の重複分リストや，
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行方不明雑誌のリス トも載せているが，書式に問題

があるためか，いまだ手応えはない。雑誌は，タイ

トルや出版社の変更，休干lj.廃刊等，電子媒体での

出版など変化が著しい。その情報をできるだけ速く

提供するためには，頻繁に更新 ・改訂するよう努め

ていかなければならない。

（担当：雑誌係）

4.文献検索

医学文献検索のための基本的なデータベースであ

るMEDLINEを中心に，各種データベースの内容の

解説や利用方法を紹介し，リンクを張っている。ま

た，雑誌係が作成している医学メディアセンター所

蔵和雑誌特集記事索引のほか，医学資料を網羅的に

収集している米国国立医学図書館や英国国立図書館

ともリンクを張っている。

（担当：レファレンス係）

5.医学関連情報

医学に関する，主な学会，会議情報，米国政府機

関および国際機関，日本の官公庁，雑誌，統計，図

書館目録，遺伝情報，がん情報，クリニカルガイド

ライン，看護情報，レファレンス，教育，薬，新聞・

メディアや，医学文献の書き方などのサイトを選択

的に紹介している。各サイトからさらに関連するサ

イトへとリンクされているものがほとんどである。

（担当：レファレンス係）

6.医学関連情報ガイド ・サーチエンジン

医学関連情報の中で紹介している情報源は選択的

なもので，インターネット上の情報を網羅するもの

ではないため，必要な情報を探したい場合に有援な

MediaNet No.6 (1998.10) 

医学メディアセンターの休館日や開館時間の変更

などのお知らせのほか，情報利用講座の予定などを

必要に応じて掲載している。

（担当：閲覧係）

B.そのイ也

lスタ ッフの連絡先・メールア ドレス

医学メディアセンター職員の担当業務，連絡先，

メールアドレスを掲載している。また，個人でホー

ムページを作成している者は，そのページへのリン

クを張っている。

（担当：Web担当）

2.きたさ とニュース

『きたさとニュースjは創刊200号を機に，ホーム

ページに公開することになった。年10回刊行，冊子

体とともに，インターネット版を提供している。

（担当：fきたさ とニュースj編集委員）

3.医学メディアセンタ一統計

平成6年度から，医学メディアセンター統計を公

開している。図書館情報サーピス担当（テクニカル

サービス），図書館情報サービス担当（パブPリック

サービス），情報メディアサービス担当の3部門の統

計をメディアネット標準統計に伴い，年に l度更新

している。

（担当：Web担当）

4.医学メディアセンターへのアクセス

信濃町駅から医学メディアセンターまでの地図を

掲載している。

サーチエンジンを紹介している。また， HealthWebや （担当Web担当）

MedWめ など，インターネット上の医学関連情報を

まとめたガイドも掲載している。 C.情報システムサービス

（担当：レファレンス係）

7.展示

医学メディアセンターでは，医学部史料委員会と

共同で，図書館入口等に展示を行っており，この展

示の内容を紹介している。

（担当：総務）

8.新しいサーピス

医学メディアセンターで新たに始めたサービス，

および医学研究・学習に役立つ他機関のサービスを

紹介している。

（担当：レファレンス係）

9.お知らせ

I.情報システムサービス（計算室）総合案内

キャンパスネットワークの運用情報，システム関

連情報などを掲載している。キャンパスネ ットワー

クに関する情報の窓口となっている。

（担当：情報システムサーピス担当）

2.ワークステーションシステム

ワーク ションシステムの案内のページである。シ

ステムについて，利用登録について，利用上の注意，

ワークステーシヨンの使い方， WWW（ホームペー

ジ）などの情報を掲載している。

（担当：情報システムサーピス担当）

3.ユーザーのページリスト

各ユーザーのホームページのリストを掲載してい
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る。他に， ページの登録の仕方，知っておくと便利

ないくつかのTips,WWWページのCGT機能につい

ての情報がある。

（担当：情報システムサービス担当）

D.塾内メディアセンター・図書室

塾内メディアセンター（三田・日吉 ・理工学 ・湘

南藤沢）と，経営管理研究科同書室，看護短期大学

図書室のホームページにリンクを張っている。

（担当：Web担当）

3.今後の課題
インターネット環境が整ったことにより，図書館

業務やサービスは大きく変化した。日常業務にイン

ターネットを利用して書誌事項の確認や文献検索

を行ったり， l次資料が入手できるという事実は，職

員に限らず多くの利用者に情報として提供したい。

一方，これらの情報がどのくらい正確で提供する価

値のあるものかどうかは，日ごろから内容を確認し，

評価しておかなければならないだろう。そのために

はたとえば，定評のあるメーリングリストに登録し

て情報を入手したり，主要な雑誌のブラウジングや

電子メールによるコンテンツサービスを利用する，

などといった必要がある。リンク集の作成は多くの

院学図書館が行っており参考になるが，評価法を検

討してより良い情報の提供を心がけたい。

インタ ーネットの利用は情報を一方的に入手す

るばかりでなく，情報の提供にも加わるべきである

といわれている。医学メディアセンターでは，独自

にデータベース化している和雑誌特集記事索引をイ

ンターネット上で公開している。この情報は医学中

央雑誌という医学文献のデータベースがCD-ROM化

されて以来，必要性を問われているが，情報提供と

いう立場から考えれば，その第一歩として捕らえる

ことができると考えている。また，現在は検索機能

を備えていないが，今後の改良も時間の問題である。

それに加え，医学メディアセンターは，医学部研究

情報データベースの作成を行っており，すでに3年

分のデータが蓄積されている九大学の自己点検評

価が話題となっている今日，これらのデータを公開

するとともに，九州大学のように，業績を図書館の

蔵書とリンクさせて，その基礎データとするような

展開も考える必要があるかもしれない九

図書館の基本的なサービスの改善もホームページ

を利用することによって行うことカfできるだろう 。

自宅，病棟，研究室からインターネットを使える環

境が整ったいま，たとえば，レファレンス質問を受

ける，購入希望資料を受け付ける，利用調査を行う

など，メディアセンターの窓口は図書館の建物の中

だけにある必要はない。利用者との接点と してホ←

ムページを活用すべきであろう。

ホームページの維持はたやすくない。幸い，医学

メディアセンターは，職員数は少ないが職員同士が

コミュニケーションをとりやすいこじんまりした環

境のため，ホームページ維持のための合意は得やす

い。新しい技術や情報を常に意識して取り入れ，よ

り良いホーム一ページを維持できるよう今後も努力

したい。

参考文献
I ）慶麿義塾大学医学メディアセンター• II医学メ

ディアセンターホームページについてH きたさと

ニュース.No.201, p.2-4 (1996.11) 

2）平吹佐世子，奥村朋子• II医学部研究業績データ

ベース H MediaNet. No.5 p.23-28 (1997.10) 

3) Avairable at: http://www.lib.kyushu-u.ac.jp/collect/ 
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スタ ッフルーム

我が家のゴン太君

風祭のぞみ

（理工学メディアセンター）

我が家の愛犬ゴン太は，この6月で満14才になった。

犬としても長生きの方ではないだろうか。ゴン太とい

う名は，母が付けた。関西ではやんちゃなことを「ご

んたするjというそうだ。私達三姉妹は「マッチJと

いう名前にしようと決めていたのだが，家で一番面倒

を見る母に「ゴン太Jと早々と命名されてしまった。

そもそも犬を飼うことになったのは，妹が学校帰り

に犬に噛まれたのがきっかけで，それからたいそう犬

を怖がるようになったので，心配した母が柴犬の雑種

をもらってきたのだった。これがやんちゃでじゃれで

はやたらと足に噛みつくの

で，全く逆効果であった。撲

もしたが，番犬として以外

は， 全く芸のない犬に育っ

てしまった（「伏せjが唯一

できる）。

飼い始めの頃は，隣家と

の境は木が植えであるだけ

だったので，隙をみては脱

走し，隣のお百姓さんの畑

を荒らしては迷惑をかけて

いた。その後，家の周りをプ

ロック塀で囲ってからは，

ゴン太は放し飼いの自由な

身となった。暑い夏は木陰

で涼を求め，寒い冬は暖か

い芝の上で丸くなって眠り，

元気に成長していった。全

く病気知らずの犬だったが， 一度だけ死にそうになっ

たことがある。庭の雑草に根負けした母が，除草剤を

まいた。ゴン太は離れたところにつないであったのだ

が，結果的に，急性の有機薬物中毒になってしまった

のである。鼻の頭をカラカラにしてぐったりとしてし

まったゴン太を，責任を感じた母が，シーツにくるみ

抱いて獣医のところに連れていった。結局， 一晩入院

して点滴を受け，帰宅したのだが，回復するまで数日

かかった。丁度，ゴールデンウィークの時で，家族全

員で心配した。全く食欲のないゴン太に，父は注射器

で牛乳を飲ませた。ある日，「ワンワンjと鳴く声がし

て回復した。この時の話になると父は，まるで自分一

人がゴン太を助けたようにいうので，母は面白くない

らしい。後にも先にもゴン太の具合が悪くなったのは，

この一件だけだが，昨年あたりから，急に年を取った

なあと感じるようになった。特に今年に入り，抜け毛

のシーズンを迎えた頃，異常な抜け毛に，はじめはノ

ミでもついたのかと思っていたのだが，獣医さんに往

診してもらったところ，高齢による内蔵疾患からくる

抜け毛ということで，薬のかわりに栄養剤を置いて

いった。もう治療しでも無駄ということらしい。考え

てみれば，犬を飼うきっかけとなった妹も今年から社

会人になったのだから，ゴン太も立派なおじいさんな

のだ。

振り返ってみるといろいろ

なことが思い出される。生後

一ヵ月で母犬から離されて，

家にきてすぐ，突然の雨に

ぴ、っくりして，それ以来雨が

大嫌いになってしま った。水

に濡れることが大嫌いで，こ

の 14年間で，シャンプーした

のは，たったの l回，それも一

週間の長い逃避行から帰って

きて（ろくに食べていなかった

のかガリガリにやせていた）あ

まりの汚さに母と姉で，無理

やり押さえつけてのことで

あった。それでもふしぎと毛

は光沢がありきれいであった。

ゴン太は，雄犬だったが，な

ぜか雄犬に可愛がられ，ある年の正月には子牛ほどの

大きな真っ黒い犬が侵入してきて，三日間添い寝して

帰らず，近くの交番に届けたら飼い主がワゴンで迎え

にきた。「ナス号Jという立派な名の犬でそれからも

時々やってきたが，塀ができてからはさすがに侵入し

てこなくなった。

我が家の家族構成も，ゴン太の成長にあわせてすっ

かり変わった。父方の祖父母は亡くなり，姉が結婚し

た。今年 l才になった甥がはじめて話したのが「ワン

ワンJという言葉だった。この6月から 87才の母方の

祖母が同居した。 ゴン太と二人のどちらも元気で長生

きしてくれるように祈っている私である。
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全塾図書遡及入力事業報告

1.はじめに
慶謄義塾大学における全塾的な図書データの遡及

入力作業は， KOSMOS（全塾統合図書館システム）開

発を契機として平成元（1989）年に開始された。当初

の対象は， 三田情報センター（現三田メディアセン

ター，以下三田）所蔵の洋書であったが，平成2(1990)

年度より対象を全塾所蔵図書資料に拡大し，平成

9(1997）年に終了する計画のもとに事業が展開きれて

きた。

メディアネット本部としての遡及入力事業は，和

書は平成8(1996）年，洋書は平成9年，予測に近い件

数をも って終了を迎えた。この

事業を最後に担当したデータ

ベース メディア担当から，これ

までのまとめと して報告する。
平成元年度

事業開始から終了までの流れと (1989年度）

入力件数（外部委託処理分）につ 平成2年度

いては， ＜表 l年度別図書遡及 (1990年度）

入力状況＞に示している。初期 平成3年度

の和書の件数については明確な
(1991年度）

さとう ゆり

佐藤友里恵

（三田メディアセンター）

3.遡及入力方法と問題点
遡及入力事業は対象資料や処理方法から，およそ

3区分される。それぞれにおける対象，処理方法，問

題点、について述べる。

3.1.第一次遡及（三田の洋書）

遡及事業は， 三田の洋書（旧研究室棟分を除く図

書館所蔵分）から着手された。こ れらは外部書誌

ユーティリティとしてOCLCを採択し，平成元年か

ら約4年間をかけて 17万件弱のデータを処理した。

OCLCデータはUS/MARCと完全互換であって，こ

洋書

地区 ！ 処理件数

三回（図） 40,000 

三田（図） 99.710 

三田（図） i 22,531 

平成4年度
記録が見当たらないため，概数 (1992年度）

三田（図） ．．．． 6,612 

となってしまっていることをご

容赦いただきたい。
平成5年度
(1993年度）

2.遡及入力対象 平成6年度

対象は図書資料（和／洋）とし，
(1994年度）

書誌上雑誌扱いとなるものと非
平成7年度
(1995年度）

図書は基本的に除外 した。きら

理＝日吉工田（学図） ! 182,000 
理日吉工学 l 
三田（研） ； 80,230 

に，中韓国語・ロシア語 ・アラ 平成8年度

ピア語等の非ローマ字言語資料
(1996年度） 医学 ！ 2生~9ヨ1 ! 

経管研 ! 17,0651 ! 
も対象外とした。

また，目録カードからの遡及

入力を基本としているため， 地
(1997年度）

l三哩~t~U一一_j一一一＿J｝.里旦~9.
日吉 ! 11Q~24Q 
医学 ! 21,20~. 
理工 ! 22,01? 

区によっては，目録カー ドが存 経管研 ! 6.953 

在 しないような受入年の古い図 合計 620,2881 l 469,004 
書資料は対象外となっている。

表 I.年度別図書遡及入力状況
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こには書誌階層という概念がないため，KOSMOS内

で書誌階層を展開することは困難であった。それゆ

え，この段階において，階層構造をもたないという，

当時の入力基準と合わない書誌がKOSMOS内に大

量に発生した。また著者名典拠とのリンクについて

も，主に団体名についてリンク形成が断念されてい

る。

3.2.第二次遡友（全塾の和書）

平成4(1992）年度より遡及入力事業室を設置して，

和書の遡及入力を開始した。和書については拠り所

となる外部書誌ユーティリティーがないため，洋書

とは異なる方法をとらざるを得なかった。初年度は

WINE（早稲田大学）をソースとして一括遡及変換処

理を行ったが，その後は，学術情報センター目録シ

ステムのオンライン検索およびコピーカタロギン

グによるKOSMOSへの登録作業を行った。データが

ないものは， KOSMOSにオンラインでオリジナル

データを作成した。

オンライン作業ということもあり，書誌聞や著者

名典拠ともにリンク形成が行われていた。しかしな

がら，後述するように平成8年6月にKOSMOS入力

基準の大幅改訂があり，この新入力基準に合わせて，

主に書誌階層リンクについての仕様を変更して対応

した。著者名典拠については，典拠が存在するもの

のみを処理し，典拠の作成は行っていない。約5年

をかけ，平成8年度に全地区分の和書遡及入力事業

は終了した。

3.3.第三次遡及（全塾の洋書）

事業の最後として，各地区の洋書（三田は研究室

分）を手がけた。外部書誌ユーテイリティーとして，

US/MARCフォーマットのlITLASllデータを採択し

た。この時の遡及に先立ち 同じソースを用いて

KOS MOS目録データの改修事業を行っていたが，こ

れによ って置き かえられた KOSMOSデータと

U孔 ASデータをソースとして，遡及一括変換処理を

施した。また，著者名典拠についても， KOSMOSの

典拠， LC典拠を用いて典拠作成・リンク形成を行っ

た。
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3.4.その他

第一次から第三次にかけて，書誌上あるいは所蔵

情報の不都合により，外部委託処理では処理しきれ

なかったものも多数発生した。これらは各地区目録

担当者等により，日常の業務の中でデータ修正等を

行った。この部分の件数については，こちらでは残

念ながら把握しておらず，表 lの数値に含めること

はできなかった。

3.5.問題点の解消

これまで述べてきた通り 三次に渡る遡及作業の

中で，いくつかの間題点が生起した。最も大きな問

題点としては， KOSMOS書誌構造の最大の特徴とい

うべき書誌階層表現において，遡及データとカレン

ト処理データの聞に差異が生じたことがあげられる。

この問題に対し，平成7年より目録改修ワーキング

グループが組織され，データ均質化のための方策を

検討した。その結果， KOSMOS内での書誌階層維持

を中断し，平板な書誌構造を原則とする方針が決定

された。これを受けて，平成8年6月に新入力基準

を定めると同時に，データ改修事業が開始され，平

成9年度には，第三次遡及に先立つ洋書データの改

修作業を終了した。

一方，もう 一つの問題点である著者典拠に関して

は，次期図書館システムへの移行に絡めた解決が計

画され，本稿執筆時点、においては，次期システムに

おける典拠コントロールは実施しない方針が固めら

れている。

4.おわりに

以上をも って， 遡及入力事業の報告とする。第三

次遡及入力の後処理は，この執筆中も継続して行わ

れているが，本誌出版の折りには，それもほぼ終了

していることを期待する。

注
I) U-札 ASは，平成9(1997）年より AG・Canadaに継承

された。

この遡及入力は KOSMOS目録データ改修事業と

の重なり，遡及テープの複数回に渡る納品，カレン 参考文献
ト処理との並行作業などから，データの同定処理な 遡及入力事業室• II目録情報の遡及状況＂. MediaNet. 

どが困難だ、ったものも多かった。これらは後処理に No. 3, p. 83-85 ( 1995) 

おいて，ある程度解決していく予定である。
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Garden Stateの白い雲

その図書館の前に初めて立ったとき，レンガ色

の建物越しに見あげた青空に，白い雲がのんびり

と漂っていた。

平成9年度長期海外研修の機会をいただいた私

は， NewJersey 州Rutgers大学において，主たる

研究テーマである「社会科学分野におけるデータ

サーピスの概念と実践方法Jについて，実際の職

務を手伝いながら研究をすすめることができた。

研修内容としては，メインテーマの「社会科学分

野Jに限らず，人文科学分野へのコンピュータ技

術の応用など，幅広く図書館でのコンピュータ

サーピスの実際などを体感することができ，実り

の多き研修であったと自負している。研修内容に

ついては，過去に発表の機会を設けていただき報

告をさせていただいた。そこで本稿では，少し肩

の力を抜いて，研修中の出来事を思い出すままに

記してみたい。気楽な気持ちでお読みいただけれ

ば幸いである。

千里の道も一歩から

New Jersey州立大学で、あるRutgersは， NewArk, 

New Brunswick, Camdenという 3つの地域に複数

のキャンパスを有している。私が滞在したのは，

このうち NewBrunswickにある CollegeA venue 

キャンパスに立地する，人文・社会科学の専門研

究図書館である AlexanderLibraryであった。ここ

に， 1997年，＂ScholarlyCommunication Center”（以

下SCC)という新たな施設が設けられた。この施

設は，図書館における本格的なコンピュータサー

ビスの実現を目指して作られたものであり，講義

室（InformationHandling Laboratory，以下IHL），会

議室（TeleconferencingLecture Hall，以下TLH),

データ処理室（Humanityand Social Science Data 

Center，以下HSSDC）などの機能を持っている。こ

のセンターに身を置くことにより，図書館におけ

るデータサービスまたはコンピュータサーピス

の概念と実践を学ぶことが，私の主な研修目標で

あった。

さて， Rutgers大学に到着し， AlexanderLibrary 
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かね こ やすき

金子康樹
（三田メディアセンター係主任）

の館長である外山良子さんから，スタ ッフを紹介

していただくや否や，「後はもう sccのスタッフ

と相談しながら研修を進めて行ってください。

Take care!Jということになる。あっきりしたもの

だ。さすがにアメリカンスタイルである，と感心

したものだが，振り返って考えてみれば，外山さ

んもご多忙な身であり，いつまでもこちらの世話

を焼いているわけにもいかなかったのだろう 。

私が到着した際には，sccはまだ完成していな

かった。そのため，私の Rutgersでの最初の仕事

は， sccのスタ ッフ とともにパソコンを箱から出

し，ソフトウェアをインストールし，ネットワー

クに接続することであった。sccのスタッフと

いっても，実はこの時点ではInformationTechnol-

ogy Librarianという肩書きの BoydCollins氏ただ

人だけであった。二人きりで，広いIHLの数十

台の NTマシンをセ ットア ップしながら，ふと，

「日本でも同じことをやっていたjということに

思いが至ってしまい，ちょ っと先行きに不安を覚

えた。しかし「何事もこうした地道な作業があっ

てこそ，初めて華も咲くものであろうjと，黙々

と作業をすすめる。

このsccのパソコンデスクが少々変わってい

た。パソコンの本体を，机の下にぶら下がってい

るストラップに固定して吊り下げるようになって

いる。これが設置し難いこと移しい。 一人がPC

を下から持ち上げている聞に，もう 一人がスト

ラップを締め付ける。持ち上げ方が弱かったり，

ストラップの締め付けが足りないと， PCがしっ

かり固定きれない。5台も取りつけると，腕はし

びれ，全身に汗がにじんでくる。こ んなことを

言ったら悪いとは思いながらも，正直に「これは

使いづらいねJとBoydに言ったところ，「まった

くだ。Jと答えてくれた。お互い，正直な奴だと

いう理解ができたのはこのデスクのおかげかも

しれない。

夏期講習

あたりまえだが， NewJerseyも夏は暑い。New
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Brunswickのあたりは 緯度でいうと日本の盛岡

くらいであろうか。涼しい夏を期待したのだが，

来る日も来る日も真夏日で，日中はおろか，夜中

の2時くらいまで暑いという日々が続いていた。

7月の前半に， ALAの年次総大会に参加するため

にSunFranciscoを訪問したのだが，こちらが非常

にすごしやすかったので，その反動もあって，暑

さに敏感になっていたのかもしれない。そんな真

夏日が続く 7月の後半に Center for Electronic 

Texts of Humanities（以下CE百I）が毎年主催してい

るSGMLセミナーに参加させていただ、いた。この

セミナーは，参加費用が少々高かったのだが，外

山さんのご尽力と CETHスタッフのご好意によ

り，特別に無料で参加させていただくことになっ

た。もっとも，セミナ一期間中はスタッフの手伝

いを行う，という条件つきで，マシンのトラブル

対応や，スキャナー， OCR，画像処理などの手伝

いをしながらのセミナーだ、ったため，かなり慌し

いものとなってしまった。他の参加者は各自の

テーマを持ってセミナーに臨んでいたため，自由

研究時間も熱心に SGMLエディタ ーと格闘して

いたが，急逮参加が決まった私は，とりあえず

SGMLタグと LaTeXタグの比較，という安易な

テーマを担造し，文章を SGMLとLaTeXの両方

で作成し，ディスプレイに両者を並べて眺める，

というような世の中の役には立ちそうもないこと

を， トラブルシューテイングの合聞に行ってい

た。それでも，目標としては， Perlか何かを使っ

て， SGMLから LaTeXへの変換トウールを作成す

る，という予定であったが時間切れになってしま

い，いまだに完成していない。いずれ完成させた

いと心の奥のほうでは考えている。

真実を話してしまえば，人文科学分野のフルテ

キストデータには，個人的にはそれほど興味がな

かったのだが，このセミナーに参加して以降，文

書処理に強く惹かれるようになった。後日 ICPSR

の代表者会議に出席して，ますます文書処理に惹

かれることになるのだが，それはまた後でふれる

こととしたい。

講習を受けるだけではなく，講師を勤めたのも

夏の聞のことだった。

Rutgers大学の図書館においても，組織のリ

オーガナイズが進行しており， AlexanderLibrary 

館長であった外山さんが， NewBrunswick校の全
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図書館の AdministratorTeamの一人という立場に

変わり，オフィスも CollegeA venueキャ ンパスの

Alexander Libraryから， BushキャンパスのLibrary

of Science and Medicine（以下， LSM）に移られた。

その外山さんから， LSMのスタッフに Windows

の操作方法を教えて欲しい，という依頼を受け

て，非常に困惑した。漠然と，米国の図書館員は

みなコンピュータの操作には習熟しているという

印象があったので，なぜいまさら私などにそんな

ことを頼むのかが判らなかったのである。実際に

講義を行ってみてわかったのだが，日本であろう

と米国であろうと，コンピュータ操作に関する能

力などというものは さほど変わるものではな

い。これは，職員だけでなく，研究者，学生にも

同じことが言えるようだ。大切なのは，操作方法

ではなく，それを使って何をするか，というほう

にある。講義は Windows3.1の操作方法の説明を

行ったが，操作方法よりも Windows95あるいは

WindowsNTを意識して Windowsのコンセプト

といったことや， Howtoではなく Whatit can do 

が大事です，といったことを中心に話したとこ

ろ，概ね好評だったようである。

実りの秋
「実りの秋J，などと見出しをつけたが，後述す

るMichigan同様， NewJerseyもあまり秋という季

節を感じることがない。「夏が終わったjという

ことに気がついた時にはすでに冬でした，といっ

たところである。街路には枯葉がうずたかく積

まれ，子供たちがその枯葉に埋もれて遊ぶ姿が目

にとまるようになってきた。

そんな， Rutgersでの生活にもすっかり慣れた

頃に， secの最大のイベントである公式オープン

セレモニーが開催された。これは， secの設立に

際し寄付等をいただいた方などをご招待し，施設

を見ていただく，といっイベントであり，学長は

じめ，地元名士や卒業生の方々などが多数集まっ

た。このイベントでの私の任務は， AlexanderLi-

braryに10月に到着した，日本からのもう 一人の

Visiting Librarianである学術情報センターの越塚

美香さんとともに，当日参加された方のデジタル

ゲストブックを作成する というものであった。

具体的には，越塚さんがデジタルカメラで参加

者を一人一人作成し，私がそれを Webのホーム
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ページに載せていく，という作業であった。撮影

の際に，参加された方に名前を書いていただいた

のだが，この判別が最大の難関であった。この

ページは，現在でも http://sccOI.rutgers.edu/

scchome/Dedication.htmで見ることができるが， 一

人か二人は，確実に名前を間違えていることであ

ろう。いつお叱りがあるかと，いまだにびくびく

している。

10月下旬に， 今回の渡米に際して最も楽しみ

にしていた， Inter-universityConsortium for Politi-

cal and Social Research（以下， ICPSR）の代表者

(Official Representative）会議に参加するために，

ICPSRの本拠地である Michigan州立大学へと出

かけた。Michiganの 10月など想像するだけで寒

そうだと感じていたが，実際には「涼秋jもしく

は「晩秋」といった気候であったので，だいぶす

ごしやすいという印象を持った。もっとも，あと

2週間もすると一挙に「厳冬Jもしくは「極寒jと

いうような気候になると聞いて，つくづく安心し

た。ICPSRのOfficialRepresentative Meetingは，二

年に一度開催され，全米，あるいは世界を代表す

るDataLibrarianや，社会科学研究者たちが一同

に会する場となる。ここでは，社会科学データの

効果的な提供方法がさまざまに紹介されるほか，

ICPSRのデータの活用事例，またICPSR自体の今

後の戦略といったものを窺い知ることができる格

好の場である。この年の大きな話題は，コー ド

ブックの提供方法についてであった。 ICPSRの基

本方針としては，コードブックのPDF化を掲げて

おり，これに関する賛否両論が熱心に討議されて

いた。またデータのためのデータ表現形式である

メタデータの有り方，さらには，データの保管な

らびに表示方式としてのSGMLの適用など，さま

ざまな角度からデータサービスが捕らえられてお

り，非常に刺激的な会議であった。このICPSRの

提供については，現在三田メディアセンターにて

FTPサーバーを構築中であり，本誌が発行される

頃には，公開可能となっているものと確信してい

る。

画像処理担当

11月に， secのTLHでJeitelesAutograph Col-

lectionという展示に伴う講演会が開催された。こ

れは， AlexanderLibraryの展示スペースである

Gallery 50で実施される展示会に即した講演会で，
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講師は Princeton大学図書館の学芸員である Mar-

garet Sherry氏であった。この JeitelesAutograph 

Collectionは， 18世紀から 20世紀初頭にかけての

ヨーロッパ（主にドイツ，フランス，オーストリ

ア）のロマン主義芸術家の直筆の原稿や書簡を収

集したものであり，芸術家研究者にとって，非常

に価値の高いコレクションとなっている。

きて，この講演のための準備として， secに対

し， Dr.Sherry（いつも Peggyと呼ばせていただい

ていたので，彼女がこういう名前だったというこ

とは，今回の原稿執筆時にはじめて知った）から，

プレゼンテーション資料作成の協力要請があっ

た。この依頼に対して，sec開設以来，スキャナー

を用いた画像処理関係の対応をしてきた関係であ

ろうか，私がお手伝いをさせていただくことと

なった。まず最初の作業は，コレクションの実物

をスキャナーで読みこむことであった。現物をそ

のまま読みこむ，ということで，やや緊張したが，

そのうち，数の多さに畔易してしまい，緊張感が

薄れてきているのが自分でもわかった。人間，失

敗するのはこういうときなんだろうなあ，と薄ぼ

んやりと考えていたが，もし本当にあの時何か失

敗して，原稿を破いたり傷つけたりしていたら，

ごめんなさいじやすまなかったろうと思うと，背

筋に冷たいものが流れ落ちる。ところで，今回読

みこんだ画像については，解像度の調整こそ行っ

ているが，余程のものでない限りは，画像自体の

修正は行っていない。現物の持つ傷，黄ばみなど

といった歴史の持つ味わいが消えてしまうことを

避けるためである。無論，凝ろうと思えばいくら

でも凝れるであろう。しかし， Peggyをはじめ多

くの方は，どこかで「電子情報は電子情報，現物

は現物jという割り切りをしているのであろう

か，あまり画質に神経質になることはなかった。

むしろネットワークを介して，現物の持つ味わい

を窺い知ることができるというそのこと自体に

意義を感じているようであった。

そういう雰囲気を肌で感じたためもあってか，

頼まれたわけでもないのに，プレゼンテーション

資料は HTML文書で作り WWWブラウザーを

使って行えるものとした。今回の結果を活かし

て，このコレクションを紹介するWeb-Irイトを作

りたい，などという要求がやってくるのではない

か，と予感したのである。この予感は見事にあた
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り，後日，今回の展示のWebページを仕立てて欲

しい，と いう依頼を受けた。そのときは，帰国も

迫っていたので，あらかじめHTMLにしておいて

良かった，俺には先見の明があったと，誰も誉め

てくれないから，自画自賛していた。

そして図書館員たち

1998年初春。 Rutgersの図書館スタッフを前に，

「日米の大学図書館員j というようなテーマでの

講演を依頼された。実は，依頼されたのはずいぶ

ん前だったのだが，まだ聞がある，もう少し余裕

がある，と思っているうちに締め切りを過ぎてし

まう，という悪習は，土地が変わろうと立場が変

わろうと一貫している自分がわれながら情けな

い。発表が1週間後くらいに迫ったところで，ょ

うやく重たい腰をあげ，シナリオ作りをはじめ

る。発表は， 10月の公式オープンセレモニーで私

の相方を務めていただいた，学情の越塚さんと一

緒に行うことになっていたのだが，彼女もまた，

私と同じように直前まで何もしないタイプの人間

だ、ったので，お互いに相手を牽制しあっているう

ちに本番を迎え，こんなことならもっと早い時期

から相談をしておくべきであった，などと臓を噛

んでいるのだから世話はない。そんな準備不足の

われわれの発表に対し， Rutgersの方々はとても

熱心に耳を傾けてくださった。のみならず，質問

も多く出していただきそれを契機にまた新たな

話題が広がって行 く。本当に，充実した時間を過

ごすことができたことを実感した。

帰国直前のある夕方，自分がl年足らずという

MediaNet No.6 (1998.10) 

時を過ごして来た図書館をゆっくり歩いてみた。

閲覧席で熱心にノートを埋める女子学生。書架の

聞にべったり座って本を読みふける男子学生。マ

イクロリーダーと格闘する老研究者。コピー機と

書架の聞を忙しげに行き来するアルバイト。利用

者と会話するレファレンスライブラリアン。幾人

か，知り合いになった顔とも出会う。ほんのわず

かの間であったが，人生の同じ瞬間を共にした仲

間たち。色々な話をした。コンピュータのはなし。

政府刊行物のはなし。 CD-ROMのはなし。西海岸

のはなし。東京のはなし。家族のはなし。こちら

が受けた影響の何百分のーかは彼らにも影響を与

えることができただろうか。研修のテーマもあっ

てか，様々な見聞が，コンピュータのことばかり

に終始していた印象はぬぐい切れないものがあ

る。しかし，本音を言ってしまえば，今回の米国

生活でもっとも強く感じたことは，図書館員も利

用者もみな図書館を愛しているという，ひどく 当

たり前の事実である。格好良い表現になるが，私

は，図書館員というのは，「知を愛し，知を愛す

るものを愛すj職業だと思っている。そして，そ

の考えは決して間違っていないということを，こ

の国の図書館員，そして図書館に来る人々を見て

確信した。

その日，建物越しに見た青空には，あの日と同

じように，白い雲がのんびりと漂っていた。そし

て私は，図書館員という職業に就いたことを

ちょ っぴり誇りに思っていた。

．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ． 
メディアネットニュース

OPACが変わります

図書館の蔵書を探すための OPACが変わりま

す。新しいOPACは，レスポンスが大幅に改善さ

れるばかりでなく， Webブラウザーを使って利． 用することができますので，図書館内だけでは

なく，インタ ーネットに接続できるパソコンさ

えあれば，研究室や自宅からも図書館の資料を

探すことができます。また，かねてより希望の多

かった，地区を限定した検索結果の表示や，メー

ルによる結果の送付など，新たな機能も多く備

えています。今までのOPACを利用するために

． ． ． ． ． ． 
は，ホストコンピュータ用のエミュレータが必要 ・

でしたが，新しいOPACはWebプラウザーだけあ ：

れば利用することができます（telnet接続の機能は ：

ありません）。1998年10月1日以降に受け入れら ：

れた資料は，新しいWebOPACで検索してくださ ：

い。1999年 l月には KOSMOSOPACから Web ・

－ 

OPACへと，全面移行いたします。詳細は，お近 ・

－ 

くのメディアセンターまでお問い合わせくださ ・

し、。

．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
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スタッフルーム

イヌから彩色写本の世界ヘ
いち こ けん じ

市古健次
（三国メディアセンター課長代理）

ペットの歴史は古い。原始時代から狩猟のためイヌ

が使われていた。それゆえ，イヌが最初にペット化さ

れたと推測される。私も人類の代表として，ベスト・フ

レンドであるイヌを現在， 2匹飼っている。イヌを最

初に飼ったのは，小学校の3年の時である。近所の人

からもらった「何でもミックスjである。柴犬に似て

いる小犬であった。名前は「ベコjである。

ペコは3世まで飼っていたが，マンション住まいと

なって飼うのを諦めていた。80年代の後半，妻と「こ

の川口のマンションでもイヌを飼っている人がいるねj

と話していた。そしてすぐにペットショップに。プル

ドックを小さくしたようなパグを飼いたかったが，パ

グは爪が強いので，家の中で飼うには向かないと店員

に言われた。毛が抜けなく，臭くないイヌが欲しいと

言うと，マルチーズを薦めてくれた。名前はすぐに「パ

グjと決めた。パグはマスコミ界でも活躍している。イ

ヌの専門雑誌『ワンjや，コミ ック雑誌『ヤング・ジャ

ンプjにも，新聞を運ぶイヌとして紹介された。

横浜のマンションに引っ越したら，その近辺はイヌ

の天国である。散歩すると，ヨーキー，ウェスティー，

シユナウツアーと，余り見かけなかったイヌに会う 。

パク．が妻と父親になついているので，私も自分のイヌ

が欲しくなってしまった。犬種はシー・ズー。名前は

中国のイヌと言うことで三民主義の「ソンプンjと主

張したが，妻の反対で「マオjとなった。 「マオ・ツウ

トンJ（毛沢東）のマオである。

シー ・ズーは， 19世紀末に西太后のベッ

トだ、ったと言われ，ラサ・アプソ，ペキニー

ズ，パグなどの血が流れているらしいが，

定かでない。西太后が居た紫禁城（現故宮）

の地図を調べて犬小屋を探したり，熱河

（現承徳）にある清朝の離宮の図書を見た

り，また駒込の東洋文庫に足を運んだり，

暫し時聞を忘れてしまうのである。

イヌの探求はシー ・ズーだけではない。

世界史のCD-ROMで「マルコ・ポーロJを

調べていると，フピライ・ハンが猟犬を

使って狩りをしている絵が載っていた（写

真）。イヌの絵画集にもでていない。そこ

で英国の出版社に問い合わせると，それは

「MSBodley 264Jで， 15世紀の写本であっ

『ボードリアン彩色写本蔵書目録jを見ると，「Bodley

264Jがあり，その書名は『アレキサンダー大王のロマ

ンスjで， 『東方見聞録jではなかった。一方，ボード

リアン図書館のホームページで 「MSBodley 264Jを見

つけたが，『東方見聞録jとあった。ボードリアンに聞

くと，絵は「MSBodley 264Jであり，『目録jになかっ

た理由は，写本が三部構成のためであった。画家はヨ

ハネス（ジョン・シファワス： 1360, or 65-1430）であっ

た。後にスライドを入手することができた。

『東方見聞録jのフピライ・ハンの猟犬の節に出てく

るイヌの犬種も知りたかった。絵から判断すると，グ

レーハウンド系に見えた。『イヌ大全』（米国ケンネル

クラブ）の「猟犬Jの箇所を読むと， 13世紀にチンギ

ス・ハンが猟犬としてロシア産の「ボルゾイjを使っ

たことが出ていた。元朝の勢力圏がモスクワまであっ

たことを考えると，ロシアのイヌがいても不思議では

ない。

身近なイヌから貴重な彩色写本の世界に入ることが

できた。また「犬縁jで経済学部の先生とも知り合い

になった。その先生は経済学の授業でイヌを例に講義

をしていると言う。スミ スの『国富論jの一説で，イ

ヌを例にと って経済活動を説明しているらしい。イヌ

や写本に関する自分の知識は浅く，も っと勉強したい

と思っている。

オックスフォード大学ボードリアン図書館所蔵

た。蔵書点検の時にしか触れたことのない
MS Bodley 264, Fol.240v. 
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メディアネット・メディアセンターに関する書誌

H学生生活ワンポイントアドバイス学生生活に

欠かせない施設と制度の基礎知識：メディアセ

ンター＂.塾. No.210, p.10-11 (1998.3) 

市古みどり.＂医学メディアセンターにおける新

しい教育サーピス＂.医学図書館 .Vol.44,No.3, 

p.308-311 (1997.9) 

市古みどり.＂医学図書館パブリックサーピスで

必要な知識の吸収”．専門図書館.No. 166, p14・

I 8 (1997. 11 ) 

五十嵐由美子• II分担収集・分担保存への提言と

慶謄義塾大学医学メディアセンターの現状＂.医

学図書館.Vol.45, No.2, p.217司 221(1998.6) 

スタッフによる論文発表・研究発表
(1997.8～ 1998.7) 

［論文発表］

［三田］

加藤好郎• IIネットワーク情報源の著作権＂ .第

16回大学図書館研究集会記録. p 131・I3 3 

(1998.3) 

［信濃町］

市古みどり."PubMedを利用した文献検索＂.

Lisa. Vol.4, No.8, p.794-796 (1997.8) 

市古みどり• II医学メディアセンターにおける

新しい教育サーピス”．医学図書館.Vol. 44, No. 

3, p.308-311 (1997.9) 
村上篤太郎他編• II図書館情報学用語辞典＂.東 I:' 

京， 日本図書館学会用語辞典編集委員会， 市古みどり• IIインターネットによるオンライ

1997 .9 ,244p 

村上篤太郎.＂マルチメディア社会の著作権（書

評 ・新刊紹介） II• 情報の科学と技術. Vol.47, 

ンジャーナルの利用法”.Lisa. Vol.4, No. I 0, 

p.1000-1002 (1997.10) 

市古みどり• II医学図書館パフ9 リックサービス

No.9, p.489 (1997.9) で必要な知識の吸収＂.専門図書館 .No.166, p.14-

18 ( 1997. I I ) 
斎藤勉．”平成8年度版「財務状況の概要」を説

明する＂.大学時報. Vol.47, No.259, p.80・91 市古みどり• II医学図書館のレファレンスサー

(1998.3) ピス＂.東京，医学図書館協会， 1998.3,53p. 

［日吉］

木下和彦• II日吉キャンパス研究環境懇談会の

検討成果について：くインフラ検討グループに

参加して＞”．塾監局紀要.24号，p.52(1997. I 0) 

市古みどり."MEDLINEエンドユーザーサーチ

への変化＂.病院図書室. Vol.18, No.2, p.234-237 

(1998.5) 

五十嵐由美子．”分担収集・分担保存への提言と

慶麿義塾大学医学メディアセンターの現状＂.医
酒井由紀子."From Print to Electronics (Book re-

学図書館.Vol.45, No.2, p.217-221 (1998.6) 
views）＂.医学図書館.Vol.44, p.515司 516(1997.12) 
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［藤沢］ 加藤好郎• II レファレンス・サーピス概論”．私

贋回とし子• II情報環境の変化と求められる図 立大学図書館協会東地区部会研究会パプリツ

書館システム ＂.専門図 書館 .No. I 68, p.ト6 ク・サーピス研究分科会.1998.7.8，慶麿義塾大

学三田メディアセンター(1998.3) 

風間茂彦． "DAE法による脱酸プラントの稼 加藤好郎 • II大学図書館の教育支援＂.第 59回私

動＂. ネットワーク資料保存.No. 50, p.ト3 立大学図書館協会総会・研究大会.1998.7.31，神

(1998.1) 奈川大学

風間茂彦 • II 「資料保存Jの根源的課題（試論）： 村上篤太郎• II電子図書館機構＂.私 立大学図書

電子図書館時代をふまえて＂.現代の図書館． 館協会東地区部会研究会パブリック・サービス

Vol..36, No.I, p.27-32 (1998.3) 

風間茂彦．”文字どおり 「Media一 仲介者jと

して＂.ゼロヴォイス：メディアパーク .No.1,p.2・

3 (1998.5) 

［研究発表］

［三田］

榎沢康子他• II専門用語コーパスにおける語義

的な階層付けの可能性”． 言語処理学会第4回

年次大会.1998.3.24-26，九州大学

金子康樹."Challenge of Japanese academic library 

: the Media center of Keio University”. Brown bag 

presentation held by the Scholarly and Professional 

Activities Commitee of the Rutgers Libraries. 

1998.1.7, the Scholarly communication center tele-

conferencing lecture hall 

加藤好郎."CULCON NCCをはじめとする米国

からの図書館依頼について＂.早慶図書館懇談会

. 1998.3.19，早稲田大学総合学術情報センター

加藤好郎．”大学図書館の役割と運営”．私立大

学図書館協会東地区部会研究会パブリック・

サービス研究分科会.1998.4.16，東洋大学

加藤好郎• II最近の著作権事情：学術情報流通

と著作権＂.私立大学図書館協会東地区部会研

究会パブリ ック・サービス研究分科会．

1998.5.13，慶麿義塾大学三田メディアセンター

加藤好郎• II学問としての書誌学＂.私 立大学図

書館協会東地区部会研究会パブリック・サーピ

ス研究分科会.1998.6.10，日本女子大学

78 

研究分科会.1998.5.13慶麿義塾大学三田メデイ

アセンタ一

村上篤太郎．”学会発表のためのプレゼンテー

ション受法＂.第 15回医学情報サーピス研究大

会.1998.6.20，鳥取女子短期大学

［日吉］

酒井由紀子."How to use NACSIS databases". 

Workshop held by National coordinating committee 

on Japanese Library Resources. 1998.3.5-6, Univer-

sity of Hawaii 

［信濃町］

市古みどり．”研究のための文献検索 H 日本看

護学教育学会第6回ワークショップ.1997.8.5, 

東海大学健康科学部

市古みど り • II医学図書館におけるレファレン

スサーピス”．第4回日本医学図書館協会継続

教育コース. 1997. 1 I. l 3久留米大学附属図書

館御井学舎分館

市古みどり．”インターネ ットはどう使うのか＂.

第54回卒後臨床研修セミナー.1998.2.14，慶麿

義塾大学医学部附属病院新棟 ll階大会議室

市古みどり．”情報を見つけ出す”．第45国産婦

人科情報処理研究会.1998.5.17，東京マタニ

テイ・クリニック

五十嵐由美子• II医学図書館における分担収集・

分担保存について－慶麿義塾大学医学メディ ア

センターの場合－＂.第 4回医学図書館研究会．

1997. l l. 12，久留米大学附属図書館御井学舎分

館
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年次統計資料

1.図書費＜平成9年度実績及び10年度予算＞

内II 平成 9年 度実績 ＜単位：円＞ 平成10年度予算＜単位：千円＞

各地区メディアセンター 図書支出 図書資料費 言十 図書支出 図書資料費 言十

三田メディアセンター 667,098,036 57,621,211 724,719,247 658,976 67,750 726,726 

図 書 査官 320,136,169 57,621,211 377,757,380 303,093 67,750 370,843 

指定寄 付金 1,114,351 

止寸ιー 部＊ 346,961,867 。346,961,867 355,883 。 355,883 

（私大研究設備相当額） 27 808 442 27 817 

日吉メディアセンター 177,381,538 8,455,919 185,837,457 181,377 7,283 188,660 

図 書 館 66,213,357 6,113,422 72,326,779 68,650 4,787 73,437 

指定寄付金 。
：－子,,_ 部＊ 111, l 68, 181 2,342,497 113,510,678 112,727 2,496 115,223 

（私大研究設備相当額） 7 288 993 7 502 

医学メディアセンター 174,634,826 12,785,595 187,420,421 186,260 10,729 196,989 

II 174 634,826 12 785 595 187 420 421 186 260 10 729 196,989 

理工学メディアセンター 199 452 818 7,284,716 206,737,534 208,143 4 700 212 843 

II 199,452,818 7,284,716 206, 737 ,534 208 143 4,700 212,843 

指定寄付金 。
（私大研究設備相当額） 。

湘南藤沢メディアセンター 171,270,772 35,017,876 206,288,648 180,000 27,190 207,190 

II 171 270 772 35 017 876 206 288 648 180 000 27.190 207.190 

iロ>. 言十 1,389,837,990 121.165,317 1,511,003,307 1,414,756 117,652 1,532,408 

*l:D・・.特別図書費は含まない
（私大研究設備相当額）は合計欄に加算しない
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2-1.蔵書統計＜年間受入及び所蔵冊数＞

内訳 単 f’了－ 書 製
各地区メディアセンター 手口 洋 計 和

＝田メディアセンター 14,515 20,509 35024 6,579 

年 図 書 館 7,747 9,667 17,414 4,418 

問 ー井十ム 部 6,768 10 842 17,610 2 161 

受 日吉メディアセンター 13,857 5,021 18,878 1,739 

入 図 書 館 11,965 555 12,520 1,238 

冊 品すん- 部 1 892 4 466 6 358 501 

数 医学メディアセンター 1,644 1,042 2,686 2,875 

理工学メディアセンター 2,231 965 3 196 2104 

湘南藤沢メディアセンター 11,887 4132 16 019 2 976 

~』J E十 44134 31669 75803 16 273 

＝田メディアセンター 750,504 836,475 1,586,979 212,936 

所 図 書 館 518,794 473,007 991,801 130,776 

蔵 ρ弓ヱL与 部 231 710 363 468 595 178 82 160 

冊 日吉メディアセンター 346,591 174,692 521,283 44,612 

数 図 書 館 260,586 27,214 287,800 29,665 

累 A二十,. 部 86.005 147 478 233.483 14 947 

百十 医学メディアセンター 43,583 43,985 87,568 66,599 

理工学メディアセンター 63 669 35,106 98,775 46.725 

湘南藤沢メディアセンター 107 971 79.030 187 001 26102 

合 針 1312318 1 169 288 2 481 606 396 974 

注）・三田メディアセンター・学部には図書館・情報学科の製本雑誌を含む
－今年度より非図書資料は含まない
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本 雑 誌
洋 計 合計

5,880 12,459 47,483 

1,515 5,933 23,347 

4 365 6 526 24 136 

1,962 3,701 22,579 

186 1,424 13,944 

1 776 2 277 8 635 

6,803 9,678 12,364 

3,146 5250 8446 

2,335 5 311 21 330 

20,126 ’＂，，、，、 a肉 112,202 

211,281 424,217 2,011,196 

76,643 207,419 1,199,220 

134.638 216 798 811.976 

56,048 100,660 621,943 

2,571 32,236 320,036 

53.477 68 424 301.907 

140,243 206,842 294,410 

129,784 176 509 275 284 

19 951 46053 233054 

557 307 954 281 3 435 887 
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2-2.蔵書統計＜逐次刊行物：タイトル数＞

内訳 カ レ ン ト ノンカレント カレント・ノン

各地区メディアセンター 手口 洋 計 和 洋 言十 カレント合計

＝田メディアセンター 5 962 4,708 10,670 5 808 3,507 9,315 19,985 

図 書 館 2 577 l, 126 3,703 3 536 1,751 5,287 8 990 

A子,.,_ 部 3 385 3 582 6 967 2 272 1 756 4 028 10 995 

日吉メディアセンター 1 095 932 2 027 814 1,156 1 970 3,997 

図 書 館 667 91 758 367 32 399 1, 157 

A子三4一 部 428 841 1 269 447 1 124 1 571 2,840 

医学メディアセンター 1 764 2,005 3,769 1170 1,676 2,846 6,615 

理工学メディアセンター 1,203 1 652 2 855 3108 5 335 8443 11,298 

｜湘南藤沢メディアセンター 1 196 1 510 2 706 466 349 815 3 521 

t』ヨ 百十 11 220 10,807 22,027 11 366 12,023 23389 45 416 

2-3.蔵書統計＜非図書資料＞

内訳 種 男lj 光学・ A-V資事 合計

各メディアセンター 磁気媒体

三田メディアセンター タイトル数 252 205 457 

年 箇 数 4,556 612 5,168 

日吉メディアセンター タイトノレ数 200 228 428 

間 箇 数 1,231 717 1,948 

医学メディアセンター タイトル数 81 41 122 

新 箇 数 129 406 535 

理工学メディアセンター タイトノレ数 73 5 78 

規 箇 数 212 27 239 

湘南藤沢メディアセンター タイトノレ数 128 104 232 

箇 数 538 271 809 

t』ヨ 官十 タイトル数 734 583 1,317 

笛 数 6666 2033 8.699 

三田メディアセンター タイトノレ数 2,430 8,315 10,745 

箇 数 92,350 15,714 108,064 

累 日吉メディアセンター タイトノレ数 1,108 3,790 4,898 

箇 数 12,905 8,997 21,902 

医学メディアセンター タイトノレ数 345 1,645 1,990 

箇 数 2,285 4, 141 6,426 

理工学メディアセンター タイトノレ数 477 179 656 

計 笛 数 1,820 429 2,249 

湘南藤沢メディアセンター タイトノレ数 756 2,132 2,888 

箇 数 11 737 3 729 15 466 

総 累 針 タイトル数 5,166 16,061 21,227 

箇 数 121,097 33,010 154107 
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3-1.利用統計＜貸出及び閲覧冊数＞

内駅 館 外 貸 出

各メディアセンター 学生 その 塾外 計

三回メディアセンター 18,529 166,576 7,375 1,889 194,369 

日吉メディアセンター 10,786 140,391 5,7501 156,927 

医学メディアセンター 67,565 21,300 DI 50 

理工学メディアセンター 2,226 53,032 。 13 

3 166 82 631 526 745 

4当h 1± l仰 721 463,9301 13,6511 2,697 

3-2.利用統計く相互貸借（複写依頼を含む）〉

内訳 依頼を受けた（貸） 依頼した（借）

各メディアセンター 園内 国 外 計 国 内 国外 計

三田メディアセンター 現物（冊） 266 。266 334」 351 685 

複写（件） 4.803 8 4 811 1 441 627 2.068 

日吉メディアセンター 現物（冊） 15 。15 7 2 9 

複写（件） 621 622 247 56 303 

医学メディアセンター 現物（冊） 63 。63 36 37 

複写（件） 24,481 206 24,687 2,955 85 3,040 

理工学メディアセンター 現物（冊） 13 。13 10 。10 

複写（件） 21,770 0 21,770 2,028 。2,028 

湘南藤沢メディアセンター 現物（冊） 61 。61 167 4 171 

｜複写（件） 390 。390 374 17 391 

現物（冊） 418 。418 554 358 912 

~ 』 針 ｜描写（件） 52 065 215 52 280 7 045 785 7 830 

参考データ．早慶ILL（内数）

貸

写

「＃

＊現物は冊数、複写は件数

0.99 

0.96 

0.93 

0.94 

1.11 
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3-3.利用統計＜複写サービス＞

内釈 点子弘一 内 学 外
｜｜ 

Iロ:... 言十

各メディアセンター 種別

三田メディアセンター 亀山一 （ 九 十付）II 明 間 41明 6明｜ ウ司 162,616 

電子コピー（ヤノレフ式）

OHP・スライド作成 101 49レ／ レ／ II 101 49 

マイクロ資料コピー 1,826 106,189 1,826 106,189 

簡易印刷 136 136 89,782 

日吉メディアセンター ｜前 コピー（九一日） 313 935 7,463 
_../ 

電子コピー（セルフ式）

マイクロ資料コピー｛セルフ 1 500 91 1,597 

医学メディアセンター ｜電山一（オベレ一日） 279,612 133,986 816,415 

電子コピー（セルフ式｝ 194,709 194,709 

OHP・スライド作成 17 52 17 52 

マイクロ資料コピー ｜｜ 41 65レ／ I~ 41 65 

理工学メディアセンター ｜電子コピー（片付） 569 6,290 21,293 182,986 21,862 189,276 

電子コピー（セルフ式） 1 082 857 1,097,440 

OHP 536 2,221 2,221 

マイクロ資料コピー 68 1,173 68 1,173 

湘南糠沢メディアセンター｜電Fコピー｛九十 付｝ 247 2,144 5,413 

電子コピー（セルフ式） 831,749 831,749 

OHP・スライド作成 1 713 1,713 

マイクロ資料コピー 5,972 5,972 

｜簡易町制 1,601 2,012,929 112 312,481 1, 713 2,325,410 

＊斜線は計上不能

参考デー タ・電子コピ一枚数

オペレーター付 セル フ 式 i口』 言十

＝回メディアセンター 162,616 4,431,667 4,594,283 

日吉メディアセンター 10, 117 1,585,914 1,596,031 

医学メディアセンター 1,096,261 194,709 1,290,970 

理工学メディアセンター 195,566 2,180,297 2,375,863 

湘南藤沢メディアセンター 5 413 831.749 837 162 

l口:... 言十 1 469 973 9.224.336 10 694 309 
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3-4.利用統計＜レファレンス・サービス＞

肉釈
A子,.,_ 内

各メディアセンヲー 教職昌

三田メディアセンター 2,273 

日吉メディアセンター 2,501 

医学メディアセンター 1,600 

理工学メディアセンター 1,406 

湘南藤沢メディアセンター 335 

iロ:,.. 言十 8 115 

3-4.利用統計＜レファレンスサービス＞
業務内容別

ー、ーーーーーーー～ーーーー、ーーーー～
文献所在調査

三田メディアセンター 11,499 

B吉メディアセンター 1,868 

医学メディアセンター 2,090 

理工学メディアセンター 5,931 

湘南藤沢メディアセンター 329 

ムCJ 言十 21 717 
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者
具寸aー． 生

23,565 

6,921 

307 

5,676 

3 370 

39 839 

事項調査

1,173 

796 

1,225 

237 

28 

3 459 

学 外 者 i口:,.. 言ト

3 376 29,214 

381 9,803 

1,883 3,790 

2,457 9,539 

76 3 781 

8 173 56.127 

利用指道 その他 iロ:,.. 計

15,952 590 29,214 

7,086 53 9,803 

475 。 3,790 

3,109 262 9,539 

3 424 。 3 781 

30 046 905 56.127 



4-1.計算機利用統計＜利用課題数＞

GS8400/20 ワークステーション系 ν1-1600/8 ワークスァーション系 ワークステーション系 スーパーコンヒ．ュータ系 CNS・ワークステーγョン系 よE』J 計

区 分 （三田） （三田） （日吉） （日吉） （矢上） （矢上） (SFC) 
教職員 学生・他 教職員 学生・他 教職員 学生・他 教職員 学生・他 教職員 学生・他 教職員 学生・他 教職員 学生・他 教職昌 l 学生・他

文 且＋ 部 3 47 16 1,245 131 645 12 14 441 1,951 

経 済 学部 6 163 19 1,163 3 30 864 1 4 27 59 2 221 

法 片寸品ー 部 12 46 12 1 028 2 22 1 184 1 5 13 53 2,272 

商 品弓ん'- 部 19 193 18 877 1 14 618 4 6 53 1,698 

医 A子，..一－ 
部 3 2 2 6 1 91 27 101 18 30 49 

理 工学部 1 3 3i 44 8 4 21 614 23! 154 2 14 7 19 651 852 

総合政策学部 31 43 5 65 2,587 68 2 636 

環境情報学部 1 26 8 3 66 1,921 67 1,959 

諸研究所 101 101 8 20 8 

諸 ぶ弓主A与 校 6 3 2 35 68 76 38 

業 務 304 115 253 23 2 48, 11 745 11 

情報システムサービス 88 8 65 157 23: 21 23 2, 6 301 26 367 63 

塾内・その他 18, 37 251 70 40 8 8, 10 92 125 

卒 業 生 727 01 727 

外 部 5 18 127 。 150 

そ の 他 。 。
之ロ』 計 454 502 295 4,501 430 9 1951 4 026 27 188 4 20 334 5.514 1 739 14 760 

。。
」，、

玄

aszzZ
0・小
（岡市還∞・
H
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4-1.計算機利用統計＜JOB件数＞ 4-1.計算機利用統計＜CPU時間＞

M-1700/10 M-1600/8 M-1700/10 M-1600/8 
月 （三田） （日吉） 月 （三田） （日吉）

4 12,877 1,047 4 9.8 3.6 

5 13,354 1,315 5 8.4 3.7 

6 13,050 1,341 6 6.9 2.7 

7 9,568 937 7 7.2 1.8 

8 
／ ／ ／ ，，， 

， ，，， 
1,252 

レ ／ ／
8 ←／〆 一”’ 36.9 

9 3,059 534 9 4 l. 7 

10 13,059 788 10 24.2 1.9 

11 9,101 745 11 20.1 2 

12 9,003 854 12 16 5.5 

8,017 944 12.3 2.6 

2 8,627 883 2 14.2 2.3 

3 10,404 1,200 3 18.3 1.9 

計 110 119 11 840 計 141.4 66.6 
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メディアネット・メディアセンター URL一覧

メディアネッ ト

二回メディアセンタ一

日吉メディアセンター

理工学メディアセンター

医学メディアセンター

湘南藤沢メディアセンター

慶麿義塾大学

http://www.mita. l ib.keio.ac.jp/medianet/ index-j.htm I 

http://www.mita.keio.ac.jp/Med iaCenter/index-j.htm I 

http://www.hc.keio.ac伊／MC/index.ja.html

http://www.mc.st.keio.ac.jp/Welcome-j.html 

http://www.lib.med.keio.ac伊，／index-jp.html

http://www.sfc.keio.ac .jp/mchtm V 

http://www.keio.ac.jp/index-jp.htm I 

87 



MediaNet No.6 (1998.10) 

編集後記

メディアネット発足から5年が経ちます。この間，

各メディアセンターの業務内容も時代に対応すべく

変化し続けていますが，利用者はどのようにセン

ターをとらえているのでしょうか。5年という小さ

な節目を過ぎたところで，これまでのサーピスのあ

りかたを再確認することも大切と考え，本号の特集

を組んでみました。

学生や教員の方々から貴重なご意見をたくさんお

寄せいただきました。もちろん，利用者数全体から

見ればほんの一部の声でしかありませんが，現時点

でのサービスの受けとめ方を各利用者層から，ある

いはキャンパスごとに，少しだけ横断的に把握でき

た気がします。

“メディアの時代だからこそ，データを見るので

はなく，現場を見ること”（池田教授）という言葉の

中に，これからのセンターに寄せる期待を感じます。

また，“OPACを見ても結果が出ないと書架まで進む

ことなく研究室に戻る者もいる”（原さん），“図書館

という空間が感性を働かせる場としても役立つてい

る”（柏倉さん）などの言葉には，サーピスにさまざ

まな側面があることを再認識させられます。特集記

事には他にも今後のサービスのありかたを示唆する

部分が多々含まれています。

きて，メディアネットを取り巻く現在の環境に目

を向けると，いくつかの大きな問題が存在します。

例えば，長ヲlく日本の経済不況は図書館資料の購入

にも深刻な影響を及ぼしています。とりわけ外国雑

誌の価格高騰と円安は，各メディアセンターに医学，

理工学など，自然科学系を中心とした高額な継続誌

の多数打ち切りという事態をもたらしました。

このような厳しい状況の中で，利用者に満足して

もらえる体制をどのように作り上げていくかが課題

となりますが，電子的な情報サーピスをより積極的

かつ効果的に取り入れることや，合わせてそのため

の機器やネットワークなどの利用環境を整備し，利

用指導を行っていくことも必要となるでしょう 。今

回の特集記事で得られたご意見を新しいサーピスの

展開に役立てたいと思います。

なお，本号からサイズをA4にしてみました。表紙

のデザイン，紙質も変え，さらに編集のDTP化も試

みました。内容とともに読者の皆さんの批評を賜り

たいと思います。
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